
• 

• 
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• 

実
地
し
て
き
で
い
る
。
し
か

し
、
4
1
八
年
(
つ
ま
り
前

川
分
)
か
ら
は
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
機
に
よ
る
時
降
下
犯
に
‘
仁

川
肌
を
む
く
打
向
で
、
や
や
訓

台
結
果
の
だ
い
ぶ
方
針
を
変
災

(本
紙
第

m号
参
附
…
)
、
さ

ら
に
今
回
は
、
特
に
問
題
と

こ
の
位
デ
ー
タ
は
明
ら
か
に
な
る
は
ず
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機

す
る
ニ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

(
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
場
で
使
削

mmA
察
庁
に
よ
る
こ
の
調
作
す
れ
ば
似
宜
的
に

「
メ
ダ
ル

は
例
年
ト
パ
末
現
化
で
ゲ

l

ゲ
!
ム
機
」
と
呼
ば
れ
る
)

ム
山
切
な
ど
の
風
俗
畷
尽
の
実
の
仙
品
川
状
況
は
.
切
発
点
さ

態
を
把
似
す
る
た
め
行
な
わ
れ
な
い
、
と
い
う
ふ
う
に
変

れ
て
き
て
お
り
、
脳
山
人
的
に
っ
て
き
た
。

は
昭
如
刊
凶
卜
九
年
以
来
メ
ダ
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
防
犯

ル
ゲ

l
ム
場
に
つ
い
て
、
ム
謀
で
は
「
4
1
九
年
度
に
つ

十
問
年
か
ら
瓦
十
七
年
ま
で
い
て
も
実
態
は
畑
九
回
附
し
て
い

は
T

V
ゲ
|
ム
機
に
つ

い
て
る
。
発
表
し
な
か
っ
た
こ
と

そ
れ
ぞ
れ
継
続
的
に
湖
上
旬
を
に
と
く
に
草
昧
は
な
い
」
と

で
川
万
七
下
七
行
卜
ム
口
設
罰

さ
れ
て
お
り
、
機
Mm
別
の
内

以
で
は
①
T
V
ゲ
1
ム
機
じ

h

ハ
・
川
%

{匂
・
胤
復

・
追
丁

株
パ
J

一て

・
五
%
、

⑤
ポ
ー

カ
ー
式

一七

・
五

%
、
。
ダ

ー
ビ
ー
式
・4

・
八
%
、
@
そ

の
他

一
0
・
六
%
)
、
②
ス

ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
等
凪
胴
い
ろ
八
・

一
%
、
③
ピ
ン
ボ
ー
ル
五

・

-
九
%
、
④
電
光
点
滅
式
四

・

六
%
、
⑤
ロ
タ
ミ
ン
ト
等
同

転
式
-
J
J
・
%
、
⑥
ル
ー
レ

ッ
ト

W
0
・
八
%
な
ど
、
と

な
っ
て
い
る
。
ピ
ン
ポ

1
ル

を
ビ
ン
ゴ
ピ
ン
ポ

l
ル
と
す

れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
根
拠
を

持
つ
良
重
な
テ
|
タ
で
あ
る
。

し
て
い
る
。
し
か
し
一
打
、

こ
れ
ら
の
機
見
は
新
風
常
法

山日
明
ら
か
に
対
策
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
川
法
地
行
を
け

山川
に
し
た
こ
れ
ら
の
険
日
投

白
状
況
の
発
点
が
な
ん
ら
か

の
以
響
を
与
え
る
の
で
は
な

い
か
、
と
の
配
慮
で
発
表
し

な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
、
こ
の
推
測
に
対
し
て

も
、
防
犯
課
で
は

「
そ
ん
な

ニ
と
は
な
い
も
と

f

内
定
し
て

い
λ
v

。
な
お
ち
ん
ゆ
み
に
五
ト
八

年
ト
川
木
製
ル
札
の

「問
時
に

使
則
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る

遊
技
機
の
設
置
状
況
』
は、

全
国

一
万
二
千
二
百
十
三
軒

GJlME  MJlCIBJVE 
Game Machine Magazine is published 
twice monthly on the 1 st and 15th 01 the 
month by Amusement Press. Inc.. 9・16
Kamiyamacho. K ita-ku. Osaka， 530 Japan 
Subscription rate: Japan ￥7200: Overseas 
(air mail). US$70.00 per year目

NO part 01 this magazine may be reprod' 
uced withou t express剖 permission.積舷舷

(U{l千1155-59ij三)

59( 10月)

EZ 
EE 
E宮司自

年間1..読料7.2∞1" (滋科共}

41. 166 

23.766 

5.凹4

7.255 

5.051 

警察序調べ

ドライブイン、旅館、ぶテル浄との

36.292 

3.607 

5.520 

9‘430 

17‘737 

58 

ゲームセンタ一等の営業所数の推移

mw
年
版

「
風
俗
環
境
の
特
徴
的
傾
向
」

48.585 

4.700 
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11 .905 
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例
年
十
月
末
で
災
地
さ
れ

て
い
る
「
胤
俗
円
相
境
実
態
調

査
」
の
結
果
が
笹
察
庁
に
よ

り
十
二

Ha
一
十
じ

H
発
表
さ

れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ゲ

ー
ム
機
設
市
山
は
前
年
に
比

べ
一
三

・
四
%
も
納
加
し、

新
風
営
法
地
行
を
前
に

H

制

阪
地
域
で
の
既
倒
利
権
H

を
得

る
た
め
の

ρ

駆
け
込
み
H

オ

ー
プ
ン
が
相
次

い
だ
も
の
、

と
分
析
き
れ
て
い
る
。

ま
た
今
回
の
発
表
で
は
、

こ
れ
ま
で
M
M
明
ら
か
に
さ

れ
て
き
た

「
い
わ
ゆ
る
ギ
ャ

ン
ブ
ル
機
日
L

な
い
し
「
附

怖
に
使
附
さ
れ
る
お
そ
れ
の

あ
る
遊
紋
機
」
の
ぷ
川
状
況

に
つ
い
て

一
切
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ

い

て
同
庁
防
犯
談
で
は
「
と
く

に
意
味
は
な
い
」
と
し
て

い

る
が
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
に
よ

る
賭
博
引
先
崎
減
の
た
め
に
も

57 

53.556 
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9. 193 

14.223 

lii}その他とは、食官、レストラン.

fih没Qiをいう

56 

5.045 
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ゲームセンタ

ーさ事作業者

数 件F)

喫茶広告手

との併設府

他

スナソク等

との(if:設1i5

σ3 

法
施
行
前
の
。
駆
け
込
み
。
出
庖
か

ゲ
l
ム
機
設
置
庖
、
増
加
に
急
転

[メ:分

総i

そ

業
L

に
お
け
る
遊
技
設
備
て

「射
や
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ

が
あ
る
退
校
の
別
に
似
き
れ

な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

も
の
を
除
く
」
の
が
、
ど
の

総
附
の
ゲ

l
ム
機
ま
で
及
ぶ

の
か
明
ら
か
で
な
く
、
従
っ

て
「
八
号
営
業
」
と
な
る
か

ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
営
業

所
も
山
て
く
る
こ
と
に
な
リ

か
ね
な
く
な
っ
て
き
た
。「
八

号
件
業
」
の
場
合
は
、
法
随

行
か
ら
・

4

一
ヵ
川
間

「ル
バ
呼
」

な
し
に
営
業
で
き
る
が
、
進

守い
や
瓜
や
料
不
止
占
F
・
的
引
が
す
ぐ

さ
ま
適
用
さ
れ
、
い
ず
れ
に

せ
よ
五
月
十
二
日
ま
で
に
弁

可
申
梢
し
な
い
と
丘
月
卜
三

日
以
降
の
営
業
は
禁
止
さ
れ

る
。
ま
た
、
勺
然
な
が
ら
新

胤
オ
ー
プ
ン
は
法
地
行
円
以

後、

「m
d
叶
」
の
な
い
も
の

は
禁
止
さ
れ
る
。

二
月
卜
三
H
以
後
、
ど
う

い
う
「
八
号
営
業
」
が
法
第

一
条
の
目
的
に
あ
る
よ
う
に

ど
の
よ
う
に
風
俗
営
業
と
し

て
「
健
全
化
」
さ
れ
る
か
、

こ
れ
ま
で
優
秀
な
A
M
ゲ
ー

ム
機
を
創
造
し
て
き
た

n本

の
業
界
が
ど
れ
ほ
ど
杉
特
を

受
け
る
か
、
が
問
題
と
な
る
。

新
風
常
法
(
風
俗
凡
げ
円
業
市
ず

の
胤
制
及
び
業
務
め
適
正
化

等
に
附
す
る
法
作
)
は・
J
川

卜
三
日
午
前
O
時
か
ら
地
一
行

さ
れ
、
同
法
第
二
条
第
一
瓜

第
八
号
に
規
定
さ
れ
る
「
八

号
営
業
」
は
、
こ
れ
ま
で
の

自
由
常
業
か
ら
厳
し
い
胤
制

を
受
け
る
「
風
情
常
業
」
と

な
る
。

新
風
常
法
な
ら
び
に
川
法

に
法
づ
く
地
行
A
H

(
政
令
)、

総
即
日府
令
、
凶
家
公
安
会
以

A
Z
焼
則
、
施
行
条
例
な
ど
は

ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た

が
、
実
際
の
法
運
用
に
つ
い

て
の
疑
問
点
は

一
月
下
旬
現

作
い
ぜ
ん
多
く
残
さ
れ
て
お

り
、
施
行

t
の
泌
乱
は
避
け

ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
の
戸
も
山
て
き
た
。
と
く

に
、
新
た
に
風
俗
営
業
と
な

る
「
八
ザ
営
業
」
は
、
既
存

山
に
お
い
て
、
新
川
叫
九
%
法
付

川
で
三
ヵ
バ
問
の
砂
経
過
間

前
H

(

法
施
行
ま
で
の
既
存

府
は
三
ヵ
月
間
「
許
可
」
な

し
に
営
業
で
き
る
)
が
あ
る

が
、
汁
り
に
係
わ
る
も
の
以

外
の
縦
制
は
す
べ
て
か
か
る

こ
と
に
な
リ
、
深
刻
で
あ
る
。

ま
た

.
Uて
は

『八
庁
官

ぴ
、
喫
茶
山
等
と
の
併
設
的

がゴ一
山
一-
O
%
m
と
続
い
て

い
る
が
、
ス
ナ
ッ
ク
等
と
の

併
設
山
、
そ
の
他
は
と
も
に

減
少
し
た
。

結
果
と
し
て
、
ゲ
ー
ム
機

を
設
置
し
て

い
る
営
業
所
教

は
全
国
て
問
万

一
F
討
し
ハ
ト

し
ハ
ヵ
所
で
、
前
川
よ
り
川
下
八

行
じ
卜
川
粁
{
一
三

・
附

%
)

m
加
し
た
。
川
庁
で
は

「
ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
社
会
の
小

で
一
地
位
を
山
め
、
ん
必
府
し

た
こ
と
が
う
か
が
、
え
る
」
と

し
て
い
る
が
、

↑
↑
刀
、
新
風

営
法
地
行
に
伴
な
う

ρ

経
過

同国置
H

に
基
づ
き
、
制
限
地

妓
内
で
の
「
八
号
営
業
」
所

の
η

既
得
権
。
を
求
め
て
駆

け
込
み
山山
山川
が
相
次
い
だ
も

の
、
と
も
けん
ら
れ
て
い
る
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
を
仙収
用
し

た
脳
陣
犯
に
つ
い
て
は
、
.h

卜
八
年
(
一

|
十
二
月
)
の

千
六
百
七
十

一
件
か
ら
瓦
十

九
年
(
一

l
十
月
)
七
百
六

十
四
件
と
、
前
年
に
比
べ
九

百
七
件
(
丘
四

・
三
%
)
も

減
少
し
た
。
こ
の
減
少
ぶ
り

は
件
数
、
検
挙
人
民
、
抑
収

台
数
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
、

.
4
十
七
年
|
.
4
十
八
年
の
段

階
か
ら
劇
的
に
減
少
し
て
お

り
、
十
分
注
目
に
備
す
る
。

な
お
五
十
九
年
の
押
収
賂
金

は
約
三
億
五
千
万
円
(
前
回

約
五
億
四
千
万
問
)
だ
っ
た
。

健
全
な
A
M
ゲ
ー
ム
機
を

基
礎
に
置
く
A
M
業
界
は
、

こ
れ
ら
ギ
ャ
ン
ブ

ル
機
犯
罪

の
取
締
り
に
大
い
に
期
待
し

て
い
る
。

年
ヤ
ン
ブ
ル
機
の
説
明
山
状

況
は
未
発
点
の
ま
ま
命
保
留
H

さ
れ
て
い
る
が
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
機
と
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン

(
A
M
臨
時
)
を
区
別

せ
ず
に
調
食
項
目
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る

「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
予
の
営
業
所
の
推
移
」
は

ぶ
ド
の
位
以
の
と
お
り
明
ら
か

に
さ
れ
た
。

ハu
d

-
」
'

F
「

υ

由
化

~

縫

日

の

初

況

昭

状

(

挙検のnu 
省
官事博緒zv 

+' 
お等タンセムゲ

こ
れ
を
は
る
と
、

A
I
M
発

表
分
と
比
べ
少
し
数
千
が
補

正
さ
れ
て
は
い
る
が
、
傾
向

と
し
て
こ
こ
数
年
間
減
少
し

て
き
た
「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

等
」
が
・
h
寸
九
年
に
は
地
加

に
転
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
業
仙
川
区
分
別
で
は
「
ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
市
中
業
問
」

が
附

.
・
二
%
m
と
れ
取
も
仰

赤木真澄

ノ、、

AMゲーム機のG機への転用が明らか!?
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の

しミ

G 2
月
日
!
日
日
に
開
か
れ
る
第
4
回
N
A
O
シ
ョ
ー

二
月
十
三
日
か
ら
二
日
間
、

東
京
の
新
宿
N

S
ビ
ル
地
下

一
階
展
示
ホ
ー
ル

に
て
「
部

N
A
O
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

エ
キ
ス
ポ
」
(
第
四
凶
N
A

O
シ
ョ

|
)
が
、
日
本
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
協
会
(
本
部
東
京
、
内
問

博
会
長
、
N
A
O
)
主
催
に

よ
り
問
十
社
の
出
展
に
よ
り

開
催
さ
れ
る
。

N
A
O
シ
ョ
ー
の
テ

i
マ

は
「
楽
し
い
娯
楽
、
正
し
い

運
営
」
で
、
会
場
は
大
展
示

ホ
ー
ル
(
約
千
八
百
九
平
方

μ
)
と
中
展
示
ホ
ー
ル
(
約

七
百
十
六
平
方
幻
)
に
分
か

れ
て
い
る
。
開
催
時
間
は
両

日
と
も
午
前
十
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
で
、
入
場
に
際
し

て
は

「
一
般
入
場
券
」
(
千

円
)
、

「招
待
券
」

(
N

A

O
会
員
で
会
費

一
口
に
つ
き

二
枚
)
、

「
出
展
社
カ

l
ド」

(
出
展
社

一
小
間
に
つ
き
二

枚
)
、

「
後
待
券
」
(
五
百

円
で
紹
待
券
や
カ
ー
ド
の
な

い
N
A
O会
員
と
出
展
社
用
)

の
い
ず
れ
か
が
必
要
。

出
口
問
機
種
に
つ
い
て
は
従

来
出
品
で
き
な
か
っ
た
メ
タ

ル
ゲ
ー
ム
機
の
ほ
か
、

「ゲ

ー
ム
オ
ブ
チ
ャ
ン
ス
を
モ
チ

ー
フ
と
し
た
も
の
」
、

「風

コナミ 工業の

r '"フ'Jレソフ

トウ エアJ 外 観

• • 

営
対
象
機
(
七
号
の
こ
と
)」

が
そ
れ
ぞ
れ
出
品
可
能
と
な

っ
た
。
そ
し
て
メ
ダ
ル
ゲ
ー

ム
機
お
よ
び
シ
ョ

l
笑
行
委

員
会
が
抱
定
す
る
機
種
に
つ

い
て
は
「
八
号
営
業
用
」
と

い
う
表
示
を
行
な
う
と
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
同
シ
ョ

l
初
日
か
ら
施
行
と
な
る
新

高度な

ム方式
r バブ、ルシステム』 発表

バブルメモリーを採用、

ゲー
コナミ工業

コ
ナ
ミ
工
業
側

(本
社
大

阪
、
上
月
景
正
社
長
)
で
は

こ
の
ほ
ど
、

T
V
ゲ
l
ム
機

に
初
め
て
バ
ブ
ル
メ
モ
リ
ー

を
採
用
し
た
新
ハ
ー
ド
シ
ス

テ
ム

「
バ
ブ
ル
シ
ス

d

ア
ム
」

を
開
発
し
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

同
シ
ス
テ
ム
は
日
ビ
ッ
ト

C
P
U
に
尚
機
能
の
映
像

・

サ
ウ
ン
ド
基
板
、
そ
れ
に
従

来
の

R
O
M
の
か
わ
り
に
峨

気
バ
ブ
ル
メ
モ
リ

l
(
カ
セ

ッ
ト
)
を
組
合
わ
せ
た
も
の
。

こ
の
特
徴
と
し
て
同
社
で
は

①
さ
ら
に
高
度
な
画
像
表
現

を
り
能
に
し
た
こ
と
、

②
バ

ブ
ル
カ
セ
ッ
ト
だ
け
の
交
換

添
付

め
ぐ
り 風

営
法
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
が
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機

な
ど
出
品
制
限
緩
和
の
理
由

お
よ
び
「
八
号
営
業
用
」
の

指
定
の
し
か
た
に
つ
い
て
、

主
催
者
側
の
明
確
な
説
明
か

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
に

お
け
る
同
シ
ョ

ー
の
混
乱
が

予
怨
さ
れ
る
も
よ
う
。
な
お

に
よ
り
低
コ
ス
ト
で
新
ゲ
ー

ム
に
で
き
る
こ
と
、
③
従
米

の
よ
う
な
ソ
フ
ト
の
コ
ピ
ー

は
不
可
能
に
な
っ
た
こ
と
な

ど
を
挙
げ
て
お
り
、
新
ゲ
ー

ム
の
バ
ブ
ル
カ
セ
ッ
ト
を
年

間
六
本
以
上
発
売
す
る
と
し

て
い
る
。

磁
気
バ
ブ
ル
メ
モ
リ
ー
は

一
一
時
の
磁
石
で
、
こ
の
内
部

の
H
M
m

化
の
よ
じ
れ
。
を
情

報
の
単
位
に
使
っ
た
も
の
。

同
社
開
発
部
に
よ
る
と

「簡

単
に
言
え
ば
電
気
的
情
報
を

磁
気
に
か
え
て
磁
石
の
原
子

核
に
打
ち
込
み
磁
化
さ
せ
た

も
の
。
当
祉
が
採
用
し
た
バ

ブ
ル
メ
モ
リ
ー
の
容
u
嵐
は
ニ

h
五
十
K
バ
イ
ト
の
も
の
で
、

出
品
で
き
な
い
機
能
は
「
も

っ
ぱ
ら
賭
博
に
使
用
さ
れ
る

お
そ
れ
の
あ
る
も
の
、
紙
幣

識
別
機
搭
載
の
ゲ
ー
ム
機
、

コ
ピ

l
機
、
表
現
が
公
序
良

俗
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
」

な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
カ
タ
ロ

グ
配
布
や
パ
ネ
ル
展
示
も
禁

じ
ら
れ
て
い
る
。

同
シ

ョ
ー
初
日
の
午
後
三

時
か
ら
は

N
A
O
第
五
回
通

常
総
会
が
、
向
五
時
三
十
分

か
ら
N
A
O
主
催
懇
親
会
が

い
ず
れ
も
京
十
一プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
に
て
聞
か
れ
る
。

こ
れ
は
通
常
の

T

V
ゲ
ー
ム

機
の

R
O
M
容
誌
に
比
べ

二

倍
か
ら
凶
倍
の
容
滋
」
と
説

明
し
て
い
る
。
同
シ
ス
テ
ム

は
同
社
指
定
の
商
社
が
総
発

売
元
と
な
っ
て
二
月
上
旬
か

ら
発
売
さ
れ
る
予
定
で
、
備

僚
は
同
シ
ス
テ
ム
の
ハ

ー
ド

と
ソ
フ
ト

(
カ
セ
ッ
ト
)
一

本
で
二
十
八
万
円
、
ソ
フ
ト

の
み
は
七
万
五
千
円
(
二
本

目
以
降
は
旧
ソ
フ
ト
を
ニ
万

問
で
下
取
り
。)

な
お
向
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

新
ゲ

l
ム
は
二
磁
鎖
あ
り
、

す
で
に
A
T
E
(火
悶
)
と

I

M
A

(
附
独
)
の
シ
ョ
ー

で
発
表
さ
れ
て
お
り
、
日
本

で
は
そ
れ
に
改
良
を
加
え
て

任
天
堂

「
フ
ァ
ミ
コ
ン
」

用
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
市
場
に

鮒
タ
イ
ト
|
(本
社
東
京
、

中
西
昭
放
社
長
)
で
は
こ
の

ほ
ど
任
天
主
側
(本
社
京
都
、

山
内
滞
社
長
)
と
許
諾
契
約

を
結
び
、
任
天
堂
製
家
庭
用

T

V
ゲ

l
ム
機
「
フ
ァ
ミ
リ

ー
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
」
用
の
ゲ

ー
ム
カ
セ
ッ
ト
を
製
造
し
四

月
か
ら
発
売
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

同
社
で
は
当
面
一
ヵ
月
に

q・• 

J
A
M
M
A
と
N
A
O
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
簡
略
化
求
め

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト

マ
シ
ン
工
業
協
会

(
J
A
M

M
A
)
と
、
日
本
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

協
会

(
N
A
O
)
は
新
風
営

法
に
恭
づ
く
総
理
府
令
℃
定

め
る

「許
可
申
請
書
の
添
付

欝
類
」
に
つ
い
て
簡
略
化
を

求
め
る
陳
情
蓄
を
、
そ
れ
み

れ
の
立
場
か
ら
警
察
庁

・
中

山
好
雄
保
安
部
長
あ
て
に
出

し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
総
理
府
令
公
布

の
一
月
十

一
日
の
前
後
に
提

出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ま
た

両
協
会
の
立
場
も
異
な
る
た

NAO近畿 3支部合同による

礼会
地域に密着する営業強調

の
高堂氏、

日

日
本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

5
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(
N
A

月
一

O
)
の
大
阪
府
支
部

(
川
上

n
i
-
-芳
雄
支
部
長
)
、
京
都
府
支

計
一

部
(
岡
田
稔
支
部
長
)
、
兵

8
庫
県
支
部
(
高
木
満
支
部
長
)

ゅ

の
三
支
部
合
同
に
よ
る

「新

春
互
礼
会
」
が
一
月
五
日

)

大
阪
の
東
洋
ホ
テ
ル
に
て
開

3
か
れ
、
こ
れ
に
約
百
六
十
名

め
内
容
が
少
し
ず
つ
異
な
る

が
、
許
可
申
請
書
の
添
付
書

矧
に
つ
い
て
簡
略
化
を
求
め

る
も
の
て
、

J
A
M
M
A
は

「
証
明
書
」
「
診
断
警
に
つ
い

て
そ
の
旨
を

「疎
明
す
る
啓

頬
」
で
足
り
る
よ
う
求
め
、

N
A
O
は
二
つ
以
上
の
営
業

所
に
闘
し
一
括
申
諭
す
る
場

合
に
ニ
ヵ
所
固
か
ら
の
申
請

添
付
書
類
は
全
部
コ
ピ
ー
で

足
り
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

そ
の
全
文
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

。
一
月
八
日
付
J
A

M

M

A
・
中
村
会
長
と
同
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
部
会

・
中
西
部
会

長
か
ら
替
察
庁
保
安
部

・
中

山
部
長
あ
て
陳
仙
普

陳
情
書

さ
き
に
、
政
庁
か
ら
ご
発

表
の
あ
リ
ま
し
た
「
風
俗
営

業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適

正
化
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
許
可
申
請
書
の
添
付
書

類
等
に
関
す
る
総
理
府
令
に

つ
い
て
の
考
え
方
」
に
お
い

て
、

「
一
、
風
俗
営
業
者
の

許
可
申
請
書
の
添
付
書
殺
」

と
し
て
国
人
的
な
資
絡
要
件

を
満
た
す
こ
と
を
許
約
す
る

の
業
者
が
出
席
し
た
。

し
た
対
応
が
で
き
る
も
の
と

こ
れ
は
年
頭
に
あ
た
っ
て
思
わ
れ
る
。

N
A
O
と
し
て

近
畿
の

N
A
O
会
員
の
結
束
は
今
後
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
だ

と
相
互
の
税
陸
を
図
る
た
め
、
め
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
方

三
支
部
に
分
か
れ
る
前
の
旧
針
で
、
そ
の

一
環
と
し
て
の

近
畿
支
部
時
代
か
ら
毎
年
開
青
少
年
指
導
員
養
成
講
座
を

か
れ
て
き
た
も
の
で
、
今
回
次
回
は
大
阪
で
聞
く
予
定
に

で
四
回
目
と
な
る
が
、
大
阪
な
っ
て
い
る
。
現
状
の
オ
ペ

府
支
部
が
さ
き
ほ
ど
二
月
解
レ

l
シ
ョ
ン
収
議
は
回
復
傾

散
を
決
め
た

(
本
紙
前
号
既
向
に
あ
り、

若
者
た
ち
は
ゲ

報
)
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
披

|
ム
を
文
化
と
評
価
し
て
い

後
の
三
支
部
合
同
互
礼
会
と
る
の
で
、
取
り
組
み
方
次
第

な
っ
た
。

で

は
な
お

!

同
互
礼
会
は
岡
田
京
都
府

発
展
す
る

支
部
支
部
長
の
司
会
で
進
め
可
能
性
が

ら
れ
、
ま
ず
高
堂
良
彦
N

A

あ
る
」
と

O
副
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
風
語
っ
た
。

営
問
題
に
対
す
る

N
A
O
本

続

い

て

大

部
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
に
阪
府
ア
ミ

触
れ
、
ま
た
自
主
規
制
の
撒
ユ

|
ズ
メ

底
で
即
応
し
た
映
画
業
界
の
ン
ト

?
ン

例
を
あ
げ
た
う
え
で

「
当
業
ン
オ
ペ
レ

界
は
自
主
規
制
を
叫
ん
で
い

l
タ
|
協

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
社
会
に

会
の
梅
原

聞
か
れ
た
も
の
が
な
く
、
当
靖
三
会
長

局
か
ら
自
主
規
制
を
守
る
カ
か
祝
辞
に

が
な
い
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
立
ち
、
同

は
残
念
だ
。
幸
い
各
地
に
新
氏
は
「
当

団
体
が
発
足
し
、
今
後
大
切

業
界
は
先

と
な
っ
て
く
る
地
域
に
密
着
端
技
術
に

一
本
ず
つ
発
売
し
て
い
く
予

定
で
、

「
ス
ペ
ー
ス
イ
ン
ベ

ー
ダ

l
」
「
チ
ャ
ッ
ク
ン
ポ

ッ
プ
」
「
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
」

「エ

レ
ベ

ー
タ
ー
ア
ク
シ

ョ

ン
」
な
ど
、
間
社
開
発
の
業

務
用
T

V
ゲ
ー
ム
機
の
ヒ

ッ

ト
作
を
順
次
、

「
フ
ァ
ミ
リ

ー
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
」
向
け
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
し
悔
す
。
同
社

は
こ
れ
ま
で

M
S
X
パ
ソ
コ

書
類
例
法
第
四
条
第
一
項
第

一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し

な
い
旨
の
市
町
村
の
長
め
証

明
世
例
法
第
四
条
第

一
項
第

四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し

な
い
旨
の
医
師
の
診
断
書
が

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

同

の
欝
類
は
剛

ωの
趣
旨
を
包

含
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
思

料
い
た
し
ま
す
の
で
、
で
き

れ
ば
綱
同
の
証
明
書
は
、
添

付
を
要
し
な
い
こ
と
と
し
て

い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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大展示ホール〈
A. 1 
A.2 

A.3 

A.4 

A.5 

A.6 

A.7 

A.8 

A・9
A.l0 
A .11 
A .12 

A .13 

A .14 

N
A
O
シ
ョ
ー
に
出
品
さ
れ

る
。

こ
の
二
機
種
は
襲
っ
て

く
る
野
菜
た
ち
を
次
々
と
倒

し
て
い
く
コ
ミ
カ
ル
タ
ッ
チ

の

「
ツ
イ
ン
ピ
|
」
と
、
戦

闘
的
要
家
を
加
え
た
ド
ラ
イ

ブ
も
の

「
ア
タ
ッ
ク
ラ

ッ
シ

ュ
」
。
同
社
で
は
バ
ブ
ル
シ

ス
テ
ム
と
と
も
に
従
来
シ
ス

テ
ム
の

T

V
ゲ
ー
ム
機
も
並

行
し
て
開
発
し
て
い
く
と
し

て
い
る
。

A .15 
A明 16
A .17 
A .18 
A .19 
A .20 

ピ
ュ

1
タ
」
シ
ス
テ
ム
の
改

良
時
に
は
任
天
堂
が
タ
イ
ト

ー
に
そ
の
技
術
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
、
タ
イ
ト
ー
が
任

大
立
の
陥
撚
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
」
を
使
附
す

A-28 
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8・5

A・2・A.23 A'Z2 

8・9

Eヨ
中展示ホール

• 5+U 

一
w 
c 

遊
園
施
設
の
安
全
確
保
の
た
め

幻
日
に
管
理
講
習

J
A
P
E
A
、

• 

休
憩
コ
ー
ナ
ー

第
引
回
理
事
会
開
く

1・• 
デ、ィ ガトロンツインビーエグゼド・エグゼス

人
笠
日
本
遊
園
施
設
協
会

(本

部
東
京
、
山
凶
三
郎
会
長
、

J
A
P
E
A
)
で
は
十
二
月

十
三
日
、
大
阪

・
抑
制
の
阪

急
白グ

ラ
ン
ド
ビ
ル
に
て
第
二

十
一
回
剤
一
いや
会
を
聞
き
、
遊

ン
用
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
を
製
戯
地
訟
の
安
全
管
理
論
門
会

造
、似
売
し
て
き
で
い
る
が
、

の
笑
施
や
「
4
7
供
れ
単
」
の

今
回
任
天
堂
の
許
諾
を
待
て
検
公
州
知
市
な
ど
に
つ
い
て
検

M
S
X
パ
ソ
コ
ン
以
外
の
家
対
し
た
。

庭
用

T
V
ゲ

l
ム
ソ
フ
ト
を
、
遊
戯
施
設
の
安
全
管
勝
識

し
か
も
同
社
製
品
と
し
て
手
門
会
は
同
協
会
め
止
十
九
年

が
け
る
こ
と
に
な

っ

た

。

度

事

業

計
阿
の

一
つ
で
、
前

こ
の
許
諾
内
谷
は
さ
き
に
聞
は
昨
年
三
月
に
東
京
、
大

許
諾
契
約
を
交
わ
し
た
ナ
ム
阪
で
聞
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

コ
、
ジ
ャ
レ
コ
の
場
合
と
間
二
つ
い
て
は
同
協
会
と
日
本

じ
で
、
『
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
遊
園
地
協
会
、
帥
日
本
昇
降

機
安
全
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催

が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
、

ニ
団
体
と
折
衝
す
る

こ
と
に
さ
れ
た
。
な
お
同
講

習
会
の
予
定
は
、
そ
の
後
二

月
二
十
七

H
に
東
京
都
稲
城

市
の
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
に
て

開
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ま
た
「
子
供
汽
市
」
の
検

夜
椋
地
中
に
つ
い
て
は
事
務
局

よ
り
十
月
三
十
日
の
技
術
委

員
会
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

同
安
員
会
で
は
問
機
種
に
関

し
て
は
建
設
省
告
示
五
五
八

号
第
一
の
六
の
一
の
口
の
解

説
で
「
地
表
面
を
走
行
す
る

も
の
は
対
象
と
し
て
い
な
い
」

く
、
比
較
的
小
規
模
営
業
所

を
多
数
展
開
す
る
こ
と
を
特

徴
と
す
る
業
者
に
と

っ
て
は、

膨
大
な
事
務
量
お
よ
び
出
資

を
強
要
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
負
姐
は
は
な
は
だ
苛
酷

な
も
の
と
な
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が

い
ま
し
て
、

一
つ

の
公
安
委
員
会
に
対
し
一
括

申
請
の
場
合
は
、
先
頭
の
申

請
書
の
添
付
書
獄
以
外
、
第

二
の
申
請
書
か
ら
は
、
共
通

す
る
添
付
書
類
に
つ

い
て
、

全
て
写
し
を
も
っ
て
提
出
す

る
か
あ
る
い
は
援
用
で
足
り

る
よ
う
、
ぜ
ひ
と
も
お
認
め

い
た
だ
き
た
く
、
切
に
要
望

い
た
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
業
者
負
担

は
著
し
く
軽
減
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
御
当
局
に
お
け
る

処
理
も
簡
略
と
な
り
、
し
か

も
法
の
目
的
を
い
さ
さ
か
も

損
う
も
の
で
は
な
い
と
確
信

い
た
し
て
お
り
ま
す
。以

上

道
は
な
い
。
ア
リ
で
も
多
数

集
ま
れ
ば
ト
ラ
を
倒
す
と
言

わ
れ
る
。
今
後
大
阪
は
O

A

O
(大
阪
府
A
M
O
P
協
会
)

の
結
束
力
と
そ
の
尽
力
に
期

待
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

こ
の
あ
と
宮
原
N
A
O
常

務
が
「
年
末
に
笹
祭
庁
に
挨

拶
に
行
っ
た
際
、
新
風
営
法

に
関
し
て
各
県
で
業
者
と
警

察
の
意
見
の
相
違
が
起
こ
る

だ
ろ
う
が
、
そ
の
都
度
ル
ー

ル
づ
け
を
し
て
い
く
と
い
う

の
が
当
局
の
考
、ぇ
方
の
よ
う

だ
。
だ
か
ら
そ
の
都
度
話
合

い
を
す
べ
き
で
、
そ
れ
は
テ

ク

ニ
ッ

ク
の
問
題
と
な
る
」

と
語
り
同
氏
が
乾
杯
の
音
頭

を
と
っ
て
宴
に
入
っ
た
。
宴

半
ば
で
八
尾
嘉
宥
氏
(
オ
ー

ケ
ー
興
産
側
)
が
中
締
め
を

行
な
っ
た
。

N
A
O
大
阪
府
支
部
は
こ

の
催
し
を
最
後
に
活
動
を
停

止
し
、
今
後
は
二
月
十
六
日

に
解
散
式
を
行
な
う
こ
と
で

完
全
に
な
く
な
る
と
の
、
」と
。

φ~砂

約
参
加

• 
悩
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上

。

一

月

十

九

日

付
N
A

0
・
内
問
会
長
と
同
風
営
対

策
委
員
長

・
加
茂
委
員
長
か

ら
笹
察
庁

・
中
山
部
長
あ
て

要
望
書

風
営
適
正
化
法
に
関
す

る
許
可
申
請
時
添
付
書

類
に
つ
い
て

国
公
委
規
則
第
八
条
に
お

い
て
、

一
つ
の
公
安
委
員
会

に
対
し
複
数
営
業
所
に
つ
い

て
同
時
に
手
続
を
行
う
と
き

は
、
一
つ
の
所
幣
瞥
祭
器
を

経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
定
め
ら
れ
、
業
者

の
便
宜
を
は
か
ら
れ
て
あ
る

こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
申
請
書
の

各
種
添
付
書
類
に
つ
い
て
、

も
し
各
営
業
所
ご
と
に
正
本

よ
り
拡
大
し
て
い
く
文
化
部
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

門
の
一
端
を
組
っ
て
い
る
が
、
す
と
、
第
八
号
営
業
の
ご
と

青
少
年
問
題
そ
の
他
で
風
俗

営
業
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
後
不
本
な
な
が
ら
自
主
規

制
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
そ
し
て
社
会
的
に
認

め
ら
れ
る
よ
う

P
R
す
る
た

め
に
も
、
団
結
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
新
風
営
法
は
手
か
せ

足
か
せ
の
よ
う
だ
が
、

一
病

息
災
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の

も
し
、
こ
の
お
願
い
が
、

法
の
趣
旨
か
・
り
し
て
、
お
取

り
上
げ
が
困
難
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
許
可
申
請
手
続

き
の
簡
略
化
を
図
る
と
い
う

具
体
的
な
見
地
か
ら
、
側

ω

の
証
明
書
は
、
こ
れ
に
代
え

て
「
証
明
書
ま
た
は
そ
の
旨

を
疎
明
す
る
啓
類
」
と
、
是

非
、
ご
緩
和
下
さ
る
よ
う
陳

-ー・. ... .圃.

で
風
営
に
な
っ
て
か
え
っ
て

よ
く
な
る
こ
と
を
望
む
」
と

述
べ
た
。

次
に
大
阪
レ
ジ
ャ
ー
機
器

棚
理
事
長
で
も
あ
る
峯
久
氏

が
「
昨
年
は
新
風
営
法
で
荒

れ
に
荒
れ
た
。
今
年
も
多
難

が
予
想
さ
れ
る
が
、
業
界
の

一
致
団
結
以
外
に
乗
り
切
る

J". 
NAO近畿三支部合間域新春互礼会。にて、 (上の写真左から) N 

AO・高:lliJ会長、大阪AMOP協・梅原会長、 大レ協 ・峯狸事長
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事
務
所
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る
こ
と
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。
の
で
、
問
機
般
の
倹
査
機
準

な
お
価
格
は

一
本
四
千
五
の
作
成
は
機
認
・
申
請
を
必
要

百
円
に
設
定
さ
れ
、

一
本
当
と
す
る
も
の
の
み
に
適
用
し

た
り
三
十
万
本
か
ら
四
十
万
た
い
と
す
る
も
の
。
こ
れ
に

本
の
発
売
が
予
定
さ
れ
て
い
つ
い
て
検
討
し
た
結
来
、
同

る
。

委
員
会
の
報
告
事
項
は
了
，

m

さ
れ
た
が
、
倹
脊
綴
準
の
作

成
の
中
に

「
地
表
前
を
走
行

し
て
い
る
も
の
は
対
象
と
し

て
い
な
い
」
と
い
う
文
を
必

ず
掃
入
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
ほ
か
第
二
十
二
回
A

4人プレイのクレーン機

ロボット・アームを操作

パプ、ルシステムの第 1弾

2速射ミサイルで空中戦

2人が同時にプレイして

16種の敵浮遊要塞を破壊

トフォーJレII

秘宝を求めて地下洞窟へ

不思議な迷宮の謎に挑戦

ピッ

タ
ー
よ
り
日
中
技
術
交
流
派

遣
団
に
関
す
る
協
力
要
請
を

受
け
て
い
る
こ
と
、
建
設
防

災
推
進
協
議
会
よ
り
「
建
設

防
災
週
間
」
に
闘
す
る
参
加

戸袋
詰
を
受
け
て
い
る
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。
さ
ら
に

新
風
営
法
に
関
す
る
施
行
令

な
ど
に
つ
い
て
経
過
報
告
な

ど
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
動
J

川
を
注

目
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

M
シ
ョ
ー

の
経
過
お

よ
び
結
果

が
報
告
さ

れ
た
。
な

お
同
シ
ョ

ー
の
決
算

お
よ
び
剰

余
金
に
つ

い
て
は
次

回
理
事
会

で
鰍
告
さ

れ
る
こ
と

に
な
っ
て

いヲ匂
。

ま
た
日

本
昇
降
機

安
全
セ
ン

• 
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西日本は条例制限なし

法による制限で日出時一午前O時

東日本に集中、

10 

こ
れ
ら
の
基
準
に
従

っ
て

四
十
七
の
都
道
府
県
の
う
ち

「
新
風
営
法
」

下
の
営
業
時
間
制
限

⑩ • 
. 圃・・・・

の

新
風
営
法
の
施
行
目
前
に
、

日
本
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン
工
業
協
会

(
中
村
雅

哉
会
長
、

J
A
M
M
A
)
、

日
本
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(内
間
開

会
長
、
N
A
O
)
、
全
日
本

遊
闘
地
設
協
会

(
山
凶
三
郎

会
長
、

J
A
P
E
A
)
の
三

協
会
主
催
に
よ
る

「新
年
名

刺
交
換
会
」
が

一
月
九
日
、

東
京

・
渋
谷
の
官
学
会
館
に

て
聞
か
れ
、

一二
協
会
の
会
員

約
百
六
十
名
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
の

J
A
M
M

A
 

E』P
 

A
 

au 
JAMMA NAO 

昭和60年新

約
四
十
都
府
県
で
は

「
風
俗
な
ど
五
県
で
あ
り
、
岩
手
県
、

営
業
の
営
業
時
閉
め
制
限
」
富
山
県
、
石
川
県
で
は
早
朝

か
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し

か

時

間
の
制
限
の
み
を
、
青
森

し
な
が
ら
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
県
、
千
葉
県
で
は
早
朝
営
業

パ
チ
ン
コ
庖
な
ど
の

「
七
回
す

の
ほ
か
午
後
十
一

時
以
降
の

営
業
」
の
時
間
制
限
に
つ
い

営
業
を
制
限
し
て
い

る
。
ま

て
の
み
定
め
て
い
る
も
の
で
た
@
の
「
住
居
集
合
地
域
」

あ
り
、
「
八
号
営
業
」
に
闘

と

そ

の

他
の
地
域
に
区
分
し

し
て
そ
の
営
業
時
聞
の
制
限
て
そ
れ
ぞ
れ
制
限
時
間
を
定

を
定
め
て
い
る
の
は
育
必
県
め
て
い
る
の
は
秋
出
県
と
東

な
ど
十
都
県
と
な
っ
て
い
る
。
京
都
で
あ
る
。
ま
た
宮
城
県
、

な
お
こ
れ
ら
は
L

す
べ
て
東
日
福
井
県
で
は

「
住
居
集
合
地

本
に
集
中
し
て
お
り
、
西
日

域

」
と
「
近
隣
商
業
地
域
」

本
に
お
い
て
は
条
例
に
よ
る
に
区
分
し
て
制
限
時
間
を
定

「
八
号
営
業
」
の
時
間
制

限

め

て
い
る
。
な
お
「
住
居
築

は
ま
っ
た
く
定
め
ら
れ
て
い
合
地
域
」
以
外
の
地
域
に
お

な
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。

け
る
「
八
号
営
業
」

の
制
限

ま
た
こ
れ
ら
十
都
県
で
も
に
関
し
て
は
、
宮
城
県
で
は

寸
八
号
営
業
」

の
時
間
制
限
早
朝
時
間
の
営
業
と
午
後
十

の
区
分
方
法
は
条
例
に
よ
り

一
時
以
後
の
営
業
を
制
限
し

さ
ま
ざ
ま
と
な
っ
て

い
る
。

て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
三
都

制
限
の
方
法
と
し
て
は
③
「
住
県
で
は
早
朝
営
業
に
つ
い
て

居
集
合
地
域
」

の
み
に
限
つ
の
み
時
間
制
限
を
定
め
て
い

て
制
限
時
間
を
定
め
て
い
る
る
。
さ
ら
に
の

の
県
下

一
律

も
の
、

@
施
行
令
の
基
準
に
に
営
業
時
聞
を
制
限
し
て
い

従

っ
て
「
住
肘
集
合
地
域
」

る
の
は
愛
知
県
の
み
で
あ
り
、

と
そ
の
他
の
地
域
に
区
分
し
岡
県
で
は
「
白
出
時
か
ら
午

て
そ
れ
ぞ
れ
制
限
時
間
を
定

前
九
時
ま
で
の
時
間
」
は
営

め
て
い
る
も
の
、
の
施
行
令
業
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。

の
区
分
に
関
わ
ら
ず
県
下

一

な
お
早
朝
の
営
業
時
間
を

律
に
制
限
時
聞
を
定
め
て
い
制
限
し
て
い
る
条
例
に
闘
し

る
も
の
、
な
ど
に
大
き
く
分
て
は
、
早
朝
の
時
間
指
定
も

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ま
ざ
ま
で
青
森
県
で
は

「
午

ま
ず
③

の
「
住
居
集
合
地
前
八
時
半
」
、
岩
手
県
な
ど

城
」

の
み
に
限
っ
て

「
八
号
六
県
で
は
「
午
前
九
時
」

、

営
業
」
の
営
業
時
間
の
制
限
東
京
都
な
ど
三
都
県
で
は
「
午

を
定
め
て
い
る
の
は
背
森
県
、
前
十
時
」
と
な
っ
て
い
る
。

「
特
例
の
日
」
は
全
条
例
さ
ま
ざ
ま

そ
の
場
合
は
午
前
一
時
が
最
も
多
い

ま
た
法
第
十
三
条
第

一一
現

に
恭
づ

い
て

「
特
別
の
事
情

の
あ
る
日
の
営
業
時
間
の
特

例
」
に
つ
い
て
条
例
で
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て

お
り
、
全
都
道
府
県
に
お
い

て

「
特
例
の
日
」
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て

は
各
条
例
に
よ
り
す
べ
て
異

な

っ
て
い
る
が
、
基
本
的
に

は
年
来
年
始
、
金
、
そ
の
他

祭
礼

の
日
が
含
ま
れ
る
と
さ

⑩ • 

そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
表
明

A
定
時
総
会

(二
月

)
で
、

新
年
の
挨
後
回
リ
に
代
わ
る

三
協
会
合
同
の
名
刺
交
換
会

を
聞
く
こ
と
が
了
玖
き
れ
、

今
回
J
A
M
M
A
の
呼
び
か

け
に
よ

っ
て
笑
地
さ
れ
た
も

の
で
、
四
年
前
に
三
協
会
が

設
立
さ
れ
て
以
米
初
め
て
の

合
同
名
刺
交
険
会
と
な
っ
た
。

J
A
M
M
A
の
円
南
香
専

務
埋
阜
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、

同
頭
、
三
協
会
の
会
長
が
そ

れ
ぞ
れ
挨
紗
を
行
な

っ
た
が

新
風
営
法
地
行
を
疑
え
た
時

期
だ
け
に
、
谷
会
長
の
後
M
V

の
内
谷
は
い
ず
れ
も
風
営
問

題
が
中
心
と
な
っ

た
。

ま
ず

中
村
J
A
M
M
A
会
長
は

「
今

年
は
今
ま
で
と
違

っ
た
気
の

重
い
新
年
だ
。
新
風
営
法
は

成
立
し
た
が
、
現
伝
な
お
参

院
小
委
員
会

で
国
家
公
安
委

員
会
焼
則
に
つ
い
て
討
論
中

で
あ
り
、
私
ど
も
も
議
員
先

生
方
を
過
し
て
、
せ
め
て
射

キ
性
の
な
い
機
械
は
八
号
営

業
外
と
し
て
区
別
し
て
ほ
し

い
と
い
う
活
動
を
続
け
て
い

れ
て
お
り
、
長
崎
県
で
は
「
盆

(
八
月
十
三
日
か
ら
同
月
十

五
日
ま
で
の
日
)
、
年
末
年

始

(
十
二
月
二
十
四
日
か
ら

盟
年
の

一
月
七
日
ま
で
の
日
)、

長
崎
県
公
安
委
員
会
規
則
で

定
め
る
祭
礼
等
の
日
」
の
明

日
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ

う
に
ほ
と
ん
ど
の
府
県
で
は

年
来
年
始
、
盆
な
ど
に
つ
い

て
具
体
的
な
期
日
を
定
め
て

い
る
が
、
そ
の
期
間
も
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
年
来
年
始
で

最
も
短
か
い
と
さ
れ
て
い
る

の
は
山
形
県
、
福
島
県
で
「
一

月

一
目
、
十
二
月
二
十
五
日
」

の
二

B
聞
の
み
で
、
最
も
長

い
と
さ
れ
て
い
る
の
は
静
岡

県
で
「
十
二
月

一
日
か
ら
笠

年
の
一
月
八
日
ま
で
の
日
」

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
盆
の

期
間
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま

と
な
っ
て

い
る
が
、
お
お
む

ね
八
月
十
四
日
か
ら
三
日
間

と
す
る
も
の
が
多
い

よ
う
だ
。

こ
の
ほ
か
変
わ
っ
た
と
こ
ろ

で
は
、
熊
本
県
で
「
七
月
十

四
日
か
ら
七
月
十
六
日
ま
で

の
臼
」
を

「
特
例
の
日
」
と

し
て
定
め
て
い
る
。

ま
た
東
京
都
な
ど
い
く
つ

か
の
都
道
府
県
で
は

「
年
末

年
始
、
大
規
模
な
祭
礼
が
行

わ
れ
る
日
等
と
し
て
規
定
で

定
め
る
日
」
と
し
て
す
べ
て

規
則
に
委
ね
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
な
お
ほ
と
ん
ど
の

条
例
で
は
特
例
の
日
に
関
し

て
「
胤
則
で
定
め
る
日
」
が

含
ま
れ
て
い
る
が
、
崎
主
一関川

な
ど
で
は
特
例
の
自
の
み
を

規
則
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
新
潟
県
な
ど
で
は

「
地
域
を
定
め
て
」
規
則
で

特
例
の
日
を
定
め
る
こ
と
に

な
っ
て

い
る
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
特
例
の
日

に
お
け
る
営
業
時
聞
の
延
長

に
つ
い
て
は
、
金
一
都
道
府
県

で
午
前

一
時
ま
で
営
業
で
さ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

三
重
県
で
は
一
月

一
日
に
限

つ
て
は

「
日
出
時
」
と
し
て

お
り
、
さ
ら
に
岐
阜
県
で
は

「
規
制
で
地
域
を
限

っ
て
定

め
る
日
」
に
つ
い
て
は
規
則

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

な
お

「
特
別
の
事
情
の
あ

る
日
の
営
業
時
聞
の
特
例
」

に
つ
い
て
は
、
現
行
法
に
比

べ
運
用
の
十刀
法
が
明
維
に
さ

れ
て
い
な
い
と
す
る
向
き
も

あ
る
。
現
行
法
に
お
い
て
は

現
行
法
の
凶犯
行
粂
例
の
法
準

第
二
ト
八
条
で
「
営
業
時
間
の

• 

る
。
こ
れ
は
正
義
の
戦
い
だ
。

く

(
八
号
対
象
の
)
撤
廃
辺

自
分
た
ち
の
息
子
や
係
た
ち
動
を
展
開
す
べ
き
だ
と
考
、え

に
素
晴
し
い
仕
事
だ
と
誇
り
る
。
そ
の
た
め
に
も

H

全
国

を
も

っ
て
諮
り
、
ま
た

引

継

連

合

会
u

を
早
く
作
り
対
処

い
で
も
ら
え
る
よ
う
な
業
界
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」

に
す
る
た
め
に
さ
ら
に
努
力
と
朕
拶
。
ま
た
山
悶
J
A
P

を
す
る
つ
も
り
だ
」
と
語

っ

E

A
会
長
は

「
今
年
の
業
界

た
。
次
に
内
田

N
A
O
会
長

は

新
風
営
法
と
い
う
難
局
に

は
「
A

M
機
は
先
端
技
術
を

直
面
し
た
試
練
の
年
だ
。

レ

駆
使
し
教
育
的
、
祉
会
的

に

ジ

ャ
ー
産
業
と
い
う
大
き
な

も
只
献
し
て
い
る
も
の
だ
が
、
意
味
で
は
運
命
共
同
体
で
あ

こ
れ
が
新
風
営
法
に
取
り
込

る

当
業
界
が
力
を
合
わ
せ
、

ま
れ
る
こ
と
に
ま
だ
疑
念
を

払

い
去
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

し
か
し
法
律
と
し
て
制
定
さ

れ
た
以
上
は
、}
れ
を
遵
守
す

る
以
外
に
な
い
。
そ
し
て
健

全
な
業
界
と
し
て
の
笑
絞
を

積
み
重
ね
て
二
、
三
年
後
に

は
こ

の
不
名
誉
を
返
上
す
べ

写
真
は
三
協
会
初
の
「
新
年
名
刺
交

換
会
」
に
て
、
上
は
援
手
す
る
内
田

氏
(
左
)
と
中
村
氏
、
左
側
は
挨
拶

す
る
山
悶
民
(
左
)
、
中
西
氏
(
右
)

_.... 司.

会
活
動
報
告
が
犬
伏
康
夫
理

事
よ
り
な
さ
れ
た
。
続
い
て

会
則
の
変
更
に
つ
い
て
審
議

が
行
な
わ
れ
、
①
同
協
会
の

目
的
に
「
健
全
な
風
俗
め
維

持
と
青
少
年
の
保
護
育
成
」

て
、
新
風
営
法
お
よ
び
岡
県
を
盛
り
込
む
こ
と
、
②
入
会

施
行
条
例
の
説
明
会
を
関
い
に
は
進
法
営
業
に
努
め
る
旨

た
。

の
誓
約
書
を
提
出
す
る
こ
と、

臨
時
総
会
で
は
政
会
長
の
③
誓
約
書
に
違
反
し
た
場
合

挨
拶
、
新
会
員
の
紹
介
か
行

は
除
名
で
さ
る
こ
と
な
ど
が

な
わ
れ
た
後
、
政
会
長
か
議
決
め
ら
れ
た
。

長
と
な
り
議
本
を
進
行
し
た
。

こ
の
ほ
か
新
風
営
法
問
題

ま
ず
前
固
め
総
会
以
後
の
協
に
付
随
し
て
、
営
業
時
間
制

鹿
児
島
県
協
が
臨
時
総
会
聞
き

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
新
風
営
法
で
は
、

法
第
十
三
条
第
一
項
で
「
午

前
零
時
か
ら
日
山
山
崎
ま
で
の

時
間
に
お
い
て
は
、
そ
の
営

業
を
営
ん
で
は
な
ら
な

い
」

と
さ
れ
、
現
行
法
に
比
べ
夜

間
の
営
業
時
聞
が
一
時
間
延

長
で
さ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
同
項
で
は
、

「
都

道
府
県
が
習
俗
的
行
事
そ
の

他
特
別
な
事
情
の
あ
る
日
と

し
て
条
例
で
定
め
る
日
」
に

は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

条
例
で
夜
間
の
営
業
時
間
を

延
長
で
き
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
都
道
府
県

に
お
い
て
と
く
に
必
要
が
あ

る
場
合
に
は
法
第
十
三
条
第

二
項
に
法
づ
き
、
施
行
政
令

(施
行
令
)
第
八
条
の
法
第

に
従
っ
て
、
条
例
で
地
械
を

定
め
て
「
制
限
時
間
」
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

な

っ
て
い
る
。

全
国
四
十
七
都
道
府
県
の
施
行
令
第
八
条
で
は
、
「
風

新
風
営
法
施
行
条
例
に
閑
し
、
俗
営
業
の
営
業
時
間
の
制
限

前
回
は
「
八
号
営
業
」
の

「
営

に

関

す

る

条
例
の
北
準
」
に

業
制
限
地
城
」
に
つ
い
て
の
つ
い
て
、
地
域
お
よ
び
風
俗

み
取
り
上
げ
た
が
、
今
回
は
営
業
の
磁
矧
ご
と
に
制
限
時

「
営
業
時
間
の
制
限
」
を
中
聞
を
指
定
し
て
行
う
こ
と
と

心
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
地
域
に
附
し
て

す
る
。
な
お
「
制
限
地
域
」
は
、
①
「
住
肘
集
合
地
域
」
、

に
関
し
て
は
、
二
月
十
三
日
②
そ
の
他
の
地
械
の
う
ち
、

の
法
施
行
時
に
お
い
て
す
て
住
宅
地
域
で
早
朝
に
お
け
る

に
営
業
し
て
い
る
「
八
号
営
風
俗
潔
境
の
保
全
に
つ
い
て

業
」
に
は
経
過
措
置
と
し
て

と
く
に
配
慮
を
必
裂
と
す
る

三
ヵ
月
間
は
許
一叫
に
係
わ
る
地
域
に
つ
い
て
指
'冠
す
る
と

営
業
場
所
の
規
制
は
適
用
を
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
指

受
け
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
定
す
る
地
域
に
お
け
る
営
業

「
制
限
時
間
」
な
ど
に
つ
い
町
禁
止
時
聞
の
指
定
に
関
し
て

て
は
法
施
行
日
よ
り
規
制
さ

は

、
①

の
地
城
で
は

「
日
出

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
各
時
か
ら
午
前
十
時
ま
で
及
び

地
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
と
く
午
後
十

一
時
か
ら
望
日
の
午

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

前
零
時
ま
で
の
時
間
」
、
②

「
風
俗
営
業
の
営
業
時
聞
の
地
域
で
は

「
日
出
時
か
ら

の
制
限
」
に
関
し
て
は
、
現

午

前

寸
時
ま
で
の
時
間
」
に

行
法
で
は
各
都
道
府
県
の
施
お
い
て
行
な
う
と
さ
れ
て
い

行
条
例
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
る
。

営
業
時
間
は
お
お
む
ね
午
前

十
時
か
ら
午
後
十
一
時
ま
で

岡
田
、

県
警
招
き
新
風
営
法
説
明
会

鹿
児
島
県
健
全
娯
楽
業
協

会

(
事
務
局
鹿
児
島
市
、
政

須
美
夫
会
長
、
会
員
数
二
十

七
社
)
で
は
十
二
月
二
十
一

日
、
鹿
児
島
市
内
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
ニ
ュ

l
カ
ゴ

シ
マ
に
て
臨
時
総
会
と
鹿
児

島
県
警
よ
り
初
当
官
を
招
い

限
に
伴
な
う
売
り
上
げ
低
下

を
防
ぐ
た
め

T

V
ゲ

i
ム
機

な
ど
の
料
金
を
百
円
に
統
一

し
た
ら
ど
う
か
と
す
る
立
見

が
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
次
固
め
総
会

(
二
月

上
旬
に
予
定
)
で
審
議
す
る

こ
と
に
な
っ

た
。

続
い
て
「行
な
わ
れ
た
説
明

会
に
は
鹿
児
島
県
笹
察
本
部

防
犯
少
年
課
の
宮
回
稔
課
長

と
戸
高
築
資
係
長
が
出
席
し

た
。
新
風
営
法
と
同
県
施
行

条
例
な
ど
に
つ
い
て
{
呂
田
課

オペレーター@パートナー
1人よDも2人@カで

業務内容…

・ゲームコーナーの共同経営

・ゲームマシンの長期割賦販売

・長期資金治資

ケイ・アミューズメントリース言語
東京(425)8102 大阪(365)8879

レ
ジ

ャ
ー
産
業
の
繁
栄
と
、

同
民
の
心
に
潤
い
を
与
、
え
る

こ
と
に
つ
い
て
縫
か
な
側
値

感
と
社
会
的
な
誇
り
を
持
ち、

自
ら
秩
序
を
維
持
し
て
本
来

の
自
的
を
達
成
せ
ね
ば
な
ら

な

い
。

J
A

P
E
A
も
こ

の

難
局
に
協
力
態
勢
を
整
え
て

い
き
た

い
」
と
述

べ
た
。

こ
の
あ
と
東
京
都
ア
ミ

ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
協
会

の
中
西
昭
雄
会

長
が

「
今
年
は
正
念
場
と
な

ろ
う
。
皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を

長
が
説
明
、
こ

の
後
こ
れ
ら

に
関
す
る
質
疑
応
答
が
行
な

わ
れ
た
。

な
お
同
協
会
に
よ
る
と
十

二
月
二
十

一
日
の
説
明
会
で

明
確
で
な
か
っ
た
事
項
な
ど

も
含
め
、
新
風
営
法
に
閲
す

る
質
問
事
項
を
ま
と
め
る
た

め
二
月
に
総
会
を
開
く
予
定

と
の
こ
と
。
ま
た
次
回
総
会

の
後
で
再
度
県
轡
の
相
当
官

を
招

い
て
新
風
営
法
に
関
す

る
説
明
会
を
開
き
た

い
、
と

し
て
い
る
。

制
限
」
が
定
め
ら
れ
て
お
り、

そ
れ
に
よ
る
と

「
特
別
の
感

情
が
あ
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め

公
安
委
員
会
の
糸
認
を
受
け

た
場
合
』
は
営
業
・
時
間
の
延

長
が
で
き
る
と
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
現
行
法
で
は
営

業
時
聞
の
延
長
に
は
公
安
委

員
会
の
「
ゑ
認
」
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
が
、
各
都
道
府

県
の
施
行
条
例
で
は
特
例
の

日
の
常
業
時
間
の
延
長
に
は

公
安
委
員
会
の

「
泳
認
」
が

必
要
な
の
か
ど
う
か
、
そ
れ

と
も
特
例
の
日
で
は
自
動
的

に
延
長
常
業
が
で
き
る
の
か

ど
う
か
な
ど
明
快
な
解
釈
が

待
た
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
「
風
俗
営
業
に

係
る
駁
音
放
び
振
動
の
規
則
」

に
つ
い
て
は
、
法
第
十
五
条

に
基
づ

い
て
施
行
令
第
九
条

の
処
準
に
従
っ
て
条
例
で
定

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

「
騒
音
の
規
制
」
に
附
し

て
は
地
行
令
で
は
基
本
的
に

地
域
を
区
-分
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
昼
間
、
夜
間
、

深
夜
に
お
け
る
法
準
と
な
る

数
値
が
不
さ
れ
て
い
る
。
な

お
地
域
に
つ
い
て
は
お
お
む

ね
住
居
集
合
地
娘
、
商
業
地

域
、
そ
の
他
に
分
け
ら
れ
て

い
る
。

ま
た
昼
間
と
は

「
H

出
時
か
ら
日
没
時
ま
で
の
時

間
」
、
夜
間
は
「
日
没
時
か

ら
盟
臼
の
午
前
零
時
ま
で
の

時
間
」
、
深
放
は

「午
前
零
時

か
ら
日
出
時
ま
で
の
時
間
」

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の

基
準
に
従
っ
て
す
べ
て
の
条

例
で
駁
背
に
係
る
数
値
が
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
奈
良
県

の
よ
う
に
多
少
規
則
を
厳
し

く
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
大
部
分
は
施
行
令
並
み

に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
二
「
r
民

b
hリ
H
凡

uリ

ゴ
d

f

f
重
グ
l
?
A
H」

l

関
し
て
は
地
行
令
で
五
十
五

デ
シ
ベ
ル
と
さ
れ
て
お
り
、

崎
一点
県
だ
け
が
.
ム
十
デ
シ
ベ

ル
で
、
そ
の
ほ
か
は
ム

1
4

デ
シ
ベ
ル
に
さ
れ
て
い

る
。

祈
る
」
と
述
べ
て
力
強
く
乾

杯
の
音
頭
を
と

っ
て
祝
宴
に

入

っ
た
。
そ
し
て
大
阪
府
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
の
家
久
副

会
長
が
、
業
界
発
展
を
祈
念

し
て
中
締
め
を
行
な
い
、
宴

は
終
始
な
ご
や
か
に
進
め
ら

れ
た
。特

許
・
実
用
新
案

出
願
公
告
・
公
開

(
1
月
刊

1
η
日
)

特
許
庁
に
出
願
さ
れ
た
特

許
お
よ
び
実
用
新
案
の
公
管

な

い
し
公
閉
め
最
新
分
で
、

A

M
業
界
閥
述
の
も
の
は
次

の
と
お
り
。
記
事
内
容
は
、

公
告
/
公
聞
の
日
付
、
発
明

/
考
案
の
名
称
、
出
願
人
、

公
告
/
公
開
番
号
、
出
願
番

号
の
順
に
掲
載
。
な
お
⑮

は

審
公
請
求
の
あ
っ
た
も
の
を

不
し
て
い
る
。
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
は
、
各
地
の
発

明
協
会
な
ど
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

特
許
出
願
公
開

一
月
十
六
日
付

1
「
ゲ
ー

ム
ロ
ボ

ッ
ト
遊
戯
装
置
」

、

鮒
タ
イ
ト

l
(
東
京
)
、
公

開
7
8
8
3
、
日
|
1

1
5

今

a
n百
円

6

。

一
月
二
十
二
日
付
H
H

「
電

動
型

ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
」
、

側
エ
ル

・
ア
イ

・
シ

1

(
大

阪
)
、

公
開
l
2
0
8
5
⑮
、

日
1

1
1

9
9

3

2
0

「ビ

デ
オ
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
装
置
を

具
備
し
た
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
マ

シ
ン
」
、
側
タ
イ
ト
|

(
東

京
)
、
公
開
1
2
0
8
6
、

日
|
1
1
8
1
9
8
。

実
用
新
案
出
願
公
開

一
月
十
九
日
付
H
H

「ゲ
ー

ム
機
」
、
側
テ
|
カ
ン

(
東

京
)
、

公
開
7
8
7
4
、
日

1
l

Q
d
n
δ
R
V
A
U
必
後
。
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(
あ
と
二
十
地
区
は
未
定
)

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
梅
原
会
長

か
ら

「
地
区
委
員
委
嘱
状
」

が
手
渡
さ
れ
た
。

官
頭
挨
拶
に
立
っ
た
梅
原

会
長
は

「当
協
会
が
発
足
し

て
は
や
二
ヵ
月
経
て
、
会
員

数
も
二
百
六
十
数
社
に
増
、
ぇ

日
本

一
の
組
織
率
と
な
っ
て

い
る
。
今
年
は
大
変
な
年
と

な
ろ
う
が
、
こ
れ
を
輝
か
し

い
も
の
に
塗
り
か
、
え
て
い
く

た
め
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
多
く
あ
る
。
こ
れ
を
み

ん
な
で
進
め
て
い
き
、
文
化

の
担
い
手
と
し
て
業
界
を
知

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て

4-

( 6 ) 

の
大
き
な
団
体
に
成
長
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
議
員
諸
先

生
方
、
関
係
各
位
の
協
力
の

た
ま
も
の
」
と
語
っ
た
。

来
賓
の
挨
拶
は
宴
に
入
っ

て
か
ら
行
な
わ
れ
、
ま
ず
矢

追
秀
彦
・衆
議
院
議
員
が
「
先

端
技
術
を
駆
使
す
る
業
界
の

さ
ら
な
る
発
展
を
望
む
」
と

祝
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
同
協

会
の
顧
問
と
も
な
っ
て
い

る

大
久
保
幸
義
氏
、
間
島
尚
治

氏
、
八
木
ひ
ろ
し
氏
の
各
府

会
議
員
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
挨
妙

が
あ

っ
た
。
ま
た
福
岡
県
健

会
娯
楽
業
協
会
の
児
五
続
男

会
長
も
出
席
し
挨
拶
を
行
な

い
、
児
卓
会
長
は
「
当
協
会

も
O
A
O
に
協
力
し
て
い
き

た
い
」
と
語
り
、
こ
の
催
し

に
花
を
添
え
た
。

「
地
区
委
員
会
委
嘱
状
』
(峯
氏
の
分
)

が

手塚商会
〒663兵庫県西宮市高松町16-15 T E L 0798-66-0811(代)
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警
察
署
単
位
の
地
区
委
員
に
対
し
委
嘱
式
も

第三役草f

大
阪
府
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
係
者
を
招
い
た
「
新
春
互
礼

ト
マ
シ
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
」
を
聞
き
、
こ
れ
に
同
協

会
(
梅
原
翁
三
会
長
、
略
称
会
の
会
員
ら
約
百
八
十
名
が

O
A
O
)
で
は

一
月
十
一
日
、
参
加
し
た
。

大
阪
の
東
洋
ホ
テ
ル
に
て
闘
同
互
礼
会
は
段
為
帯
副
会

官民
の
司
会
に
よ
っ
て
進
め
ら

れ
、
会
長
と
来
賓
の
挨
拶
の

ほ
か

H

地
区
委
員
委
嘱
式
H

が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
地
区

委
員
は
府
下
の
各
管
察
署
管

轄
の
地
区
(
全
部
で
五
十
九

あ
る
)
ご
と
に
一
名
ず
つ
配

置
さ
れ
、
そ
の
地
区
を
担
当

す
る
も
の
で
、
推
薦
に
よ
り

会
長
が
委
嘱
。
現
庇
委
嘱
さ

れ
た
地
区
委
員
は
三
十
九
名

「舗

~ J~.J 

j 

コ

い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
は

一
人
一
人
の
会
員
の
活
動
が

求
め
ら
れ
る
と
思
う
。
そ
の

意
味
で
も
地
区
委
員
を
委
嘱

し
、
よ
り
地
域
に
後
着
し
た

業
界
に
し
て
い
き
た
い
」
と

諮
問
っ
た
。
乾
杯
の
音
頭
は
家

久
副
会
長
が
行
な
い

、
同
副

会
長
は
「
O
A
O
も
会
国

一

八木ひろ し氏

‘ 

" 
ドラコンパスター

新発売

PC8キット価格

148，000円

li3I' 

cA.'16 
・~ :1

OAO新春互礼会にて、上の写真は「委犠状Jを手渡す梅原会長(右)

田島尚治氏

除
名
を
め
ぐ
る
訴
訟
で

J
A
M
M
A
、

ゲームマシン

私たちはギャンブル機やコピー機のない、

大久保幸獲氏

ノ

健全なAM業界をめざしていま す。

同
社
は

T
V
ポ
ー
カ
ー
機
で
遺
憾
の
意

、

日
本
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン
工
業
協
会

(
J
A
M

M

A
)
は
、
糊
ボ
ナ
ン
ザ

・

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ズ

(本

社
機
浜
、
千
葉
和
海
社
長
)

と
の
聞
で
行
な
わ
れ
て
き
た

ボ
ナ
ン
ザ
の
除
名
処
分
を
め

ぐ
る
訴
訟
に
闘
し
て
十
二
月

二
十
一
日
付
で
法
廷
和
解
し

た
こ
と
を
、
こ
の
ほ
ど
明
ら

か
に
し
た
。

ボ
ナ
ン
ザ
は
、

T
V
ポ
ー

カ
ー
機
問
題
に
関
連
し
て
同

社
が
家
宅
被
紫
を
受
け
た
と

の
読
売
新
聞

(五
十
七
年
十

二
月

一
日
付
)
記
事
に
必
づ

き
、
五
十
八
年
二
月
十
二
日

付
で
J
A
M
M
A
か
ら
除
名

さ
れ
た
が
、
同
年
三
月
二
十

三
日
付
で
東
京
地
裁
に
民
事

訴
訟
を
提
起
、
同
社
が
J

A

M
M
A
会
員
で
あ
る
こ
と
の

確
認
を
求
め
る
に
至
っ

た
。

そ
の
後
同
社
と
J
A
M

M

A
は
裁
判
所
で
の
争
い
を
統

け
て
き
た
が
、
裁
判
所
か
ら

和
解
勧
告
が
度
重
な
り
、
つ

い
に
決
延
和
解
が
成
立
し
た

も
の
。
和
解
内
容
は
①
ボ
ナ

ン
ザ
は
同
社
製
ポ
ー
カ
ー
ゲ

ー
ム
機
で
J
A
M
M
A
に
迷

惑
を
与
え
た
こ
と
で

「遺
憾

の
意
を
表
明
す
る
」

、
②
J

A
M
M
A
は
ボ
ナ
ン
ザ
の
除

名
処
分
を
取
消
し
、
同
時
に

ボ
ナ
ン
ザ
は
同
協
会
を
「
自

主
退
会
す
る
」
が
、
ボ
ナ

ン

ザ
は
今
後
入
会
申
込
み
が
で

き
る
、
な
ど
六
項
目。

な
お

同
社
は
今
後
入
会
申
込
み
が

可
能
と
な
っ
た
が
、
必
ら
ず

し
も
入
会
が
認
め
ら
れ
る
わ

け
で
な
く
、
そ
の
た
め
両
者

間
に
お
い
て

「適
正
な
手
続

き
に
よ
る
」
場
合
入
会
を
認

め
る
旨
の

「念
書
」
が
同
時

に
取
交
さ
れ
て
い
る
。

J
A
M
M
A
が
除
名
し
た

三
社
は
、
今
回
の
和
解
に
よ

り
二
社
に
減
少
し
た
。

矢追秀彦氏

ドルアーガの港
好評発売申/
PC8キット価格

128，000円

神
戸
グ
リ
ー

ン
フ

ェ
ア
に
向
け
て

が
集
ま
っ
て
九
月
二
十
五
日
、

大
阪

・
締
聞
の
、
グ
ラ
ン
ド
ピ

ル
に
て
第

一
回
参
加
者
合
同

会
識
を
開
き
、
共
同
企
業
体

と
し
て
同
ラ
ン
ド
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。
ま

た
十
月
十

一
日
に
第
二
回
、

同
二
十
二
日
に
第
三
回
の
参

加
者
合
同
会
議
が
開
か
れ
て

い
る
。

と
く
に
第
三
固
め
会
議
で

「も
り

つ
子
ラ
ン
ド
実
行
委

員
会
」
を
設出
帆
す
る
こ
と
に

な
り
、
委
員
長
に
能
美
政
彦

氏

(
フ
ァ
ン
ハ
ウ
ス
)
を
選

出
し
た
ほ
か
三
名
の
実
行
委

員
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

三
精
輸
送

機
側
、
三
和
鉄
工
側
、
鮒
ジ

ェ
ィ

・
ア
ー
ル

・
イ
l
、
鮒

渋
川
商
庖
、
泉
陽
興
業
側
、

制
ト
l
ゴ
、
日
本
娯
楽
機
側
、

制
フ
ァ
ン
ハ
ウ
ス
、

真
砂
ゴ

ン
ド
笑
行
委
員
会
」
が
設
械

業
側
、
ミ
ゼ
ッ

テ
ィ
工
業
側、

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
合
わ
せ
明
日田
特
殊
産
業
側
。

て
判
明
し
た
。

同
時
覧
会
の
遊
困
地
部
分

同
ラ
ン
ド
へ
の
参
加
業
者

。に
つ
い
て
は
さ
き
ほ
ど
J
A

は
次
の
十
七
社
で
あ
る
が
、

P
E
A
に
要
請
が
あ
り
、
こ

い
ず
れ
も
J
A
P
E
A

(
山

れ

を

受
け
て
同
協
会
が
窓

u

出
三
郎
会
長
)
会
員
。

と
な
り
、
同
協
会
の
会
員
に

朝

H
科
学
模
型
遊
間
側
、

参
加
の
呼
び
か
け
を
行
な
っ

制
大
阪
娯
楽
機
製
作
所
、
附
た

(本
紙
第
初
号
既
報
)。

大
阪
テ
ン
ト
、
加
藤
江
業
側
、
こ
の
結
栄
さ
き
ほ
ど
の
十
七

久
竹
娯
楽
側
、
附
小
古
ス
ポ

社
が
参
加
を
希
望
、
こ
れ
ら

たゆまぬ努力で正しいコースを

η
社
が
共
同
参
加

第254号

遊
園
地

「
も
り
つ
子
ラ
ン
ド
」

今
年
七
月
二
十
一
日
か
ら

神
戸
市
で
開
催
さ
れ
る

「
コ

ウ
ベ
グ
リ
ー
ン
エ
キ
ス
ポ
部
」

(神
戸
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア
実

行
委
員
会
主
催
)
の
遊
同
地

部
分
と
し
て

「も
り

つ
一ザ
ラ

ン
ド
」
が
設
置
さ
れ
る
が
、

こ
の
ほ
ど
そ
の
参
加
業
者
が

明
ら
か
に
な

っ
た
。
ま
た
こ

れ
ら
参
加
業
者
の
問
で
十
月

二
十
二
日
に

「も
り
つ
子
ラ

1985年2月15日

…Liid:ーl
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べ
設
立
が
遅
れ
た
が
、
今
後

は
結
束
し
て
新
風
営
法
施
行

の
運
用
商
な
ど
に
つ
い
て
行

政
と
折
衝
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
、
続
い
て
N
A
O
の

宮
原
常
務
が
新
風
営
法
の
施

行
に
伴
な
う
業
者
側
の
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

そ
し
て
八
尾
氏
が
議
長
に
推

薦
、
ゑ
認
さ
れ
、
議
長
に
な

っ
た
。

が
説
明
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
繍
明
彦
氏

(側
パ
ピ
ヨ
ン

)。

と
会
員
資
格
は
新
風
営
法
第
監
事

1
川
上
秀
雄
氏

(
ア

四
条
第

一
項
に
定
め
る

「
人
イ
レ
ム
鮒
)
、
山
口
敏
夫
氏

的
欠
絡
事
由
」
に
該
当
し
な
(
伺
ヤ
マ
グ
チ
)
。
な
お
問

い

「硬
貨
作
動
式
娯
楽
機
械
協
会
の
事
務
局
は
オ
ー
ケ
ー

に
関
連
す
る
営
業
者
、
販
売
興
産
鮒
(
京
都
市
下
京
区
烏

業
者
、
メ
ー
カ
ー
等
の
法
人
丸
通
七
条
下
ル
、
タ
ワ

l
ビ

も
し
く
は
個
人
」
と
さ
れ
て
ル
五
時
、
協
会
専
用
宮
O
七

い
る
。
入
会
金
は
正
会
員
が

五
|
三
四

一
1

一
九
七
七
)

五
万
円
、
賛
助
会
員
が
三
万
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

同
で
、
年
会
費
は
正
会

員

が

第

二
部
で
は
同
協
会
の
役

三
万
円
、
賛
助
会
員
が
一
万
員
協
介
が
行
な
わ
れ
た
後
、

同
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
同
府
議
会
の
鈴
木
源
太
郎
議
員
、

協
会
の
活
動
は
京
都
府
全
域
府
答
本
部
防
犯
課
の
山
田
修

だ
が
、
滋
賀
県
に
お
い
て
業
課
長
補
佐
、
府
青
少
年
婦
人

者
団
体
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
採
の
山
地
康
二
係
長
、
制
京

は
こ
れ
を
含
む
も
の
と
さ
れ
都
府
青
少
年
育
成
協
会
の
楽

て
い
る
。
ま
た
役
員
選
出
に
栖
幸
雄
常
務
理
事
が
そ
れ
ぞ

つ
い
て
は
議
長
一
任
と
な
り
、
れ
来
ひ
ん
挨
拶
を
行
な
い
、

八
尾
議
長
が
十
名
の
理
事
と
と
く
に
京
都
府
替
の
山
田
氏

二
名
の
監
事
を
推
薦
、
異
議
は
新
風
営
法
お
よ
び
施
行
条

な
く
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
後
例
に
つ
い
て
の
概
略
的
な
説

す
ぐ
に
役
員
会
が
聞
か
れ
、
明
を
合
わ
せ
て
行
な

っ
た
。

同
協
会
の
役
員
は
次
の
と
お
ま
た
業
者
側
か
ら
も
大
阪
府

り
と
な

っ
た
。

ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン

会
長
H
八
尾
姦
宥
氏
、
副
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
の
挙
久

会
長

l
岡
図
稔
氏
、
五
村
勝
副
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
た
。

美
氏
。
理
事

1
名

久

井

俊

男

第

三
部
で
は
新
風
営
法
お

氏

(タ
イ
コ

i
物
産
鮒
)
、
よ
び
施
行
条
例
な
ど
に
関
し

吉
田
勲
氏

(
日
本
科
学
遊

園

て

、
京
都
府
警
の
山
田
氏
に

鮒
)
、
塚
本
勝
彦
氏

(鮒
タ
対
す
る
質
疑
応
答
が
行
な
わ

イ
ト

|
・関
西
第
二
地
方
部
)、
れ
た
。
こ
の
な
か
で
同
氏
は

杉
原
英
治
氏

(
セ
ガ
社

・
京

「
八
号
営
業
」
に
関
す
る
眉

都
営
業
所
)
、
吉
岡
和
晃
氏
舗
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に

(鮒
ナ
ム
コ

・京
都
事
務
所
)、
な
い
新
し
い
見
解
を
示
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
「
ゲ
!
ム
機

と
フ
ロ
ア
面
積
の
比
率
が
碁

準
に
な
り
、
ゲ
ー
ム
機
の
投

影
面
積
を
三
倍
し
た
も
の
が
、

答
め
用
に
供
す
る
フ
ロ
ア
の

面
積
の
五
%
を
越
、え
な
い
庖

舗
に
つ
い
て
は
八
号
営
業
の

対
象
か
ら
当
面
除
外
さ
れ
る

予
定
だ
。
同
様
に
施
行
令
で

定
め
る
旅
館
な
ど
の
施
設
に

つ
い
て
は
、
外
部
か
ら
内
部

が
容
易
に
見
通
せ
る
も
の
の

ほ
か
、
そ
れ
以
外
の
も
の
で

も
客
の
用
に
供
す
る
フ
ロ
ア

の
面
積
に
対
す
る
比
率
が
一

O
%
未
満
の
庖
舗
に
つ
い
て

も
除
外
さ
れ
る
予
定
だ
」
と

説
明
し
た。

尽

-未来派志向のセレクター

・電子の自が瞬時にして

正貨を完壁に見分けます。

-
s . . . . 

1
月
幻
日
に
設
立
総
会
。
府
警
が
新
風
営
法
説
明
会

，z.〆!;
.， ，4~;. ' ・57a':...・，.
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第三純針H~物認可

十
九
白
に
セ
ガ
社
、
タ
イ
ト

|
、
ナ
ム
コ
を
含
め
た
十
七

社
が
集
ま
り
設
立
準
備
委
員

会
を
発
足
さ
せ
て
お
り
、
問

委
員
会
の
呼
び
か
け
で
今
回

の
設
立
総
会
を
附
い
た
も
の
。

設
立
総
会
は
三
部
で
構
成

d
H叶

さ
れ
、
孟
村
商
事
側
の
玉
村

勝
美
氏
が
司
会
と
な
っ
て
進

め
ら
れ
た
。
第

一
部
で
は
ま

ず
設
立
準
備
委
員
長
め
八
尾

鶏
宥
氏
(オ
ー
ケ
ー
興
産
鮒
)

が
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
説
明
同
協
会
の
定
款
に
つ
い
て

し
、
「
京
都
は
他
府
県
に
比
は
鮒
問
問
商
会
の
問
問
稔
氏

ゴお‘
~
11ョ一

寸

八尾11;宥会長

その他のコイン

￥100 

￥500 

U525 ~ 

京
都
府
下
の

A
M
機
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
業
者

が
集
ま
っ
て
一
月
二
十
一
日
、

京
都
駅
前
の
京
都
タ
ワ

l
ホ

テ
ル
に
て
「
京
都
府
健
全
娯

楽
業
協
会
」
の
設
立
総
会
を

開
き
、
こ
れ
に
J

ハ
十
七
社
が

出
席
、
同
協
会
は
正
式
に
発

足
し
た
。
ま
た
同
総
会
に
は

府
答
本
部
防
犯
課
の
担
当
宵

ン

に
よ
る
京
都
府
新
風
山
富
山
休
施

'一
行
条
例
な
ど
に
関
す
る
説
明

、〉一

い
か
あ
り
、
熱
心
な
質
疑
応
答

才
一

が
行
な
わ
れ
た
。

.、一

同
協
会
に
つ
い
て
は
N

A

i
一
O
京
都
府
支
部
(
岡
田
稔
支

一一
部
長
)
が
中
心
に
な
っ
て
設

九
一
立
準
備
を
進
め
て
き
た
と
き

ウ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
十
二
月

810-E 

- ・' 副
京都府健全娯楽業協会段立総会にて、 下は説明する京都府警の山田氏

810-E5 

810-E 

810-EO 

810-EF 

~ ll 
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び
金
融
界
の
ト
ッ
プ
と
対
談

を
行
な
っ
た
記
事
が
、
昨
年

秋
か
ら
二
つ
の
雑
誌
に
掲
載

さ
れ
た
。

鮒
ナ
ム
コ
(
本
社
東
京
)

の
中
村
社
長
が
教
育
界
お
よ

精
神
か
未
来
を
妬
く
H

と
い

う
見
出
し
が
付
け
ら
れ
、
産

業
発
展
、
高
齢
化
社
会
で
の

老
人
の
生
き
が
い

、
世
界
平

和
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題

の
基
本
に
遊
び
の
精
神
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
論
じ
て

い
る
。
ま
た
「
D
K
M
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
」
で
は
、

ま
ず
世
界
経
済
の
現
況
か
ら

話
を
進
め
、
次
に
日
本
経
済

は
成
熟
化
し
て
い
る
が
、
精

神
面
、
文
化
面
で
不
十
分
な

点
が
あ
る
と
し
、
今
後
は
粘
話
を
進
め

神
性
の
時
代
が
来
る
と
展
望
、
て
お
り
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
企
業
組
こ
の
考
、
ぇ

織
、
事
業
展
開
の
あ
り
方
を
方
に
は
福

…語
り
合
っ
て
締
め
く
く
っ
て

回、
学
長
も

い
る
。
こ
の
二
つ
の
対
談
で
羽
倉
頭
取

は
い
ず
れ
も
中
村
社
長
は
、

も
共
感
し

新
産
業
分
類
と
し
て
第
四
次
て
い
る
。

産
業
を
知
識
産
業
、
第
五
次

産
業
を
情
緒
産
業
と
す
る
同

社
長
の
持
論
を
展
開
し
、
、
」

う
い
う
分

類
の
中
か

ら
新
し
い

産
業
進
歩

の
手
が
か

り
が
発
見

で
き
る
の

で
は
な
い

か

と

い

う
こ
と
で

Mlll'併
網I.IM

.;(.I11t 
ft'1・1.

上の写真はDKMマネジメントレポー ト85年 1月号て句縄敏菌から

" • 昭 1"
利 1.

そ
の
ひ
と
つ
は
世
界
平
和

教
綬
ア
カ
デ
ミ
ー
発
行
の
月

刊
誌
(
昨
年
ま
で
は
季
刊
)

「
知
識
」
の
昨
年
秋
季
号
で
、

同
誌
で
は
か
ト

ッ
プ
対
談
、

当
代
両
成
功
者
に
よ
る
未
来

社
会
論
H

と
い
う
こ
と
で
筑

波
大
学
の
福
凹
信
之
学
長
と

対
談
。
も
う
ひ
と
つ
は
第

一

勧
銀
経
営
セ
ン
タ
ー
発
行
の

月
刊
誌
「

D
K
M
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
レ
ポ
ー
ト
」
一
月
号
で
、

。
昭
和
六
十
年
代
の
経
済
と

経
営
。
を
テ
ー
マ
に
第
一

勧

業
銀
行
の
羽
倉
信
也
頭
取
と

対
談
し
て
い
る
。

「
知
識
」
で
は

新しいサービス業分野として

を説明

-与

十
年
代
の
緩
済
と
経
営

-中村氏が各界権威に

F機械部をオールプラスチック製r

包復興往重量83を御霊~i重傷わり誠にありがとうござ
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砂
遊
び
の



つ
つ
あ
る
と
思
う
の
で
、

一
の
ほ
ど
発
表
し
た
。

致
団
結
し
互
い
に
協
力
し
合
こ
れ
は
同
社
が
同
社
製
品

大

阪

レ

ジ

ャ

ー

機

器

胸

(

事

っ

て

い

き

た

い

」

と

述

べ

た

。
の
購
入
者
に
対
し
て
感
謝
の

務
局
大
阪
市
天
王
寺
区
、
峯

l
Il
l
1
1
l
i
-
-
|

気
持
ち
を
表
わ
す
と

い
う
岡
崎

久
理
事
長
)
で
は

一
月
三
日
、

カ

プ

コ

ン

、

謝

恩

セ

l
ル

の

抽

選

旨
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、

大
阪

-
誌

の

詰

に

て

一

、

，

F

，1
2

1

z
、F
L

昨
年
九
月
二
十
日
発
売
の

T

月
例
会
と
と
も
に
新
年
会
を

F
-
J
イ
2
糧
宗
主

vゲ

lad-」
以

開
い
た
。

』
，

E

4

6

唖司、、，
E
J

降
、
同
社
全
型
品
を
対
象
に

月
例
会
で
は
、
同
組
合
と

一
台
出
荷
す
る
ご
と
に
排
す

約

2
千
枚
の
サ
ー
ビ
ス
券
で
町
名
当
選

し

て

は

大

阪

府

ア

ミ

ュ

ー

ズ

付

き

の

「

潟

恩

版

必

サ

|
ビ

メ
ン
ト
?
ン
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
附
カ
プ
コ
ン
(本
社
大
阪
、
中
か
ら
抽
選
で
海
外
旅
行
や
ス
券
」
一

枚
を
添
付
、
そ
し

|
協
会

(
侮
版
制
三
会
民
、
比
上中
直
二一
社
H

ど
で
は
昨
年
泌
総
引
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
て
所
定
恨
項
を
記
入
の
う
え

O
A
O
)
に
今
後
会
副
的
協
秋
か
ら
年
米
に
か
け
て
、
問
る
と
い
う
湖
恩
セ
ー
ル
を
行
ト
ニ
バ
三
卜

一
日
ま
で
に
問

カ
を
惜
し
ま
な
い
、
と
い
う
社
製
品
を
購
入
し
た
業
者
の
な
い
、
そ
の
抽
選
結
釆
を
こ
社
に
返
送
さ
れ
て
き
た
同
サ

一一一==一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

い
よ
い
よ
新
風
営
法
が
施
る
の
を
怠
っ
た
ば
か
り
か
、
側
は
「
自
分
た
ち
は
か
れ
ら

行
き
れ
、
新
た
に
「
八
号
営
内
サ
需
唱
す
る
姿
勢
を
米
な
っ
て
と
関
係
が
な
い

」
と
そ
れ
な

業
」
が
二
月
卜
三
日
に
誕
生
き
て
い
た
こ
と
。

り
に
区
別
し
て
い
た
が
、
世

す
る
。
そ
の
意
義
は
、
こ
の

ω

T

V
ポ
ー
カ
ー
に
代
論
は
同

一
視
す
る
傾
向
が
ま

わ
ず
か
な
紙
面
で
と
て
も
身
表
さ
れ
る
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
/

す
ま
す
強
く
な

っ
た
に
も
か

き
表
わ
せ
な
い
ほ
ど
大
き
い
ベ
ッ
ト
式
」
な
ど

メ
ダ
ル

か

わ

ら

ず
、

一
目
し
て
他
人

が
、
要
約
す
る
と
次
の
よ
争
7

の
換
金
行
為
に
代
わ
る
ク
レ

事
と
抱
え
て
き
た
。
ギ
ャ
ン

に
な
る
だ
ろ
う
。

ジ
ッ
ト
の
賭
け
事
は
「
メ
ダ
ブ
ル
機
の
吸
い
に
村
山
重
さ
が

ω
ス
ロ
ッ
ト
ア
ン
ン
に

代
表
さ
れ
る
ギ
ャ
ン
ブ
ル
マ

シ
ン
を
日
本
で
「
メ
ダ
ル
ゲ

ー
ム
機
」
と
し
て
導
入
し
た

過
去
の
経
緋
に
お
い
て
、
使

い
方
次
第
で
問
時
に
流
れ
る

危
険
性
が
あ
る
に
む
か
か
わ

ら
ず
、
ト
分
な
対
応
が
行
な

わ
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
先
端

と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
く

に
業
界
側
は
「
メ
ダ
ル
ゲ
ー

ム
場
運
営
基
椎
」
を
厳
守
す

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、

情
報
交
換
な
ど
が
行
な
わ
れ

た。
月
例
会
に
引
き
続
い
て
聞

か
れ
た
新
年
会
は
、
官
事
理
事

長
が
簡
単
に
挨
拶
を
し
た
あ

と
、
同
組
合
顧
問
の
沌
本
版

士
税
理
士
、
米
伐
と
し
て
締

原
清
三
O
A
O
会
長
が
そ
れ

ぞ
れ
挟
拶
、
そ
し
て
川
上
秀

雄
N
A
O
大
阪
府
支
部
誕
の

乾
料
に
よ
り
な
ご
や
か
な
骨
仲

間
気
で
進
め
ら
れ
た
。
後
拶

の
中
で
梅
原

O
A
O
会
長
は

「
O
A
O
が
全
国
一
の
組
織

と
な
っ
た
の
は
、
と
く
に
大

阪
レ
ジ
ャ
ー
機
器
仰
の
協
力

な
ら
び
に
賞
献
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
世
間
で
は
当

業
界
に
対
す
る
悪
評
も
あ
る

が
、
世
論
の
流
れ
は
変
わ
り

ι傾レシト機

( 8 ) 

新年会

大阪府AMOP協へ積極協力

大レ協
組合関係者ら招きなごやかに

高

郷三的要1¥便物認可

〈フ/cJ

ゲームマシン第254号

新
風
営
法
施
行

論潮

1985年2月15日

ル
ゲ
ー
ム
州
場
運
常
法
制
小
」
制

定
時
に
は
必
定
し
な
か

っ
た

も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら

に
対
し
て
業
界
側
の
門
伝
胤

制
が
す
べ
て
後
手
に
同
リ
、

不
完
全
に
終
始
し
た
こ
と

ω
皮
旦
な
る
ギ
ャ
ン
ブ

ル
機
賭
博
に
閲
し
て
、
佐
川介

足
リ
な
い
こ
と
が
、

愉
を
か
け
た
。

同
ニ
・
ヲ
し
た
業
界
側
の

態
度
は
法
制
品
制
を
悦
が
す
・
』

と
に
な
っ
た
が
、
法
縦
制
の

万
針
が
明
ら
か
に
な
る
と
今

度
は
問
問
と
関
係
な
い
A
M

機
ま
で
も
が

一
緒
に
巻
き
込

嘗
}
れ
に

• 

• 

• 

• 

第254号

さあ山登りだ.グ

ポポとナナガハンマーで道を切り開いて頂上

まて登ります。

君は何種類の山を征服できるか・.. . • • 

エキサイテイングなモトクロスレースグ

3分以内に各レースの5位に入賞しないと

次のレースに出場できないぞグ

ゐ1二険郵便物認可ゲームマシン1985年2月15日( 9 ) 

ー
ビ

ス
券
に
よ
り
抽
選
が
行

な
わ
れ
、
合
計
九
十
五
名
の

当
選
者
が
決
ま
っ
た
。
返
送

さ
れ
て
き
た
同
サ
ー
ビ
ス
券

は
、
会
発
行
枚
数
の
約
二
O

%
に
当
た
る
二
千
余
校
。

抽
選
は

一
月
二
十
二
日
、

ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
通
信
社

内
に
て
辻
本
社
長
が
礼
守
る

な
か
、
向
通
信
社
の
亦
本
社

1
1HV 

2
m
 

お
叫

-
耐

抑

制
揃
醐

i
-

犬
同

8
同

情
悶

岡

山
山

福

制

附
ω
出

家
脱

東

町山書名

ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

れ
ら
の
過
位
で
、

N
A
O
と

い
う
一
極
奇
妙
な
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
組
織
は
十
分
な
ま
で
に

利
用
さ
れ
た
。
そ
の
責
任
は

組
織
の
奇
妙
さ
と
同
線
、
お

そ
ら
く
今
後
も
解
明
さ
れ
な

い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

ω

A

M
機
ま
て
法
規
制

を
受
け
る
こ
と
に
対
し
て
J

A
M
M
A
は
一
貫
し
て
反
対

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

限
維
な
感
情
が
怖
い
し
て

H

F
の
と
こ
ろ
大
多
数
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
五
時
を
仰
る
に

ゼ

っ
て
お
ら
ず
、
村
栄
と
し

て
業
界
の
ほ
と
ん
ど
企
部
が

危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
ニ
と
に

な
っ
た
。

n党
の
な
さ
ほ
ど

恐
い
も
の
は
な
い
。

ー

司，

」

技術と信頼を誇るメダルメーカー、
互
に
よ
る
無
作
為
抽
出
の
方

法
で
厳
正
に
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
一
等
賞
の
ペ
ア
に

よ
る
ハ
ワ
イ
旅
行
に
山
口
県

徳
山
市
の
宮
本
宏
明
氏
と
東

京
都
練
馬
医
の
刷
協
和
の
二

組
が
紹
持
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
二
等
性
の
ペ
ア

で
の
グ
ア
ム

aM旅
行
に
は
名

前
出
市
の

I
C
マ
ッ
ハ
、
兵

印
刷
州
縦
路
市
の
υ
略
化
商
会
、

長
野
県
淑
訪
ぃ
仰
の
日
連
商
い
や

山
酬
の
三
組
が
招
待
さ
れ
る
ほ

• • 
TEL03(254)1781 
TEし06(245)4155

東京都午代田区綿白須自町122 
大阪市南区長娼僑筋1丁目 32

干101
干542株式倉社借契

-A圃曲

一句

、

か
、
三
等
貨
の
ペ
ア
の
圏
内

旅
行
券
(
一
泊
二
日
相
当
)

が
十
名
に
、
四
等
賞
の
十
四

勺
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
が
三
十
名

に
、
サ
ム
ソ
ナ
イ
ト
の
ビ
ジ

ネ
ス
朗
ア
タ

ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス

が
五
ト
名
に
そ
れ
ぞ
'
れ
贈
ら

れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
(
詳

し
く
は
本
紙
本
号
の
同
社
広

告
に
て
発
表
)
。

な
お
同
社
で
は
引
き
続
い

て
「
謝
思
販
売
サ
ー
ビ
ス
券
」

を
発
行
し
、
六
月
に
は
今
凶

を

K
Mる
ス
ケ
ー
ル
の
賞
日
聞

を
朋
広
す
る
と
し
て
い
る
。

新
会
社
設
立

胸
永
兵
企
画
H

東
京
都
杉

並
区
下
高
井
戸
五
の
こ
の
四
、

池
回
ピ
ル
、

官
三
O
六
|
O

八
八
一
、
林
真
一
社
長
。

法
人
に
改
組

側
タ
ナ
カ
企
州
(
旧

・
問

中
企
画
社

)
H東
京
都
白
黒

区
中
目
黒
一
の

一
の
六
卜
問、

闘
烈
ロ
イ
ヤ
ル
ハ
イ
ツ
、

宮

七
一
五
|
九
六
七
六
、
川
中

英
知
男
社
長
。

事
務
所
移
転

ω芝
商
事
H

奈
良
県
以
井

市
戒
重
晶
子
玉
町
二
百
九
の
二

ト
五
、

宮

(
O
七
四
四
四
)

五
|
二
九
九
四
国
見
親
王

社
長
。

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
側

・
福

岡
営
業
所
H

福
岡
市
博
多
区

博
多
駅
東
三
の
十
三
の
十
二
、

総
柏
町
第
三
ビ
ル
、

宮

(
O
九

一一)
四
七
問
|

O
一
二
O
、

仲
野
俊
一
所
長
。

地
番
表
示
変
更

鮒
フ
ジ

・
ユ
|
エ
ン
H
H
米

京
都
足
立
区
入
谷
九
の
三
卜

の
二
、
宮
八
九
七
|
O
三
九

O
、
古
館
達
三
社
長
。

戸価値あるこユーマシンをディストリビュー卜するグ「
• Q・

ドンキホーテ

ア
ニ
メ
V
D
採
用
ゲ

l
ム
機

汎
用
性
あ
る
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

スーパー・

SUPER DON QUIX-OTE 

， 

スチャラカ空中戦

戦闘機でコミカルな交戦

空中大要塞を目指し進攻

イー・アル・カンフー

16種類の必殺技を駆使/

強敵11人を倒して王座に

ドラゴンパスター

剣で版物を温治しながら

進路を選ぴドラゴン山へ

.. '''''ll・‘・h ・J4V

開審
， 

a・a辺U~ tU 

ι.!.-!. t:: 

包""虫.， " 
.<1 

⑮実力三羽鳥、敵UFO登場/

。敵基地到着ドタノザシーン

④敵軍勢、揃い踏み

ノミッテンオハラの
一宮内

ニE

sUT -Tf:N 
OD~R~~~ 

/// 

〆
11' 

， 

..."..ー一、

1
 

1
 .、

SUTT -CHA LUCK-A . DOGFIGHT 

‘岱蕊gm⑮()$"

YIE AR KUNG-FU DRAGON BUSTER 

名古屋営業所 ・干464名古屋市千繊区春日通り6・28ft( 052) 762・5222

大阪営業所 ・ 〒552大阪市港区弁天5・ 10・23草籍ヒ'M~t (06) 573・ 251 1
福岡営業所・干812福岡市博多区i尊多駅東3・13・12fi噸ビル包(092)474・0120

研究所:干167東京都杉並区南荻i:l4-41-10データイーストビル宮(03)331-5441

札幌営業所 ・干060札幌市中央区北一条商19-2-1伊滅的レ3F%t(011 )611・9271

仙台営業所 ・〒980仙台市上杉卜15-24林産上杉ビル含(0222)63-0646

未来を創治する、'11tH主術の

|仁川|ヴエテイヨト器
本 社 :〒167東京事E杉並区上叙2-31-12ピース荻窪ft(03)39e-4151



(10) 第三緩郵便物認可ゲームマシン第254号1985年2月15日第三緩郵便物:a可ゲームマシン第254号1985年2月15日、、.，，a'・Ea---
，，‘、

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
許
可
申
請
書

の
添
付
書
類
等
に
関
す
る
総
理
府
令

(
抄
)

(
昭
和
六
十
年
一
月
十
一
日

(
許
可
申
請
書
の
添
付
書
類
)

第
一
条

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
(
以

下
「
法
」
と
い
う
。)
第
五
条
第
一
墳

の
総
理
府
令
で
定
め
る
書
矧
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

一
営
業
の
方
法
を
記
出
帆
し
た
書
類

二
営
業
所
の
使
用
に
つ
い
て
権
原

を
有
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
書
類

三
営
業
所
の
平
副
凶
及
び
営
業
所

の
周
囲
の
略
図

四
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
に

掲
げ
る
書
類

イ
最
近
単
年
聞
の
略
歴
を
記
載

し
た
番
耐
及
び
住
民
梨
の
写
し

(外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
外
国

人
法
録
証
明
書
の
写
し
)

ロ
法
第
凶
条
第
一
項
第
一
号
か

ら
第
八
回
す
ま
で
に
掲
げ
る
者
の

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と

を
誓
約
す
る
書
而

ハ
法
第
四
条
第
一
項
第

一
号
に

措
げ
る
者
に
該
当
し
な
い
旨
の

市
町
村
(
特
別
区
を
含
む
。)
の

長
の
証
明
書

ニ
法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
に

崎
げ
る
お
に
該
当
し
な
い
旨
の

医
師
の
診
断
書

ホ

未

成

年

者

(婚
姻
に
よ
り
成

年
に
達
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

る
者
を
除
く
。
以
下
閉
じ
。)
で

風
俗
営
業
を
営
む
こ
と
に
関
し

法
定
代
理
人
の
許
可
を
受
け
て

い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

法
定
代
理
人
の
氏
名
及
び
住
所

を
記
載
し
た
れ
円
面
並
び
に
当
該

• • 

総
理
府
令
第

一
号
)

許
吋
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証

す
る
書
悩
(
風
俗
営
業
者
の
相

続
人
で
あ
る
未
成
年
者
で
風
俗

営
業
を
営
む
、
」
と
に
闘
し
法
定

代
理
人
の
許
可
を
受
け
て
い
な

い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
被
相
続

人
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
風

俗
営
業
に
係
る
営
業
所
の
所
花

地
を
記
載
し
た
書
耐
並
び
に
そ

の
法
定
代
型
人
に
係
る
イ
か
ら

ニ
ま
で
に
掲
げ
る
書
鎖
)

-t司
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
に

掲
げ
る
書
類

イ
定
款
及
び
登
記
簿
の
帥
脚
本

ロ
役
員
に
係
る
前
号
イ
、
ハ
及

び
ニ
に
ぬ
げ
る
引
満
州
川

ハ
役
員
に
係
る
法
第
四
条
第

一

項
第

一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に

掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
に
も
一
該
当

し
な
い
こ
と
を
料
約
す
る
書
面

六
選
任
す
る
管
理
者
に
係
る
次
に

掲
げ
る
書
矧

イ
誠
実
に
業
務
を
行
う
こ
と
を

特
約
す
る
書
面

ロ
第
四
号
イ
、
ハ
及
び
ニ
に
掲

げ
る
官
級

ハ

法

第

二
十
四
条
第
二
項
各
号

に
拘
げ
る
者
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
を
作
約
す
る
審

嗣

七

(
略
)

(
構
造
及
び
設
備
の
軽
微
な
変
更
)

第
二
条

法
第
九
条
第
一

一項
の
総
理
府

令
で
定
め
る
続
微
な
変
更
は
、
営
業

所
の
梢
造
及
び
設
備
に
係
る
変
更
の

う
ち
、
次
に
掲
げ
る
変
更
以
外
の
変

• • 

振
動
の
数
値
が
法
第
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
で
定
め

る
数
値
に
満
た
な
い
よ
う
に
維
持
さ
れ
る
た
め
必
要
な
構
造

又
は
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

六
遊
技
料
金
と
し
て
紙
幣
を
挿
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置

を
有
す
る
遊
技
設
備
文
は
客
に
現
金
若
し
く
は
有
価
証
券
を

提
供
す
る
た
め
の
装
置
を
有
す
る
遊
技
設
備
を
設
け
な
い
こ

》
』。

第
七
条

(略
)

(
許
可
申
請
の
手
続
)

第
八
条

法
第
五
条
第
一
一
項
に
規
定
す

る
許
可
申
諮
警
の
線
式
は
、
別
記
綴

式
第
二
号
の
と
お
り
と
す
る
。

2

前
項
の
品
川
可
申
請
書
の
提
出
は
、

営
業
所
の
所
在
地
の
所
終
警
察
署
長

を
経
由
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
の
公
安
委

員
会
に
対
し
て
同
時
に
二
以
上
の
営

業
所
に
係
る
許
可
申
請
書
を
提
出
す

る
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
営
業
所
の
う

ち
い
ず
れ
か
一
の
営
業
所
の
所
在
地

の
所
総
箸
察
署
長
を
経
由
し
て
提
出

す
れ
ば
足
り
る
。

(
許
可
証
の
交
付
)

第
九
条

法
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す

る
許
可
証
の
様
式
は
、
別
記
線
式
第

三
号
の
と
お
り
と
す
る
。

2

公
安
委
員
会
は
、
法
第
三
条
第
一

項
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か

に
、
申
請
者
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る

と
と
も
に
、
許
可
証
を
交
付
す
る
も

の
と
す
る
。

第
十
条

(
略
)

(
通
知
の
方
法
)

第
十
一
条

法
第
五
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
通
知
は
、
理
由
を
付
し
た
害

商
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

(
許
可
証
の
再
交
付
の
申
請
)

第
十
二
条

法
第
五
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
五
号

の
許
可
証
再
交
付
申
結
審
を
当
該
公

安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

介。
iv

。

(
相
続
の
ゑ
認
の
申
請
)

第
+
三
条

法
第
七
条
第

一
項
の
規
定

に
よ
り
相
絞
の

4

添
認
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
六
号
の
相

続
承
認
申
請
書
を
当
該
公
安
委
員
会

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
相
続
ゑ
認
申
請
書
に
は
、

次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
申
請
者
に
係
る
風
俗
営
業
等
の

規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
闘

す
る
法
律
に
基
づ
く
許
可
申
請
書

の
添
付
書
類
等
に
関
す
る
総
狸
府

令
(
昭
和
六
十
年
総
理
府
令
第
一

号。

以
下
「
府
令」

と
い
う
。
)
第

一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
替
頬

ニ

申
請
者
と
被
相
続
人
と
の
続
柄

を
証
明
す
る
書
面

三

申

請

者

以
外
に
相
続
人
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
者
の
氏
名
及
び
住

所
を
記
載
し
た
書
面
並
び
に
当
該

申
請
に
対
す
る
同
意
警

3

第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一

項
の
相
続
ゑ
認
申
請
惑
の
提
出
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

(
相
続
の
承
認
に
関
す
る
通
知
)

第
十
四
条

公
安
委
員
会
は
、
法
第
七

条
第

一
一
項
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、

速
や
か
に
申
翁
者
に
そ
の
旨
を
通
知

す
る
も
の
と
す
る
。

2

公
安
委
員
会
は
、
法
第
七
条
第
一

項
の
象
認
を
し
な
い
と
き
は
、
理
由

を
付
し
た
書
簡
に
よ
り
申
請
者
に
そ

の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

(
許
可
証
の
書
換
え
の
手
続
)

第
十
五
条

法
第
七
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
許
可
証
の
書
換
、
え
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
別
記
機
式
第
七
号

の
書
換
え
申
請
書
及
び
当
該
許
可
証

を
当
該
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

(
許
可
証
の
返
納
)

第
十
六
条

法
第
七
条
第
六
項
の
規
定

に
よ
る
許
可
証
の
返
納
は
、
同
項
の

通
知
を
受
け
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
、

当
該
許
可
証
に
係
る
営
業
所
の
所
在

地
の
所
轄
警
察
署
長
を
経
由
し
て
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
変
更
の
承
認
の
申
請
)

第
十
七
条

法
第
九
条
第
一
項
(
法
第

二
十
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
第
十
九
条
に
お
い
て

同
じ
。)
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
承
認

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
機

更
と
す
る
。

一
建
築
基
準
法
(
昭
和
二
十
五
年

法
律
第
二
百

一
号
)
第
二
条
第
寸

四
号
に
規
定
す
る
大
規
模
の
修
繕

又
は
同
条
第
十
五
号
に
規
定
す
る

大
規
模
の
模
機
替
に
該
当
す
る
変

更
二
客
室
の
位
置
、
数
又
は
床
面
相

の
変
更

三

壁
、
ふ
す
ま
そ
の
他
営
業
所
の
内

部
を
仕
切
る
た
め
の
設
備
の
変
更

四
営
業
の
↑
刀
法
の
変
更
に
係
る
鱗

造
X
は
設
備
の
変
更

(
構
造
及
び
設
備
の
変
更
等
に
係
る

届
出
奮
の
記
載
事
項
)

第
三
条

法
第
九
条
第
三
項
(
法
第
二

十
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。)
の
総
理
附
令
で
定
め
る

事
項
は
、
当
該
変
更
に
係
る
変
史
年

月

H
、
変
一史
弔
更
及
び
変
更
の
い
や
出

と
す
る
。

(
梅
造
及
び
設
備
の
変
更
等
に
係
る

届
出
書
の
添
付
書
類
)

第
四
条

法
第
九
条
第
三
項
の
総
均
府

令
で
定
め
る
書
矧
は
、
第
一
条
第

一

号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
拘
げ
る
欝
鎖

の
う
ち
、
当
該
変
更
事
項
に
係
る
書

矧
と
す
る
。

第
五
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で

(
略
)

(
従
業
者
名
簿
の
記
載
事
項
)

第
十
三
条

法
第
三
十
六
粂
の
総
理
府

令
で
定
め
る
や
墳
は
、
性
別
、
生
年

月
日
、
本
籍
、
採
周
年
月
日
必
び
従

事
す
る
業
務
の
内
容
と
す
る
。

(
団
体
の
届
出
)

第
十
四
条

法
第
四
十
四
条
の
規
定
に

よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

そ
の
目
的
と
す
る
事
業
が
二
以
上
の

都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
行
わ
れ

る
団
体
に
あ
っ
て
は
答
察
庁
に
、
そ

れ
以
外
の
団
体
に
あ
っ
て
は
箸
視
庁

又
は
道
府
県
答
察
本
部
に
、次
条
に
規

定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
墳
の
規
定
に
よ
り
書
類
を
提
出

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
融
持
察
庁
に

提
出
す
る
書
類
で
そ
の
目
的
と
す
る

や
業
が

一
の
管
区
替
察
局
の
管
轄
区

域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
団
体
に
係

る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
管
区
鵬
首
察

局
を
経
由
し
て
、
笹
視
庁
又
は
道
府

県
経
察
本
部
に
提
出
す
る
書
類
に
あ

っ
て
は
当
該
間
体
の
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
の
所
特
答
察
署
長
を
経
由

し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

(
届
出
事
項
)

第
十
五
条

法
第
四
十
四
条
の
総
理
府

A
H
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一

名
称
及
び
事
務
所
の
所
仕
地
並

び
に
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
所

二

目

的
及
び
卒
業

三
成
立
の
年
月
日

間
同
体
を
組
織
す
る
者
の
氏
名
及

び
住
所

(
そ
の
者
が
団
体
で
あ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
団
体
の

名
称
及
び
い
や
務
所
の
所
ト
仕
地
並
び

に
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
刈
)

.4

法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
法
人

の
設
立
の
許
可
又
は
認
可
を
受
け

た
年
川
円
、
定
款
並
び
に
役
員
の

氏
名
放
び
住
所

附

則

(
時
)

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

(
抄
)

(
昭
和
六
十
年

一
月
ト

一
日

(
許
可
申
請
書
等
の
提
出
)

第
一
条

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

務
の
適
正
化
等
に
闘
す
る
法
律

(
以

下
「
法
」
と
い
う
。)
及
び
こ
の
規
則

の
胤
主
に
よ
り
都
道
府
県
公
安
委
員

• • 

式
第
八
号
の
変
更
ゑ
認
・
申
請
蓄
を
当

該
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

2

前
項
の
変
更
象
認
申
請
書
に
は
、

府
令
第

一
条
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま

で
に
掲
げ
る
書
類
(
法
第
二
十
条
第

十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
象
認

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
府
令
第
一
条
第
七
号
に
掲
げ
る

岱
類
)
の
っ
ち
、
当
該
変
更
事
項
に

係
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な

し

。

(
軽
微
な
変
更
等
の
届
出
)

第
十
八
条

法
第
九
条
第
三
項
第
一
号

又
は
第
二
号
(
法
第
二
十
条
第
十
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
)
に
係
る
法
第

九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
届
出
替
の

機
式
は
、
別
記
様
式
第
九
号
の
と
お

り
と
す
る
。

2

前
項
の
届
出
書
の
提
出
は
、
法
第

九
条
第
三
項
第
一
号
に
係
る
届
出
番

に
あ
っ
て
は
問
号
に
規
定
す
る
変
更

が
あ
っ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
岡

市
唄
第
二
号
に
係
る
届
出
番
に
あ
っ
て

は
同
号
に
規
定
す
る
変
更
が
あ
っ
た

日
か
ら
一
月
(
当
該
変
更
が
照
明
設

備
、
音
響
設
備
又
は
防
音
設
備
に
係

営
業
の
種
別

営

(第

一
号
l
第
七
号
営
業

E各

法
第
二
条
第

一
項
第
七
号

又
は
第
八
号

に
掲
げ
る
営

業
(
風
俗
営
業
に
係
る
営
業
所
内
の
照

度
の
数
値
)

第
二
十
二
条

法
第
十
四
条
の
国
家
公

安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
数
値
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
営
業
の
種
別
の

区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
法
第
二
条
第

一
項
第
一
号
か
ら

第
三
号
ま
で
又
は
第
五
号
に
掲
げ

る
営
業
五
ル
ク
ス

同
家
公
安
委
一員
会
規
則
第

一
号
)

会
(
以
下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
、
7
。)

に
巾
前
ヴ
又
は
届
州
市
闘
を
提
出
す
る

場
合
に
お
い
て
は
、
正
副
二
過
の
巾

前
官
又
は
同
出
占
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

十
日
)
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

iv
 (

準
用
規
定
)

第
十
九
条

第
十
四
条
の
規
定
は
法
第

九
条
第

一一
項
の
承
認
に
つ
い
て
、
第

十
五
条
の
規
定
は
法
第
九
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
許
可
証
の
昨
日
換
、
え
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

(
許
可
証
の
返
納
)

第
二
十
条

法
第
十
条
第
一
項
又
は
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
返
納

は
、
当
該
事
由
の
発
生
め
日
か
ら
十

日
以
内
に
、
当
該
許
可
証
に
係
る
営

業
所
の
所
在
地
の
所
轄
鵬
首
祭
署
長
を

経
由
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
返
納
す
る
許

可
証
に
は
、
別
記
械
式
第
十
回
す
の
返

納
理
白
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

介。

し
。

(
風
俗
営
業
に
係
る
営
業
所
内
の
照

度
の
測
定
方
法
)

第
二
+
一
条

法
第
十
四
条
の
営
業
所

内
の

mm
度
は
、
次
の
表
め
上
欄
に
掲

げ
る
営
業
の
種
別
の
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
営

業
所
の
部
分
に
お
け
る
水
平
面
に
つ

い
て
計
る
も
の
と
す
る
。

業

所

昔日

グ〉

分

二

法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲

げ
る
営
業
次
に
絡
げ
る
営
業
所

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に

定
め
る
数
値

イ

ダ
ン
ス
教
授
所
以
外
の
営
業

所

十
ル
ク
ス

ロ
ダ
ン
ス
教
授
所

二
十
ル
ク

ス

三

法

第

二
条
第

一
項
第
六
号
か
ら

第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
営
業
十

2

前
r墳
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
文
は

届
出
警
の
提
出
は
、
こ
の
規
則
に
特

別
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
き
、
当

該
曲
中
前
仲
日
又
は
届
出
書
に
係
る
営
業

所
の
所
在
地
の
所
轄
符
察
署
長
を
経

由
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条

(
略
)

(
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る

遊
技
設
備
)

第
三
条

法
第
二
条
第
一
項
第
八
号
の

国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
遊

技
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と

す
る
。

一

ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
そ
の
他
遊
技

の
結
果
が
メ
ダ
ル
そ
の
他
こ
れ
に

矧
す
る
物
の
数
量一
に
よ
り
表
示
さ

れ
る
構
造
を
有
す
る
遊
技
設
備

ニ

テ
レ
ビ
ゲ

l
ム
機
(
勝
敗
を
争

う
こ
と
を
目
的
と
す
る
遊
技
を
さ

せ
る
機
能
を
省
す
る
も
の
又
は
遊
'

技
の
結
果
か
数
字
、
文
乍
そ
の
他

の
記
号
に
よ
り
ブ
ラ
ウ
ン
管
上
に

表
示
さ
れ
る
機
能
を
有
す
る
も
の

に
限
る
も
の
と
し
、
射
幸
心
を
そ

そ
る
お
そ
れ
が
あ
る
遊
技
の
用
に

供
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
も
の
を
除
く
。)

三
フ
リ
ツ
バ
|
ゲ
ー
ム
機

凶

前

三
号
に
拘
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

遊
技
の
結
果
が
数
字
、
文
字
そ
の

他
の
記
号
又
は
物
品
に
よ
り
表
示

さ
れ
る
遊
技
の
別
に
供
す
る
遊
技

設
備
(
人
の
身
体
の
力
を
表
示
す

る
遊
技
の
用
に
供
す
る
も
の
そ
の

他
射
ネ
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
が
あ

る
遊
技
の
問
に
供
さ
れ
な
い
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
も
の
を
除
く
。)

五

ル

ー
レ

ッ
ト
台
、
ト
ラ
ン
プ
及

び
ト
ラ
ン
プ
ム
円
そ
の
他
ル
ー
レ
ッ

ト
遊
技
又
は
ト
ラ
ン
プ
遊
技
に
類

す
る
遊
技
の
用
に
供
す
る
遊
技
設

世
胸

第
四
条

(
略
)

(
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に

当
た
る
行
為
)

第
五
条

法
第
四
条
第

一
頃
第
三
号
の

国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
行

為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
深
の
い

ず
れ
か
に
当
た
る
行
為
と
す
る
。

一

刑

法

(
明
治
凶
十
年
法
律
第
四

十
五
号
)
第
九
十

4
条
、
第
白
五

条
の
二
、
第
百
八
十
六
条
、
第
百

九
十
九
条
、
第
二
百
四
条
、
第
二

百
八
条
、
第
二
百
八
条
の
二
、
第

一一
向
二
十
条
、
第
二
内
二
十
二
条
、

第
二
百
二
十
三
条
、
第
二

μ
三
十

凶
条
、
第
二
白
三
十
J

ハ
粂

X
は
第

二
百
四
十
九
条
に
規
定
す
る
罪

二

爆

発

物

取
締
刈
則

(
明
治
十
七

年
太
政
官
布
告
第
三
十
二
号
)
第

一
条
又
は
第
三
条
に
規
定
す
る
罪

三

暴

力

行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法

律
(大
正
十
五
年
法
律
第
六
十
号
)

に
規
正
す
る
界

(
以
下
、
阿
国
す
か
ら
卜
六
回
す
ま
で
は

紙
数
の
都
合
で
省
略
)

(構
造
及
び
設
備
の
技
術
上
の
基
準
)

第
六
条

法
第
四
条
第
二
項
第
一
号
の

国
家
公
安
委
員
会
規
制
で
定
め
る
技

術

k
の
基
準
は
、
次
の
表
の
上
欄
に

叫
げ
る
風
俗
常
業
(
法
第
二
条
第
一

瓜
に
脱
走
す
る
風
俗
営
裟
を
い
う
。

以
下
同
じ
。)
の
樋
別
の
区
別
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と

お
り
と
す
る
。

業 に 一 法 時風
掲項第 ( 別{谷
げ、第二 第 ，竺凸会

る 八 条 一 業
，長r子込・占'Jde'持h均 号 の

瓦 匹l 一 ~ 一一 一
fこσ〕 こし 広 少 七

第め陀i第の 、室客.待年普宥: J7 三L

ニ 必 度 二|以営 物の良定 ，三問会. 

十望書が十 1)業 の 、健 のめ 当主
ニ な十一 で 所 l11装全!武内

構
条構ル条な外入街liな{谷部 聞各

造
に造クにいに口そ育若に

) 

及
定 又 ス 定 。直にの成し見

び
めは以め 核j通施他にく通 さHまJ1aト」
る設下る 錠 の |ヰはし {街
と備とと ず の 設 害 j肯を

グ〉
こをなこ る設備を i争妨 技
ろ有す らろ 容 {iiiを j止なげ

やFrr
になに 当三を設ぽJ!P.I.る

上よるし、よ の設けす{谷設 σ3 
りこよ 1) LUけなお E設備

占E
計とう立1- 入ないそ j克を

tや
つにつ 日いこれを設
た キwた にことの:きけ
!綴 f守'肖・ っと 。あ し な
コ円位 さ業

。
る 、b、し、

又 オlPJr てた :写 Xこ
iま る内 は だ 兵はと、 、 。

• • 
ル
ク
ス

(
騒
音
及
び
振
動
の
測
定
方
法
)

第
二
十
三
条

令
第
九
条
第
三
項
(
令

第
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同

じ
。
)
の
綴
音
の
測
定
に
係
る
国
家
公

安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
方
法
は
、

営
業
所
の
境
界
線
の
外
側
で
測
定
可

能
な
直
近
の
位
置
に
つ
い
て
、
日
本

工
業
規
格
C
一
五

O
ニ
に
定
め
る
普

通
騒
音
計
又
は

C
一
五

O
五
に
定
め

る
精
密
綴
音
計
を
用
い
て
行
う
日
本

工
業
規
格

Z
八
七
三

一
に
定
め
る
騒

音
レ
ベ

ル
の
測
定
方
法
と
す
る
。

こ

の
場
念
に
お
い
て
、
聴
感
覚
補
正
回

路
は

A
特
性
を
、
動
特
性
は
速
い
動

特
性
を
用
い
る
こ
と
と
し
、
綴
音
レ

ベ
ル
は
、
五
秒
以
内
の
一
定
時
間
間

隔
及
び
五
十
個
以
上
の
測
定
値
の
五

パ
ー
セ
ン
ト
時
間
率
綴
音
レ
ベ
ル
と

す
る
。

2

令
第
九
条
第
三
項
の
振
動
の
測
定

に
係
る
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定

め
る
方
法
は
、
営
業
所
の
境
界
線
の

外
側
で
測
定
可
能
な
直
近
の
床
又
は

地
面
(
緩
衝
物
が
な
く
、
表
面
が
水

平
で
あ
り
、
か
っ
、
堅

い
床
又
は
地

面
に
限
る
。)
に
つ
い
て
、
日
本
工
業

規
格
C
一
五
一

O
に
定
め
る
振
動
レ

ベ
ル
計
を
用
い
て
行
う
日
本
工
業
規

格
Z
八
七
三
五
に
定
め
る
撮
動
レ
ベ

ル
の
測
定
方
法
と
す
る
。
こ
の
場
合

法
第
二
条
第

一
一
項
第
八
号

に
掲
げ
る
営

業

一

ゲ

l
ム
料
金
そ
の
他
名
義
の
い
か
ん
を
間
わ
ず
、
当
該
営

業
所
の
施
設
を
利
用
し
て
客
が
遊
技
多
v
す
る
行
為
に
つ
い
て
、

そ
の
対
価
又
は
負
担
と
し
て
客
が
支
払
う
べ
き
料
金

ニ

サ
ー
ビ
ス
料
金
そ
の
他
名
義
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
客
が

当
該
営
業
所
の
施
設
を
利
用
す
る
行
為
に

つ
い
て
、
そ
の
対

価
又
は
負
担
と
し
て
客
が
支
払
う
べ
き
料
金
で
前
号
に
定
め

る
も
の
以
外
の
も
の
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
料
金

営
業
の
種
別
」

料

一
営
業
所
に
設
置
す
る
遊
技
設
備
の
前
蘭
又
は
上
面

二

、次
に
掲
げ
る
客
席
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め

る
客
席
の
部
分

イ
い
す
が
あ
る
客
席
遊
技
設
備
に
対
応
す
る
い
す
の
座

函
及
び
当
該
座
商
の
高
さ
に
お
け
る
答
の
通
常
利
用
す
る

部
分

ロ
い
す
が
な
い
客
賂
容
の
通
常
利
用
す
る
場
所
に
お
け

る
床
蘭

三
ぱ
ち
ん
こ
屋
及
び
令
第
十
一
条
に
規
定
す
る
営
業
に
あ
っ

て
は
、
通
常
賞
品
の
提
供
が
行
わ
れ
る
営
業
所
の
部
分

(
第
一
号
l
第
七
号
営
業

聞各

(
年
少
者
の
立
入
禁
止
の
表
示
方
法
)

第
二
十
六
条

法
第
十
八
条
(
法
第
二

十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。)
の
規
定
に
よ
る
表
示
は
、

法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
表
示
す

べ
き
事
項
を
表
示
し
た
書
面
そ
の
他

の
物
を
公
衆
に
見
や
す
い
よ
う
に
掲

げ
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

• • 

に
お
い
て
、
振
動
感
覚
補
正
回
路
は

鉛
直
振
動
特
性
を
、
動
特
性
は
日
本

工
業
規
格

C
一
五
一

O
に
定
め
る
動

特
性
を
用
い
る
こ
と
と
し
、

振
動
レ

ベ
ル
は
、
五
秒
間
隔
及
び
百
個
の
測

定
値
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
間
隔
及
び

個
数
の
測
定
値
の
八
十
パ

ー
セ
ン
ト

レ
ン
ジ
の
上
端
値
と
す
る
。

(
料
金
の
表
示
方
法
)

第
二
十
四
条

法
第
十
七
条
の
規
定
に

よ
る
料
金
の
表
示
は
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
も
の
と
す

ヲ
匂
。一

壁
、
ド
ア
、
つ
い
た
て
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
に
料
金
表

そ
の
他
料
金
を
表
示
し
た
書
面
そ

の
他
の
物
(
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
料
金
表
等
」
と
い
う
。
)
を
客

に
見
や
す
い
よ
う
に
掲
げ
る
こ
と
。

二

客

席
又
は
遊
技
設
備
に
料
金
表

等
を
客
に
見
や
す
い
よ
う
に
備
え

ヲ
h
v
v

」』」
。

三

前

二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

注
文
前
に
料
金
表
等
を
客
に
見
や

す
い
よ
う
に
示
す
こ
と
。

(
表
示
す
る
料
金
の
種
類
)

第
二
十
五
条

法
第
十
七
条
の
国
家
公

安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
料
金
の
種

類
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
営

業
の
種
別
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
お
り
と

す
る
。

金

極，

類

グ〉

(
略
)

第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条

(
管
理
者
の
選
任
)

第
三
+
条

法
第
ニ
十
四
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
る
管
理
者
は
、

営
業
所
ご
と
に
専
任
の
管
理
者
と
し

て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
管
理
者
の
業
務
)

第
三
十
一
条

法
第
二
十
四
条
第
三
項

の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
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業
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
営
業
所
に
お
け
る
業
務
の
適
正

な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
従
業

者
(
営
業
者
の
使
用
人
そ
の
他
の

従
業
者
を
い
う
。
以
下
閉
じ
。
)
に

対
す
る
指
導
に
関
す
る
計
画
を
作

成
し
、
こ
れ
に
法
づ
き
従
業
者
に

対
し
笑
地
に
指
導
し
、
及
び
そ
の

記
録
を
作
成
す
る
こ
と
。

二

営

業

所

の

情
造
反
び
設
仰
が
部

六
条
に
川
崎
定
す
る
技
術
ヒ
の
越
川
中

に
過
介
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
必

裂
な
点
検
め
尖
施
及
び
そ
の
必
似

の
記
械
に
つ
い
て
管
則
す
る
こ
と
。

三
ぱ
ち
ん
こ
屋
及
び
令
第
七
条
に

脱
走
す
る
営
業
に
あ
っ
て
は
、
川内

業
所
に
設
置
す
る
遊
技
機
が
第
七

条
に
規
定
す
る
基
準
に
川
該
当
し
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
必
要
な
点
検

の
笑
地
及
び
そ
の
記
録
の
記
岐
に

つ
い
て
管
理
す
る
こ
と
。

四
法
第
二
十
二
条
第
四
回
す
の
規
定

に
よ
り
答
と
し
て
立
ち
入
ら
せ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
未
成

年
者
を
営
業
所
内
で
発
見
し
た
場

合
に
お
い
て
、
当
該
米
成
年
者
に

営
業
所
か
ら
ぶ
ち
退
く
べ
き
こ
と

を
勧
告
す
る
こ
と
そ
の
他
の
必
.
安

な
附
置
を
必
ず
る
こ
と
。

五
法
第
三
十
六
条
に
胤
定
す
る
従

業
省
名
簿
及
び
そ
の
記
峨
に
つ
い

て
行
迎
す
る
こ
と
。

ゎ
ハ
営
業
所
に
お
け
る
業
務
の
災
地

に
関
す
る
苦
情
の
処
附
祉
を
行
う
こ

レ
ι
。

(
管
理
者
の
解
任
の
勧
告
)

第
三
十
二
条

法
第
二
十
四
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
る
勧
告
は
、
理
由
を
付

し
た
書
簡
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

(管
理
者
講
習
)

第
三
十
三
条

法
第
二
十
問
条
第
六
項

の
胤
定
に
よ
る
管
恩
者
に
対
す
る
議

問

(
以
下

J
U
理
者
必
朝
日
」
と
い
う
。
)

め
Mm別
は
、
定
期
必
問
、
処
分
時
必

例
及
び
臨
時
必
仰
と
す
る
。

2

定
期
成
仰
は
す
べ
て
の
営
業
所
の

mu削
崎
将
に
つ
い
て
当
該
営
業
所
の
管

内
者
と
し
て
選
任
さ
れ
た

H
か
ら
お

お
む
ね
三
年
ご
と
に
一
回
、
処
分
時

必
刊
行
は
法
第
ニ
ト
六
粂
第
一

一取
の
規

定
に
よ
り
当
該
風
俗
営
業
の
全
部
又

は

一
部
の
停
止
が
命
じ
ら
れ
た
場
合

に
当
該
営
業
所
の
管
陶
器
者
に
つ
い
て

当
該
処
分
の
日
か
ら
お
お
む
ね
一
年

以
内
に
一
回
、
臨
時
議
訟
は
善
良
の

風
俗
若
し
く
は
消
浄
な
風
俗
環
境
を

害
一し
又
は
少
年
の
健
全
な
育
成
に
障

害
を
及
ぼ
す
行
為
を
防
止
す
る
た
め

管
理
者
議
制
を
行
う
必
繋
が
あ
る
特

別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
当
該
事
情

に
係
る
営
業
所
の
管
理
お
に
つ
い
て

そ
の
必
要
の
郎
度
、
そ
れ
ぞ
れ
行
う

も
の
と
す
る
。

3

符
血
行
必
仰
は
、
そ
の
崎
別
に
応

じ
、
次
の
ぷ
の
上
側
に
掲
げ
る
区
分

に
よ
リ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
ぷ
の
中
欄
に

仰
げ
る
品
川
何
事

.mに
つ
い
て
、
問
ぷ

の

F
側
に
掲
げ
る

A
狩
時
間
行
う
も

の
と
す
る
。

臨 処
，疋~ . 

湾管
時 分 期

の理
I~体 時 議

純者
況rl 議 習

別講
ヰt〉E3 

2なZで、 I!li~
ー 一 一
一 一

出|坊業 た 規 実
も竹'M に止省風定 め定法施法

の良|!'i;i- l却すが俗期 必す第にそ

にお-jE す る 肉:'jJf，構 要るニ 必 の

|す州の業 係に
るたび業 ipl な管十婆他

こめ法者の 知:~!J!.凹な営 言器

る務る とに令浩・;唄 識者条法業

こ を 特 作のし中 j止の第令所 得

と適別 理組〈欄 び業二にに

正 な 主 ; 定 は に 技務碩関お 二匹
に。1'. とにそ掲 能を及すけ

災施 'h'l' し j皐 の げ に適びるる 項

て反代る 関正第こ業

す l刻 識す.J'I[;講 すに三と務

るす ずる人情 る 笑 十 。の

たる べ こ又事 こ施一 適

めが きとは項 とす粂 正

必J'Ji fitを従 。るに な

以 kニ 以上四 以上回 議

下 114時 下六時 下六時 習

時 HIJ 時間 時間 H寺

1111以 | 1M!以 間以 問

風草刈普| |喝事| 1-抑制

相 統 承 認 申 議 番

風俗嘗耳障等的規制l及びa梅内組正化等に関する法律第7条第 1~院の
規定により相続的承Uをゆ舗します.

年 月 日

公安司島員企画史

申笥者の氏名及び住所

@ 

【」弘司t.， (lJ 

氏 名

守《 》

住 所
《 3 .Il • 

‘ふ・，r &) 一 一 一一一一一一 ……幅一一一
営.所の名勧:

守【 》

官車所同所在地
局 • 

風俗世議的観別 法第2条111司t!l! 号の営重量

併可年月日 年 月 -日 静可 書号

("'-'J .0' "'J 山川町....，....，...."......"・....'山町山川町山山間.叩叩山山間叩判制......-日目叫H …由._.....".".......・咽山"， 

彼相続人的氏名

級相続人司住所

峰崎瞳人との随柄 瞳相岨人のJtC'事H日 年 月 日

龍の側担人の高嶋 司匝 無

罵凪崎官量の岨圃

a岡崎.園内書阻 ① 司町 ② 無 東受理曹京事量

• • 
(
編
集
部
註
)

凶
家
公
安
委
以

会
に
よ
る
「
新
胤
常
法
」
施
行
脱
附

で
、

「
別
記
様
式
」
と
な
っ
て
い
る

も
の
は
次
の
と
お
り

(
太
字
の
J
U
の

だ
け
と
り
あ
え
ず
似
鉢
し
た
)。

別
U
品
川
鰍
式
第
二
日
J
(

第
附
糸
関
係
)

H
「
咋
川
ザ
史
新
山
-
JA
」
:
:
;
山
部

J

一
条
第
二
風
聞
係

別
記
様
式
第
二
号
(第
八
条
関
係
)

H
「
許
可
中
心
品川
」

(
そ
の

1
)
。

(
そ
の

2
凶
)
;
:
;
法
第
二
条
第
一

項
第
一
円
す
か
ら
第
六
号
ま
で
の
常
業
、

(
そ
の
2
m
M
)
:
:
:
法
第
二
粂
第

一

項
第
七
日
す
の
営
業
、

(
そ
の

2
0
)

・
:
法
第
二
条
第
一
項
第
八
号
の
営

業
。
(
そ
の
3
)
:
:
:
法
第
阿
条
第

三
項
に
岡
崎
定
す
る
営
業
に
係
る
遊
技

機
の
明
細
書
。

「
備
考
」
。

別
記
機
式
第
三
号
(
第
九
条
関
係
)

H

「
風
俗
常
業
許
可
証
」。

別
記
線
式
第
四
号
(
第
十
条
関
係
)

H

「
汀
J
ma

更
新
子
絞
汗
」
:
;
:
法
第

二
条
第

一
明
第
七
サ
の
営
業
関
係
。

別
記
同
悼
式
第
.
カ
ロ
ゲ

(部

l
ニ
糸
附

係
)
H

「
許
可
証
併
交
付
巾
山
代
H

t

.
:
法
第
五
条
第
四
割
の
制
鳩
山
広
凶
係

別
記
機
式
第
六
号

(第
卜
三
条
附

係
)
H

「
相
紘
広
認
山中
ι
州市出
」。

別
記
機
式
第
七
号

(
第
十
五
条
、

第
十
九
条
関
係

)
H

「
許
可
証
書
換

え
小
請
咋
」

。

別
記
犠
式
第
八
号

(
第
寸
七
条
闘

係
)
H
「
変
一
史
ぷ
認
申
請
九
」
。

別
記
様
式
第
九
号

(第
十
八
条
関

係
)

H
「
変
更
届
出
書
」。

別
記
様
式
第
十
号
(
第
二
十
条
関

係
)

H
「
返
納
理
由
書
」

。

別
記
様
式
第
十

一
号
(
第
三
十
四

粂
関
係
)
H
「管
照
省
議
何
通
知
書
」
。

別
記
同
悼
式
第
十
二
号
(
第
三

1
四

条
附
係

)
H

「
全
議
申
込
品
川
口
」

。

別
記
様
式
部
ト
三
号
(
第
三
十
民

粂
附
係
)
か
ら
別
芯
様
式
第
十
七
号

(都
内
卜
開
条
聞
係
)
ま
で
は
、
す

べ
て

「
風
俗
開
通
営
業
等
」
に
係
わ

る
も
の
。
う
ち
別
認
様
式
第
十
七
円
す

の
み
が
、

「
深
伎
に
お
け
る
.
禍
矧
提

供
飲
食
山
営
業
営
業
開
始
届
出
れM
」

と
な
っ
て
い
る
。

glJ Iè級王~"3号 (!s9条関係)
別配舗式陣6"!-(MI3島関係}

• • 
号第

証可牛
E-=-円H業風俗営

氏名又は名称、

営業所の所在地

営業所の名称

管
理
者
識
習
は
、
そ
の
種
別
に
応

じ
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
た
議
習
計

画
に
基
づ
き
、
教
本・
、
視
聴
覚
教
材

等
必
要
な
教
材
を
用
い
る
方
法
に
よ

り
行
う
も
の
と
す
る
。

(管
理
者
講
習
の
通
知
等
)

第
三
十
四
条

公
安
委
員
会
は
、
管
即
日

私
台
地
何
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、

当
該
作
製
右
端
仰
の
実
地
チ
定
期
H

の
三
十
日
前
ま
で
に
、
当
ぷ
州
U
附
川
右

端
仰
を
行
お
う
と
す
る
管
瑚
省
に
係

る
胤
俗
常
業
者
に
、
別
記
凶
悼
式
第
十

一
号
の
作
以
私
利
減
訓
門
辿
知
刊
に
よ
リ

通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

2

前
r瓜
の
官
四
者
講
料
泌
知
占
に
係

る
胤
併
品
川
内
業
者
は
、
当
該
実
施
予
定

期
日
の
十
H
UM
ま
で
に
、
当
該
管
理

者
の
選
任
に
係
る
営
業
所
の
所
在
地

の
所
轄
轡
察
署
長
を
経
由
し
て
、
当

該
公
安
委
員
会
に
、
受
講
申
込
書
又

は
当
該
管
理
者
講
習
を
受
講
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
い
旨
及
び
そ
の
理
由

を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

3

公
安
委
員
会
は
、
管
期
半
利
減
料
を

交
減
し
た
者
に
対
し
、
受
講
証
明
代
u

を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

4

第

二
瓜
の
長
議
中
込
A
及
び
前
瓜

の
長
川
説
明
代H
の
川
仰
い
A
は
、
別
記
同
悼

式
部
卜
二
号
の
と
れ
ね
り
と
す
る
。

第
三
十
五
条
か
ら
第
四
十
五
条

(
略
)

(
従
業
者
名
簿
の
備
付
け
の
方
法
)

第
四
十
六
条

法
第
三
十
六
条
に
規
定

す
る
風
俗
営
業
省
等
は
、

当
該
従
業

お
が
退
峨
し
た
後
に
お
い
て
も
、
そ

の
退
職
し
た
白
か
ら
三
年
聞
は
、
そ

の
者
に
係
る
従
業
者
名
簿
を
備
、
え
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

(
略
)

4 

その1 綱同量.s理a -aSF守月可白

-1号 調医鈴- 可e 

E午 可 申 1育 書

風俗営a等的規制及び織務の温正化槽に閲する法律第5条第1項の

規定によりI'f可をゆ1"します.
年 月 日

公安務員会殿

申I"~の氏名又は名称及び住所

@ 

( .. 内 1)b'位} …................................... .........-_......一一一一一一一日目一一“一
氏名又は名材:

'1'( 』

住 所
{ 局 • 

(J. ? b・'>)
...・H・…・....・………・....・……・~......................u一日・…一司・H・a・・・ーーー..... .

営a所内名4脅か
'1'( 

営業所の所在Jt
《 3 局 • 

風俗宮量的樋別 法第2粂111項11 号町営業

(.... ') It‘'>) -・・・・.・・・・・・・..........................ー・ー................ーー・ー'・・・ー.......ー・.......-・・・ーー・ー・・+
管理者の氏名

守【 } 

管理者向住所
f .Il • 

法そ町人tムに役，あ員aっ同"氏eて()は名、 法人にあっては、 そ の役 員 同住所

篭代聖
-・・・・・・・・・・・・・.. 

ー..................... 

-・・・・・4酔a・・・・・..・・.....

.-…ー・・..一一一-

JU!.式112号{陣u.関蝿}
その2(C 1 (法第2粂111羽118号町営al

盛物的機遺

情嘗踊物析的内位向置

官 客 西匡 数 話E営業所の床面積 Eが

客車内揖 書官車内 m' 柑• F車両側 f者回検 耐 討
岨

所

照明依{岨
グ3

t韓 'l'I'JlltIt備

il・~

及
防普段備

ぴ
区 分 テーブル型 その他的M 針

n 
管重量法墜 スロットマシン等 台 台 s 

係書テレビゲーム機 台 4ロ. 台
備

るー 7')ッパーゲーム機 品目 dロh 台

の 遊技f文g ルーレット台等 d日命 台 台|

'匠 訟号 その他町通E投u偏 台 台
錦町

要 It 台 ムロ ムロ

そ の 他

割反 』風俗営重量的4量級

職 事邑 '昆
調瞬間時申舗の荷無 ①有 ③ 無 温暖 受理嘗務署長

現 年 Jl 日

条 年月 目

件 年月 日
一一

f街.JJ

l 淡nH倒には、，!己似しないこと .

2 その 2( A )lま法都 2条第]!質第 l号から第6号までのいずれ

かの'i:¥'ffについてJ干"fをrl( 泌する場合に、その 2(B)lil函)ffi iiI 
7り・の'i:j'~起について，f干 ，，[ を 申請する場介に、その 2 (C)li同Jl'i

3183j-の'f:¥'1iについてA可を 1(.1請する犠合に、その 3Ji 1百)lJii第

7 I止め'汚染のうち法tn4粂第 3J買に占比定する営業 (例、 Jj.'ちん

こM) について，:~， ，，[を 111，1，'1する場合に使用すること。

3 r ill物の.l，YI!1lJ 側には、木iû:~E臣にあっては.>ji'~X Jまニ|滑姶

‘争の))1)を.本iiI以外の'ぷt'fiにあっては鋭、'J'l'鉄筋コンクリート.irL、

鉄筋コンクり ー トj章、鉄fii主!fI.ぴれんが、コンクリートプロ ッ

クjtiの日IL-Il'.ひ'に1，軒続(J也1，野を含む。)}!I)を記載すること。

4 r ill物l付の?1・ ~j析の iL7;;11 J 側には、営業下斤の{立lUする1;野草1)&

ぴ当.t主1;持の1ttllS又{;t-古1¥の{即日の}jl)を記載すること。

5 r !!I\1別，Ilti~ìJ I閣には、!照明設備のIUI[、仕隊、 J正数、設i丘位

iRWをI:CtI&tするニと.

6 rI竹中‘没備 l削には、 i庁符故障誌の他紙、仕様、台数、誌記i位

i五万事をIlt!-1&するニと
7 r防f干な偏J I問にI阜、防音・設備の縫鋭、仕隊等を記4遣するニ

と.
8 rそのftT.J 欄には、出入uの数、附仕切りの位置及び数、 遺産

飾その他のぷ{舗の概JJ:!~を記載すること.

9 法td2df::第 1J)'iii!6号の営業にあっては、その 2(A)の r各

符市のほl耐依 {うちダンスのIIHこ供する滞分の床面依)J備には、

各存帽のほI{(IItlをJd峨すること.

10 その 2(B)の rその他のi盛校i設備Jm:Jには、まあじゃん台及

ぴW1lI4粂tn3Jl'iにjJl.AZする営業に係る遊技後以外のi笠校設備

について‘その刊紙、別式投ぴ台数を記載すること 。

1 1 その 2(C)の 「スロ y トマンン等」側には、スロットマシン

のほか、メダルゲーム機について記織するニと。

は その 3の r(Iu巧J1附には、祈ALか中山品かの号IJを3e械するこ

と.

13 /9i定の側にJU1|在し仰ないときは、日1)紙に記載の上、これをip

i寸すること。

14 用紙の人-きさは、 H4>:工業.mrf'lB 5とする こと 。

(
編
集
部
註
)

「
新
風
営
法
」
に

基
づ
く
総
理
府
令
、

国
家
公
安
委
員
会

規
則
の
全
部
を
拘
峨
す
る
こ
と
は
、
①

紙
数
の
都
合
上
あ
ま
り
に
ぼ
う
大
で
あ

る
こ
と
、
②
し
か
し
法
他
行
を
い
巴
別
に

使
え
て
お
り
緊
急
を
.
裂
す
る
こ
と
ー

ー

か
ら
、
「
八
日
ヴ
材
業
」
に
附
す
る
部
分

に
絞
っ
て

H

抄
斜
。
に
し
て
お
い
た
。

『
少
年
指
導
員
規
則
」

(
昭
和
ぃ
ハ
ト

何
十
川
家
公
安
安
以
会
脱
川
第
ニ
ハゲ
)
、

「風
俗
環
境
浄
化
協
会
に
関
す
る
規
則
」

(
阿
第
三
号
)
は
省
略

• 

• 

• 

• 

• 

• 

風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律
第 2条第 1項第 号の営業( )を営むことを

許可する。

1.:Jl':1 |4 号| 14241 

許可証書換え申情書

風俗世議等円規制酒Lぴ..務的適正化等「関する法律M7.l'!5潮
..1.，，"，' W 1"""-'" M 9 • M‘桐

規定によリ貯可鉦の禽換えを申I闘します.

年 月 日

公安祭員会蹴
中繍省内氏名又11名称且ぴ住所

@ 

【』ι'1.同'<， ".・e・・ーー・・......ーー・・・・・・'・・ー..・.・...........ー・...................... ............... ...... ...‘. .... ... ........ ...‘ 

氏名文11名詠

'1'( 

住 所
《 . ‘ • 

華人(Jに』あ吻っがτ信》u. H ・.........・・・・・・・・・・・・e・......-・.".“......... ........._. ...・.........，. ，..........."目白骨骨.‘・・........ .... 

~的問費者舟氏名

(Jo. 'J *'.t) 山由輔ι・・・且..~.叩山田輔.....・H・"・・・・・・ ......山市.......__....・..................・_..............一日

営業所内名紘

〒《 3 
営業所的所在地

t Q • 
風俗嘗案内種別 法第2量購1項1II 号の官.. 

Z干可年月日 年 月 日 E干可.号

相続il<U年月日 隼 月 日

S換え司鮮明

書換えの事由

iIIJt 
1 .印欄にU.・E・Rし命いζt.
2 不安のヲヒ~11 ‘ ..で備すニと .
3 所定の・1.:Ji!・IIA・4甘いl:~ U.捌般にE・Rの.Jo， ζI¥t添付するニt.
4・m・kの犬舎さ11.箇本X..梅 B$とするこt.

固公安委貝会

調U~1II 7. (11115... 111印象聞係}

日

4・考
m・tの大きさl車、日本エ案提絡85とすること.

1.:11':1 1.:号| 14明 |

変 更 泳 ~ 申 精 書

風俗世重量得内線嗣IJlぴ鎌務内適正ft!.fに倒する法律第9条第 111i

{開法11120'"第10項において@刑する噛告を含IJ.)のIJ!定によ リ変更の承zt
をゆ繍します.

年 月 日

公安司書 員 会殿
'1'1両者向氏名又は名紘及び住所

⑮ 

tム守が~) ..........ーー・・，........・帽・.・・・・，....・e・・・・ー・・・....."........ーー........‘・...，.ーー・ー・.........咽.......・..骨骨.......ー・

氏名又11名勝

司~ I 》

住 所
局 • 

tム噌がな〉 -・・・・・・・・・ー…・・・・・・….ー叩 ・…ー..""."，.……..・・・..ー…・・ー..........，・."......・ ..・“"
桂人にあっては.
t町代.骨肉民f，

tム').. I!f' :....・.........，....................叫...........・....，..‘."闘争4・.........-・H ・...............骨骨目骨骨争............

宮..~崎町名跡

'1' ( 》

嘗..扇町所在処
3 .. • 

風俗官.何世直網 法112'dl'll項郷 号同省禽

Z守可年月日 早 月 日 Z干可 番号

'時 IB 

~ 

頁

司幅

項

毒事由

月

備勾

1 I民印割に1t.1i!・lt. ~旨いζ と .

• 111定例・にIi!.~'・4訟いと.， u. . 制・l~li!.の，t， ζ仇 till付するこ t.
3 m・院の犬舎~U; . B・ェ..‘・・8Hずるこt.

年

調記械式1118.世 1・171長園緑}

.考
1 ・R印.にU. ・t・ ~f，tぃ ζ t.
2 '・aの何処人同省・・a圃U.・・守tl.文字tOで園むζt.
3 11・a骨*.~U、 a・X.."05とするζt .

1・2nf| i・2号|

家 Jf! 届 出 害

風俗世..等内.ll!1匹IJlぴ.務町適正化等1=附する法律 鰍9"'.時3lTilll号... '''11' g (，;1;1. MU¥凱3咽112ザ
{問法鵬却員長問10唄に釘いて俄用する噛骨を含む.)円規定により届出をします.

sr- 月 日

公安笹貝金級
脇山者向氏名又11名鞘:&.ぴ住所

@ 

tふ唖 a・，，} -・・・..........，....・a・"，・.........，.....".........・..........，，，.‘...........ー・........ ......... ..."ド・........ 

氏名又は名林

'1'( 》

住 所
《 》 轟轟 • 

tふ司'"~) ーー・・....ーー・.......司・.....................ー・・ーー・ー................. ..........ー'ーー・・・.......ドー・・4・ー・・・・・・"‘・合唱'ーー・・.
証人に，うって1:. れ
t司代表世両氏

tふ，*' 4" 日目....叫H・H ・.........._...朝日"• .......................一一.. 一一H 日目司市山山町田町一日日日_...

世.所同名.

守《
官.所内所在鎗

《 亀 .， 

凪俗曾賓の舗網 法112~量 111 項lfI 号の官.. 

Z守可年 月日 ~ 月 日 E干可 書 号

夜更年月日

'ー

l日.， 
lf! 

司匝

項

産事由

."t 
1 .師舗に11.ltaしないニt.
z rt:R.調~.・"勺いて1.1. .・E・nuご&に<<I>~て配・a寸るζ t.
3 不債の文字11.・.司NWすζt.
・断定の・・~Ii!・ 1..，，"旨い t .". ".".己a.弓.t..こ1¥tfllllすること.
s ，...の大.."， B思z・.t118H す‘ると.

割記録Jtlllt<t(1111"民間保}

、、



(14) 者号主純郵便物誌、可ゲームマシン第254号1985年2月15日
第三種郵便物認可ゲームマシン第254号1985年2月15日、、.，，

p
h
d
 

-，，.、、

(
静
岡
県
)
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

(昭
和
主
十
九
年
十
二
月
二
十
凶
日

(
趣
旨
)

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
風
俗
営
業
等

の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律

(昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
二
十
二
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。)

の
規
定
に
基
づ
き
、
風
俗
営
業
の
許

可
に
係
る
営
業
制
限
地
域
等
に
つ
い

て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(
滞
納
に
係
る
娯
楽
施
設
利
用
税
に

つ
い
て
の
特
別
の
事
情
)

第
二
条

法
第
三
条
第
四
項
の
条
例
で

定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

滞
納
に
係
る
娯
楽
施
設
利
用
佼
に
つ

い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

地
均
税
法

(昭
和
二
十
五
年
法

律
第
二
百
二
十
六
号
)
第
十
五
条

の
規
定
に
よ
り
徴
収
を
猶
予
さ
れ

て
い
る
場
合

二
地
方
税
法
第
十
止
条
の
五
の
胤

定
に
よ
り
滞
納
処
分
に
よ
る
財
産

の
換
価
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
場
合

三
地
方
税
法
第
十
五
条
の
七
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
滞
納
処
分
の
執

行
を
停
止
さ
れ
て
い
る
場
合

(
風
俗
営
業
の
許
可
に
係
る
営
業
制

限
地
域
)

第
三
条

法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
の

条
例
で
定
め
る
地
域
は
、
次
に
掲
げ

る
地
域
と
す
る
。

一
都
市
計
画
法
(
昭
和
四
十
三
年

法
律
第
百
号
)
第
八
条
第
一
項
第

一
号
の
第
一
一
般
住
居
専
用
地
域
、

第
二
種
住
居
専
用
地
域
及
び
住
刊
行

地
域
で
、
公
安
委
員
会
胤
則
で
定

め
る
地
峨
を
除
く
地
域

ニ

前
号
に
掲
げ
る
地
域
以
外
の
地

城
の
う
ち
、
住
居
が
多
数
集
合
し

• • 

斗ハ

法

第
二
条
第
一
項
第
七
号
に
規

定
す
る
営
業

(ま
あ
じ
ゃ
ん
屋
を

除
く
。)

ア
営
業
所
の
日
ん
や
す
い
所
に
、

賞
口
聞
の
提
供
方
法
を
指
示
す
る

こ
と
。

イ
賞
口
間
引
換
券
、
遊
技
球
世
帯

a

引

換
券
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も

の
を
客
に
提
供
し
、
又
は
さ
せ

な
い
こ
と
。

ウ
容
に
提
供
し
た
賞
品
を
買
い

取
ら
せ
な
い
こ
と
。

エ
そ
の
他
箸
し
く
射
幸
心
を
そ

そ
る
よ
う
な
行
為
を
し
、
又
は

さ
せ
な
い
こ
と
。

七

法

第

二
条
第

一
頑
第
七
号
に
税

定
す
る
営
業
(
ま
あ
じ
ゃ
ん
屋
に

限
る
。)
及
び
問
項
第
八
号
に
規
定

す
る
営
業

著
し
く
射
幸
心
を
そ
そ
る
よ
、
つ

な
行
為
を
し
、
又
は
さ
せ
な
い
こ

〉」
。

(
法
第
二
条
第
一
項
第
八
号
の
営
業

に
係
る
営
業
所
へ
の
年
少
者
の
立
入
り

の
制
限
)

第
十
条

法
第
二
十
二
条
第
四
号
の
条

例
で
定
め
る
年
齢
は
、
十
六
歳
と
し
、

同
号
の
条
例
で
定
め
る
時
は
、
午
後

六
時
と
す
る
。

(
風
俗
関
連
営
業
の
禁
止
区
域
の
基

準
と
な
る
施
設
)

第
十
一
条

法
第
二
十
八
条
第
一
項
の

条
例
で
定
め
る
施
設
は
、
病
院
等
と

す
る
。

(
風
俗
関
連
営
業
の
禁
止
地
域
)

第
十
二
条

風
俗
関
連
営
業
は
、
次
の

各
出
す
に
定
め
る
営
業
の
磁
鎖
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
地
械

に
お
い
て
は
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

一
法
第
二
条
第
四
填
第
一
号
に
規

定
す
る
営
業
別
表
第

一
に
掲
げ

る
地
域

二
法
第
二
条
第
四
項
第
二
号
に
規

定
す
る
営
業
別
表
第
二
に
掲
げ

る
地
域

三

法
第
二
条
第
凶
項
第
三
号
に
規

定
す
る
営
業
の
う
ち
、
個
室
に
自

動
単
の
い
車
庫
が
個
々
に
桜
統
す
る

施
設
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
構

造
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

を
・有
す
る
施
設
を
設
け
て
営
む
営

業

別

表

第

一
に
掲
げ
る
地
域

ア

個

室
に
接
続
す
る
車
庫
(
二

静
岡
県
条
例
第
凶
十
問
号
)

て
お
り
、
住
居
以
外
の
用
途
に
供

さ
れ
る
土
地
が
少
な
い
地
域
と
し

て
公
安
委
員
会
総
則
で
定
め
る
地

域
三

次
に
ぬ
げ
る
施
設
の
敷
地

(当

該
地
訟
の
問
に
供
す
る
も
の
と
決

定
し
た
土
地
を
含
む
。)
の
周
囲
百

メ
ー
ト
ル

(公
安
委
員
会
規
則
で

定
め
る
地
域
に
お
い
て
は
、
五
十

メ
ー
ト
ル
)
の
区
域
内
の
地
域

ア
宵
公
庁
施
設
の
建
設
等
に
閥

す
る
法
律
(
昭
和
二
十
六
年
法

律
第
百
八
ト

一
号
)
第
二
条
第

四
項
に
規
定
す
る

一
団
地
の
官

公
庁
施
設

イ
学
校
教
育
法
(
昭
和
二
卜
二

年
法
律
第
二
十
六
号
)
第
一
条

に
規
定
す
る
学
校

ウ

図

書

館

法

(昭
和
二
十
五
年

法
律
第
百
十
八
回
す
)
第
二
条
第

一
一泊
(
に
規
定
す
る
図
書
館

エ

児

童
福
祉
法
(
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
百
六
十
四
号
)
第
七

条
に
規
a

泌
す
る
児
背
一
福
祉
施
設

オ

医

療

法

(昭
和
二
十
三
年
法

律
第
二
百
五
号
)
第

一
条
第
一

項
に
脱
走
す
る
病
院
又
は
同
条

第
二
項
に
間
判
定
す
る
診
療
所
の

う
ち
患
者
の
収
容
施
設
を
有
す

る
も
の

(以
下

「病
院
等
」
と

い、っ
。)

2

次
に
崎
げ
る
営
業
所
に
つ
い
て
は
、

前
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

一

点
佐
伯
態
と
し
て
移
動
す
る
営
業
所

二

三

月
以
内
の
期
間
を
限
っ
て
設

け
ら
れ
た
営
業
所
で
あ
っ
て
、
公

安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
地
域
内

に
あ
る
も
の

• • 
以
上
の
側
壁

(
カ
ー
テ
ン
、
つ

い
た
て
等
を
含
む
。)
及
び
屋
恨

を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下

同
じ
。)
の
出
入
U
が
一
扉
等
に
よ

っ
て
遮
へ
い
で
き
る
構
造

イ
事
臨
時
の
内
部
か
ら
個
室
に
通

ず
る
専
用
の
人
の
出
入
口
又
は

階
段
若
し
く
は
昇
降
機
が
設
け

ら
れ
て
い
る
構
造

ウ
倒
室
と
車
臨
時
と
が
専
用
の
通

路
に
よ
っ
て
接
続
し
て
い
る
構

造
に
あ
っ
て
は
、
当
該
通
路
の

内
部
が
外
部
か
ら
見
え
な
い
も

の

四

法

第

二

条
第
問
項
第
三
号
に
規

定
す
る
営
業
の
う
ち
、
令
第
三
条

第
二
雨
明
の
構
造
を
有
す
る
施
設
を

設
け
て
営
む
営
業
(
前
回
す
に
掲
げ

る
常
業
を
除
く
。)

別
表
第
三
に

掲
げ
る
地
域

r-法
第
二
条
第
四
項
第
三回す
に
規

定
す
る
営
業
(
前
二
号
に
渇
げ
る

営
業
を
除
く
。)

別
表
第
四
に
掲

げ
る
地
域

六

法
第
二
条
第
四
項
第
四
回
す
に
規

定
す
る
営
業

別
表
第
二
に
掲
げ

る
地
域

七

法

第

二
条
第
四
項
第
五
回
す
に
規

定
す
る
営
業
別
表
第
一
に
掲
げ

る
地
域

(
風
俗
関
連
営
業
の
営
業
時
間
の
制

限
)

第
十
三
条

法
第
二
十
八
条
第
凶
項
に

規
定
す
る
風
俗
関
連
営
業
を
営
む
者

は
、
県
内
の
す
べ
て
の
地
域
に
お
い

て
、
午
前
零
時
か
ら
日
出
時
ま
で
の

時
聞
は
、
そ
の
営
業
を
営
ん
で
は
な

ら
な
い
。

(
深
夜
に
お
け
る
飲
食
腐
営
業
の
騒

音
及
び
振
動
の
規
制
数
値
)

第
十
四
条

法
第
三
十
二
条
第
二
演
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
の
条

例
で
定
め
る
騒
音
に
係
る
数
値
は
、

第
六
条
第
一
項
の
表
の
左
欄
に
掲
げ

る
地
域
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
間
表
の

右
側
に
掲
げ
る
深
夜
に
係
る
数
値
と

す
る
。

2

法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
五
条
の
条
例
で
定

め
る
振
動
に
係
る
数
値
は
、
五
十
五

デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

(
深
夜
に
お
け
る
酒
類
提
供
飲
食
庖

営
業
の
禁
止
地
域
)

三
旅
館
業
(
旅
館
業
法

(昭
初
二

十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
)
第

二
条
第

一一
政
に
規
定
す
る
旅
館
業

を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
の
地
設
そ

の
他
の
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め

る
施
設
内
に
設
け
ら
れ
た
公
安
委

員
会
胤
則
で
定
め
る
風
俗
営
業
の

持
郊
の
営
業
所
で
あ
っ
て
、
当
該

風
俗
営
業
の
税
制
州
、
態
機
そ
の
他

の
事
情
に
応
じ
て
公
安
委
員
会
規

則
で
定
め
る
地
威
内
に
あ
る
も
の

(
営
業
時
間
の
制
限
の
特
例
)

第
四
条

法
第
十
三
条
第

一
項
の
習
俗

的
行
事
そ
の
他
の
特
別
な
事
情
の
あ

る
日
と
し
て
条
例
で
定
め
る
日
は、

次
に
拘
げ
る
日
と
す
る
。

一

十

二
月

一
日
か
ら
翌
年
の
一
月

八
日
ま
で
の
日

二

前
回す
に
拘
げ
る
H
の
ほ
か
、
公

安
委
員
会
川
崎
則
で
定
め
る
日

2

法
第
十
三
条
第

一
項
の
条
例
で
定

め
る
時
は
、
午
前

一
時
と
す
る
。

第
五
条

法
第
二
条
第

一
項
第
七
号
に

規
定
す
る
営
業

(ぱ
ち
ん
こ
展
段
び

風
俗
営
業
紘
一寸
の
川
崎
制
及
び
業
務
の
適

正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

(昭

和
一九
十
九
年
政
令
第
三
百
十
九
号
。

以
下
「
令
」
と
い
う
。)
第
七
条
に
規

定
す
る
営
業
に
限
る
。)
を
営
む
風
俗

営
業
者
は
、
公
安
安
員
会
総
則
で
定

め
る
地
織
に
お
い
て
、
日
出
時
か
ら

午
前
九
時
ま
で
の
時
間
及
び
午
後
十

一
時
か
ら
朝
日
の
午
前
本
時

(前
条

第

一
一墳
に
削
判
定
す
る
日
に
あ
っ
て
は
、

午
前

一
時
)
ま
で
の
時
間
に
お
い
て

そ
の
営
業
を
営
ん
で
は
な
ら
な

づ

(
風
俗
営
業
の
騒
音
忍
び
振
動
の
規

制
数
値
)

第
六
条

法
第
寸
h
条
の
条
例
で
定
め

る
騒
目4日
に
係
る
数
値
は
、
次
の
表
の

左
側
に
仰
向
げ
る
地
域
ご
と
に
、
同
表

の
右
側
に
絡
げ
る
時
聞
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
に
偽
げ
る
数
値

と
す
る
。
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第
十
五
条

法
第
三
十
三
条
第

一一
墳
に

規
定
す
る
渦
矧
提
供
飲
食
宿
営
業
を

営
む
者
は
、
第
三
条
第
一
項
第

一
号

及
び
第
二
号
に
定
め
る
地
域
に
お
い

て
は
、
深
伎
に
お
い
て
、

を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

附

則

(略
)

別
表
第
一
、
第
二
、

そ
の
営
業

第
四

(略
)

第
三
、

岐
車
県
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

(
昭
初
五
十
九
年
ト
二
月
二

l
六
日

岐
阜
県
条
例
第
三
卜
三
号
)

(趣
旨
)

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
風
格
営
業
等

の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
(
昭
和
一一
卜
三
年
法
律
第

百
二
卜
二
号
。
以
下
「法
」
と
い
う
=)

の
随
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

(
風
俗
営
業
の
許
可
の
更
新
に
係
る

特
別
の
事
情
)

第
二
条

法
第
三
条
第
四
項
の
粂
例
で

定
め
る
特
別
の
が
情
が
あ
る
場
合
は
、

地
万
税
法
(
昭
和
二
十
立
年
法
律
第

二
百
二
十
六
日
ザ
)
第
ト
五
粂
第
一

項

の
規
定
に
よ
る
徴
収
備
予
を
受
け
て

い
る
場
合
と
す
る
。

(
風
俗
営
業
の
許
可
に
係
る
営
業
の

制
限
地
域
)

第
三
条

法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
の

条
例
て
定
め
る
地
域
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
都
市
計
画
法
(
昭
和
問
十
三
年

法
律
第

M
Mゲ
)
第
八
条
第
一
項
第

一
号
に
脱
走
す
る
第
一
一
純
住
居
専

用
地
域
及
び
第
二
縄
住
肘
#
用
地

成
並
び
に
住
屑
地
域
(
駅
の
周
辺

そ
の
他
商
業
の
朋
途
に
供
さ
れ
る

地
域
で
人
が
多
数
往
米
す
る
等
特

別
の
事
情
が
あ
る
も
の
と
認
め
て

公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
地
域
を

除
く
。)

ニ

第
六
条
第
一

一岐
に
規
定
す
る
第

一
種
区
域
及
び
第
二
秘
区
域
の
う

ち
、
公
安
委
員
会
が
善
良
の
風
俗

若
し
く
は
清
浄
な
風
情
環
境
を
害

し
、
又
は
少
年
の
健
全
な
育
成
に

隊
官
官
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と

認
め
て
特
に
指
定
す
る
地
域

三
学
校
教
育
法
(
昭
和
二
寸
二
年

法
律
第
二
十
六
号
)
第
一
条
に
規

定
す
る
学
校
、
医
療
法
(
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
)
第
一

条
第
一
一
項
に
規
定
す
る
病
院
若
し

く
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
患

省
の
収
容
嶋
設
を
'有
す
る
診
療
所
、

図
書
館
法
(
昭
初
二
十
五
年
法
律

第
百
十
八
号
)
第
二
条
第

一
項
に

規
定
す
る
図
書
館
又
は
児
童
福
祉

法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六

十
四
号
)
第
三
十
九
条
第

一
項
に

規
定
す
る
保
育
所
(
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
「
対
象
砲
設
」
と

い
う
。)

の
数
地
(
こ
れ
ら
の
胤
に
供
す
る

も
の
と
決
定
し
た
土
地
を
含
む
。)

の
周
閤
百
メ
ー
ト
ル
(
対
象
地
設

が同州
市
計
画
法
第
八
条
第

一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
商
業
地
域
内
に

あ
る
と
き
は
、
丘
十
メ
ー
ト
ル
)

の
区
域
内

2

前
墳
の
規
定
は
、
法
第
三
条
第
一

市恨
の
許
可
の
申
消
に
係
る
営
業
が
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
、
適
用
し
な
い
。

一

都
市
計
画
法
施
行
令
(
昭
如
四

十
四
年
政
令
第
百
五
十
八
号
)
第

三
条
第
五
号
に
規
定
す
る
観
光
地

区
内
に
お
い
て
旅
館
業
法
(
昭
和

二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
)

第
二
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規

定
す
る
旅
館
業
を
営
む
者
が
、
当

該
旅
館
業
の
施
設
を
用
い
て
風
俗

営
業

(法
第
二
条
第
一
項
の
風
俗

営
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
を
営

む
場
合

(ぱ
ち
ん
こ
屋
等

(岡市明

第
七
回
す
の
営
業
の
う
ち
、
ま
あ
じ

ゃ
ん
麗
以
外
の
営
業
を
い
う
。
以

下
同
じ
。)
を
営
む
場
合
を
除
く
。)

二

一
時
的
な
設
備
を
設
け
、
三
月

以
内
の
期
間
を
限
っ
て
ば
ち
ん
こ

屋
等
を
営
む
場
合

三
営
業
の
場
所
が
常
態
と
し
て
移

動
す
る
風
俗
営
業
を
営
む
相
場
合

四
営
業
の
場
所
が
別
表
第
一
に
掲

備
考一

「

畳
間
」

二

「

夜
間
」

三

「

深
夜
」

計
吋
ト
レ
。

と
は
、

と
は
、

と
は
、

H
出
時
か
ら
日
没
時
ま
で
の
時
間
を
い
う
。

日
没
時
か
ら
翌
日
の
午
前
零
時
ま
で
の
時
間
を
い
う
。

午
前
議
時
か
ら
日
山
山
崎
ま
で
の
時
間
を
い
う
。
以
下

2

法
第
十
ム
五
条
の
条
例
で
定
め
る
桜

動
に
係
る
数
値
は
、
瓦
十
五
デ
シ
ベ

ル
と
す
る
。

(
手
数
料
の
納
付
方
法
)

第
七
条

法
第
二
ト
条
第
八
項
及
び
第

凶
十
三
条
に
規
定
す
る
手
数
料
は
、

的
附
県
収
入
坑
紙
に
よ
り
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2

既
に
納
付
し
た
手
数
料
は
、
泣
付

し
な
い
。

(
一
般
遵
守
事
項
)

第
八
条

風
俗
営
業
者
は
、
次
に
叫
げ

る
率
一演
を
{
寸
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

営
業
所
で
'
却
わ
い
な
行
為
そ
の

他
善
良
の
風
俗
を
章一
回
す
る
行
為
を

し
、
又
は
さ
せ
な
い
こ
と
。

二

営
業
用
施
設

(当
該
施
設
を
旅

館
業
の
施
設
と
兼
用
す
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
通
常
客
の
宿
泊
に
供

さ
れ
る
部
分
を
除
く
。)
に
客
を
就

忠
さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
な
い
こ

井、

三
客
の
求
め
な
い
飲
食
物
を
縫
供

し
、
又
は
さ
せ
な
い
こ
と
。

同

法

第

二
条
第
一
項
第

一
号
、
第

こ
す
及
び
第
三
号
に
脱
忘
す
る
営

裟
の
ほ
か
は
、
シ
ョ
ウ
そ
の
他
興

行
の
頒
を
し
、

X
は
さ
せ
な
い
こ

、y
」。

五

営
業
所
以
外
の
場
所
で
営
業
行

為
を
し
、
又
は
さ
せ
な
い
こ
と
。

六
営
業
中
正
当
な
理
由
が
あ
っ
て

客
に
蘭
会
等
を
求
め
る
者
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
取
次
ぎ
を
拒
み
、

若
し
く
は
出
入
り
を
妨
げ
る
よ
う

な
行
為
を
し
、
又
は
さ
せ
な
い
こ

、と
。

七
普
良
の
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
答
装
を
し
、
又
は
さ
せ
な

い
こ
と
。

八
営
業
中
は
営
業
所
の
出
入
口
文

は
客
室
に
か
ぎ
を
か
け
、
又
は
か

け
さ
せ
な
い
こ
と
。

九

営

業
所
で
風
俗
関
連
営
業
を
営

み
、
又
は
営
ま
せ
な
い
こ
と
。

• • 
げ
る
地
域
に
あ
る
場
合

(
風
俗
営
業
の
営
業
時
間
の
制
限
の

特
例
)

第
四
条

法
第
十
三
条
第
一

一項
の
条
例

で
定
め
る
日
は
、
次
の
各
号
に
拘
げ

る
と
お
り
と
し
、
そ
の
定
め
る
時
は
、

当
該
定
め
る
日
の
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り

と
す
る
。

一

十
二
月
二
十
一
日
か
ら
理
年
の

一
月
卜
日
ま
で
の
聞
に
お
い
て
公

安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
午

前

一
時

二

祭
礼
そ
の
他
特
別
の
行
事
の
行

わ
れ
る
日
と
し
て
公
安
委
員
会
規

則
で
地
械
を
限
っ
て
定
め
る
日

公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時

(
ぱ
ち
ん
-
}
屋
等
の
営
業
時
間
の
制

限
)

I也

域

一

住
居
集
合
地
減
そ
の
他

の
地
域
て
、
良
好
な
風
俗

環
岐
を
保
全
す
る
た
め
、

特
に
い
的
胞
を
保
持
す
る
必

要
が
あ
る
も
の

第

一
一例

区
域

第
二
位

区
域

ニ

尚
病
の
集
合
し
て
い
る

地
域
そ
の
他
の
地
域
で
、

当
該
地
域
に
お
け
る
風
俗

環
境
を
悪
化
さ
せ
な
い
た

め
、
活
し
い
騒
音
の
発
生

を
防
け
す
る
必
要
が
あ
る

も
の

第
三
純

区
域

第
凶
M
刊

亙
城

三

一
日以
び
ニ
に
掲
げ
る
地
被
以
外
の

地
域

十
立
デ
シ
ベ

ル
)

十
前
各
回
す
に
矧
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

公
安
委
員
会
胤
則
で
定
め
る
事
項

(
業
種
に
よ
る
特
別
遵
守
事
項
)

第
九
条

風
俗
常
業
者
は
、
前
条
の
胤

定
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
営
業
の
純
級

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
事

項
を
山
す
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
二
条
第

一一
瓜
第

一
回す
に
規

定
す
る
営
業

他
人
に
営
業
所
を
貸
し
て
ダ
ン

スパ

ー
テ
ィ

X
は
ダ
ン
ス
競
技
会

を
さ
せ
な
い
こ
と
。

二

法
第
二
粂
第

一
項
第
三
号
に
規

定
す
る
営
業

ア
他
人
に
営
業
所
を
貸
し
て
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
X
は
ダ
ン
ス
競

技
会
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

イ
答
の
媛
待
券
』
し
、
又
は
さ
せ

な
い
こ
と
。

三

法

第

二
粂
第

一
頃
第
凶
号
に
規

定
す
る
営
業

(次
号
に
掲
げ
る
営

業
を
除
く
。)

ア
他
人
に
営
業
所
を
貸
し
て
ダ

ン
ス
パ

ー
テ
ィ
又
は
ダ
ン
ス
競

技
会
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

イ
営
業
所
に
お
い
て
、
容
に
飲

食
物
を
提
供
し
、
X
は
さ
せ
な

い
こ
と
。
た
だ
し
、
茶
築
制
朋
の

提
供
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

凶

法

第

二
条
第

一
一
項
第
四
号
に
規

定
す
る
営
業

(専
ら
谷
に
ダ
ン
ス

を
教
授
す
る
た
め
の
も
の
に
限
る
。

ア
バ
ン
ド
演
奏
の
鰍
を
使
用
し
、

又
は
さ
せ
な
い
こ
と
。

イ
営
業
所
に
お
い
て
、
客
に
欽

食
物
を
提
供
し
、
又
は
さ
せ
な

い
こ
と
。
た
だ
し
、
茶
菓
紛
の

提
供
は
、
こ
の
版
リ
で
な
い
。

ウ
ア
及
び
イ
に
掲
げ
る
も
の
の

ほ
か
、
公
安
委
員
会
規
則
で
定

め
る
事
項

五

法
第
二
条
第

一
段
第
五
号
以
び

第
六回
す
に
規
定
す
る
営
業

客
の
般
待
を
し
、
又
は
さ
せ
な

い
こ
と
。• • 

第
五
条

風
俗
営
業
者

(法
第
二
条
第

二一
成
の
風
俗
営
業
者
を
い
う
。
以
下

同
じ
。)
の
7
ち
ぱ
ち
ん
こ
屋
等
を
営

む
者
は
、
県
内
全
域
に
お
い
て
、
日

出
時
か
ら
午
前
九
時
ま
で
の
時
間
及

び
午
後
十
一
時
か
ら
旬
日
め
午
前
本

時

(当
該
翌
日
が
前
条
各
号
に
掲
げ

る
日
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
時
)
ま
で
の
時

間
に
お
い
て
は
、
そ
の
営
業
を
営
ん

で
は
な
ら
な
い
。

(
風
俗
営
業
に
係
る
騒
音
及
び
娠
動

の
規
制
数
値
)

第
六
条

法
第
十
五
条
の
条
例
で
定
め

る
際
音
に
係
る
数
値
は
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
地
域
ご
と
に
、
同
表

の
下
制
に
絡
げ
る
時
間
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
に
定
め
る
数
値

と
す
る
。数

{直

生ま

夜

}系

州
叫

ー

i
 

山
同

T文

一九
十

デ
シ
ベ
ル

四
十

ん
ア
シ
ベ
ル

川川

1ι'

んア
シ
ベ
ル

五
卜
五

デ
シ
ベ
ル

四
十
五

デ
シ
ベ
ル

デ凶
シ十
べ j工
lレ

テ六
シ十
ノ¥

ノレ

ーム1
1

デ
シ
ベ
ル

ム
十

〔
ア
シ
ベ
ル

六
十
五

デ
シ
ベ
ル

ア六
シ十
-̂'. 

/レ

五
十
i

-
ア
シ
ベ
ル

ア 六
シ十
ノえ

lレ

.4
十
一九

テ
シ
ベ
ル

五
十

デ
シ
ベ
ル

備
t
r
J

一

昼
間
、
夜
間
及
び
深
夜
の
意
義
は
、

ろ
に
よ
る
。

i

昼
間
日
出
時
か
ら
H
没
時
ま
で
の
時
間
を
い
う
。

2

K
奴
間
日
没
時
か
ら
矧
日
の
午
前
零
時
ま
で
の
時
間
を
い
う
。

3

深
夜
午
前
本
時
か
ら
日
山
山
時
ま
で
の
時
間
を
い
う
。
以
下
両

いし
。

ニ

第

一
種
区
域
、
第
二
係
区
域
、
第
三
種
区
域
及
び
第
四
段
区
域
は
、

次
に
掲
げ
る
区
域
と
し
て
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
区
域
と
す
る
。

-

第

一
位
区
域
良
好
な
住
居
の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
特
に

M
W
穏
の
保
持
を
必
要
と
す
る
区
域

2

第
二
磁
区
域
住
居
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
た
め
、
静
穏
の
保

持
を
必
要
と
す
る
区
域

3

第
三
般
区
域
住
居
の
用
に
併
せ
て
商
業
、
工
業
等
の
用
に
供

さ
れ
て
い
る
区
域
で
、
そ
の
区
域
内
の
住
居
の
生
活
環
境
を
保
全

す
る
た
め
、
騒
音
の
発
生
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
こ
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4

第
四
種
区
域
主
と
し
て
工
業
等
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
区
域

で
、
そ
の
区
域
内
の
住
民
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
、

著
し

い
騒
音
の
発
生
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

2

法
第
十
五
条
の
条
例
で
定
め
る
振

動
に
係
る
数
値
は
、
五
十
五
デ
シ
ベ

ル
と
す
る
。

(
風
俗
営
業
者
の
営
業
行
為
の
制
限
)

第
七
条

風
俗
営
業
お
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る

4
.巾
引
を
逃
守
し
な
け
れ
ば

介
?
り
介
ゆ
い

。

一

容
の
ボ
め
な
い
飲
貨
物
を
腿
供

し
な
い
こ
と
。

二

営
業
所
内
に
答
を
枕
取
さ
せ
、

又
は
宿
泊
さ
せ
な
い
こ
と
。

三
営
業
所
で
卑
わ
い
な
行
為
そ
の

他
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
行
為
を

し
、
又
は
答
に
こ
れ
ら
の
行
為
を

さ
せ
な
い
こ
と
。

四
客
の
あ
る
聞
は
、
施
錠
そ
の
他

の
方
法
に
よ
っ
て
営
業
所
の
出
入

口
を
ふ
さ
が
な
い

こ
と
。

2

ぱ
ち
ん
こ
屋
等
を
営
む
風
俗
営
業

者
は
、
前
市
慌
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
が
項
を
遵
守
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

著
し
く
射
事
心
を
そ
そ
る
お
そ

れ
の
あ
る
行
為
を
し
、
又
は
終
に

こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

ニ

終
に
提
供
し
た
抗
日
州
を
以
い
取

ら
せ
な
い
こ
と
。

三

営
業
所
に
お
い
て
容
に
飲
桝
さ

せ
な
い
こ
と
。

凶
競
技
会
そ
の
他
特
別
の
催
し
を

し
な
い
こ
と
。

五
営
業
所
の
見
や
す
い
場
所
に
遊

技
の
方
法
及
び
賞
u
聞
の
提
供
方
法

を
掲
示
す
る
こ
と
。

六
正
当
の
理
由
が
な
く
客
の
入
場

若
し
く
は
遊
技
を
拒
み
、
又
は
制

限
し
な
い
こ
と
。

3

前
項
第

一
号
の
規
定
は
法
第
二
条

第
一
項
第
七
回
す
の
ま
あ
じ
ゃ
ん
屋
を

営
む
風
俗
営
業
お
に
つ
い
て
、
前
項

第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
証
ザ

(遊

技
の
方
法
に
係
る
部
分
に
限
る
。)
の

縦
定
は
法
第
ニ
粂
第

一一
明
輸
出
八
サ
の

営
業
を
営
む
風
俗
営
業
者
に
つ
い

て

機
用
す
る
。

(年
少
者
の
立
入
制
限
に
係
る
年
齢

及
び
時
)

第
八
条

法
第
二
十
二
条
第
問

U
の
粂

例
で
定
め
る
年
齢
は
十
六
ぷ
と
し
、

第三傾郷i援物i!可ゲームマシン第254号1985年2月15日

• • 

そ
の
時
は
午
後
五
時
と
す
る
。

(
風
俗
関
連
営
業
の
禁
止
区
域
に
係

る
条
例
で
定
め
る
施
設
)

第
九
条

法
第
二
十
八
条
第

一一
取
の
粂

例
で
定
め
る
地
設
は
、
次
の
各
号
に

判
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

医
療
法
第

一
条
第

一
項
に
規
定

す
る
病
院
及
び
同
条
第
二
墳
に
測

定
す
る
忠
省
の
収
容
施
設
を
有
す

る
診
療
所

二

次
の
施
設
の
っ
ち
、
そ
の
閥
辺

に
お
け
る
善
良
の
風
俗
若
し
く
は

消
浄
な
風
俗
環
境
を
害
す
る
行
為

又
は
少
年
の
健
全
な
育
成
に
障
害

を
及
ぼ
す
行
為
を
防
止
す
る
必
要

の
あ
る
も
の
と
し
て
公
安
委
員
会

規
則
で
定
め
る
施
設

イ

都

市

公

園
法
(
昭
和
三
十

一

年
法
律
第
七
十
九
号
)
第
二
条

に
規
定
す
る
都
市
公
同

ロ
社
会
教
育
法

(昭
初
二
十
四

年
法
律
第
二
百
七
号
)
第
二
卜

一
条
に
規
定
す
る
公
民
館
及
び

地
万
教
育
行
政
の
組
織
及
び
連

常
に
附
す
る
法
律

(昭
利
三
十

一
年
法
律
部
行
六
十
二
号
)
部

.ニ
ト
粂
に
総
定
す
る
数
行
機
関

(風
俗
関
連
営
業
の
禁
止
地
犠
)

第
十
条

風
俗
閥
述
営
業

(法
第
二
条

都
内
.取
の
風
俗
閥
述
営
業
を
い
う。

以
下
同
じ
。)
の
フ
ち
次
の
各
号
に
掲

げ
る
営
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

に
梢
げ
る
地
域
内
に
お
い
て
は
、
こ

れ
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

一
法
第
二
条
第
四
項
第
一
号
及
び

第
五
号
の
営
業
並
び
に
岡
市
明
第
三

号
の
営
業
の
フ
ち
、
風
俗
営
業
等

の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に

関
す
る
法
律
施
行
令

(昭
和
五
十

九
年
政
令
第
三
百
十
九
号
。
以
下

寸他
行
令
」
と
い
、
7
。)
第
三
条
第

二
項
に
組
定
す
る
地
投

(同
瓜
に

規
定
す
る
脱
退
を
訂
す
る
例
・
添
いを

設
け
る
も
の
の
・ヲ
ち
、
同
刷
会
サ

に
刷
局
定
す
る
市
中
山
仰
の
出
入
口
が
吋州、

シ
ャ
ッ

タ
ー
等
に
よ

っ
て
遮
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
)
を
設

け
て
行
う
営
業
県
内
全
域

一
.
法
第
二
条
第
阿
瓜
第
三
号
の
営

• • 
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2

法
第
十
五
条
の
条
例
で
定
め
る
振

動
に
係
る
数
値
は
、
五
十
五
デ
シ
ベ

ル
と
す
る
。

(
風
俗
営
業
者
の
遵
守
事
項
)

第
八
条

風
俗
営
業
者
は
、
次
に
ぬ
げ

る
事
項
を
進
ん
す
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ww業
所
で
卑
わ
い
な
行
為
若
し

く
は
谷
裟
を
し
、
そ
の
他
必
M
iu

民
の

胤
俗
を
虫
け
す
る
行
為
を
し
、
又
は

終
に
こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ
な
い

こ
》
』。

一一

第254号

従
業
者
か
ら
企
業
に
凶
し
取
引
品

の
い
か
ん
を
附
わ
ず
令
仏
を
徴
し
、

・え
は
従
業
行
め
れ
判
で
特
殊
な
作

装
を
き
せ
な
い
こ
と。

こ

営

業
の
用
に
供
す
る
家
um
又
は

施
設

(旅
館
業
の
許
可
を
交
け
て

い
る
も
の
を
除
く
。)
に
容
を
街
泊

さ
せ
な
い
こ
と
。

四
従
業
者
の
聞
に
お
い
て
売
上
競

争
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

五
答
の
求
め
な
い
飲
食
物
を
提
供

し
な
い
こ
と
。

六
通
常
符
が
自
由
に
出
入
り
し
、

又
は
通
行
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

た
通
路
以
外
の
通
路
に
は
、
立
入

禁
止
の
表
示
を
す
る
と
と
も
に
容

を
立
ち
入
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る

1985年2月15日

-
」
長
」。

七
常
業
中
に
お
い
て
、
併
設
所
及

び
客
室

へ
の
山
人
り
が
附
仰
と
な

る
よ
う
な
地
錠
等
を
し
な
い
こ
と
。

2

法
第
二
粂
第

一
取
第
七
号

X
は
郎

八
号
の
営
業
を
営
む
者
は
、
州
市
制
各

号
に
掲
げ
る
い
阜
市
恨
の
ほ
か
、
次
に
掲

げ
る
ギ
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら

介。

b

。

、‘，，，司，，l
 

，，E
‘、

一

著
し
く
射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ

れ
が
あ
る
方
法
で
営
業
し
な
い
こ

〉」
。

こ
と
博
そ
の
他
著
し
く
射
幸
心
を

そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
、

X
は
容
に
こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ

な
い
こ
と
】

三

名

峰

の
い
か
ん
を
問
わ
ず
終
に

賞
品
以
外
の
物
日
間
を
提
供
し
な
い

こ
ト
」。

凶

部

J

一幹引
の
行
為
に
よ
り
勝
敗
メ

は
抗
日
川
の
得
失
を
定
め
な
い
こ
と
。

尺

常

業
所
(
ぱ
ち
ん
こ
民
に
限
る
)

に
お
い

て
存
に
飲
.納
さ
せ
な
い

こ

し
乙
。

L

ハ

容

に
鋭
供
し
た
抗
日
山
を
他
人
に

買
い
取
ら
せ
な
い
こ
と
。

(
年
少
者
の
立
入
り
の
制
限
)

第
九
条

法
第
二
十
二
条
第
四
回す
の
条

例
で
定
め
る
年
紛
は
十
六
歳
と
し
、

そ
の
定
め
る
時
は
日
没
時
と
す
る
。

(
風
俗
関
連
営
業
の
禁
止
区
域
の
基

準
と
な
る
施
設
)

第
十
条

法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
条

例
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る

地
設
と
す
る
。

一

病
院

二

診
療
所

三

時
物
館
法

(附
利
二
十
六
年
法

作
部
二
.h
八
寸

.4
H勺
)
第
二
条
第

一一
取
に
胤
屯
す
る
博
物
館
又
は
同

法
第
二
十
九
条
の
脱
定
に
よ
り
、

文
部
大
臣
若
し
く
は
広
品
川
県
教
育

長
日
会
が
陣
物
館
に
相
当
す
る
地

設
と
し
て
指
定
し
た
施
設

四
社
会
教
育
法

(昭
初
二
十
四
年

法
律
第
二
百
七
号
)
第
二
十
一
条

に
規
定
す
る
公
民
館

業
の
う
ち
、
施
行
令
第
三
条
第
二

項
に
規
定
す
る
施
設
(
同
項
に
規

定
す
る
構
造
を
有
す
る
個
室
を
設

け
る
も
の
の
う
ち
、
問
項
各
号
に

規
定
す
る
車
臨
時
の
出
入
口
が
扉一
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
等
に
よ
っ
て
遮
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
に
限
る
。)
を

設
け
て
行
う
営
業
別
表
部
ニ
に

叫
げ
る
地
減

三

法
第
二
条
部
間
取
第
二
サ
及
び

出
問
分
の
凡
川
山
議
正
び
に
問
項
第
三

号
の
営
業
の
う
ち
的
二
号
に
掲
げ

る
営
業
以
外
の
川
市
川
業
都
市
計
画

法
第
八
条
第

一
割
第

一
同
す
に
規
定

す
る
商
業
地
域
以
外
の
地
域

(
深
夜
に
お
け
る
風
俗
関
連
営
業
の

営
業
時
間
の
制
限
)

第
十
一
条

風
俗
関
連
営
業

(
法
第
二

条
第
四
項
第
三
号
の
営
業
を
除
く
。)

を
営
む
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

営
業
の
種
類
ご
と
に
当
該
各
号
に
掲

げ
る
時
間
に
お
い
て
、
そ
の
営
業
を

営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

一

前

条

第

一
号
に
係
る
営
業
深

夜
二

的
条
第
三
号
に
係
る
営
業
都

市
計
幽
法
第
八
条
第

一
一瓜
第

一
号

に
規
定
す
る
尚
業
地
域

(法
筋
二

十
八
条
郡

一
瓜
に
返
め
る
区
域
を

除
く
J

に
あ
っ
て
は
午
前

一
時
か

ら
け
山
時
ま
で
の
時
間、

そ
の
他

の
地
域
に
あ
っ
て
は
深
夜

(広
島
県
)

(
深
夜
に
お
け
る
飲
食
底
営
業
に
係

る
騒
音
及
び
娠
動
の
規
制
数
値
)

第
十
二
条

法
第
三
十
二
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
の
条

例
で
定
め
る
騒
音
に
係
る
数
値
は
、

第
六
条
第
一
一
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
地
域
ご
と
に
、
同
表
の
下
欄
に
定

め
る
深
夜
に
係
る
数
値
と
す
る
。

2

法
第
三
ト
二
条
第
二
項
に
お
い
て

般
用
す
る
法
第
十
五
条
の
条
例
で
定

め
る
娠
動
に
係
る
数
値
は
、

ah卜
五

デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

(深
夜
に
お
け
る
酒
類
提
供
飲
食
庖

営
業
の
祭
止
地
域
)

第
十
三
条

法
第
三
十
三
条
第

一
項
の

酒
販
提
供
飲
食
庖
営
業
は
、

第
三
条

第
一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
地
域
に

お
い
て
は
、
深
夜
に
こ
れ
を
営
ん
で

は
な
ら
な
い
。

(
委
任
)

第
十
四
条

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、
公
安
委
員
会
規
則

で
定
め
る
。

附

則

(略
)

別
表
第
一

(第
三
条
関
係
)

岐
阜
市
の
区
域
の
っ
ち
、
市
道
若

宮
線
と
県
道
岐
阜
白
鳥
似
と
め
い
父

会
点
を
起
点
と
し
、
順
次
岡
県
道
、

一一
般
向
迫
百
五
卜
七
号
及
び
市
道

府
山
内
町
線
を
総
て
起
点
に
一全
る
紛

で
Mmま
れ
た
区
域

別
表
第
二

(第
十
条
関
係
〉

{略
)

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

(昭
和
五
寸
九
年
十
二
月
二
十
五
日

(
趣
旨
)

第

一
条

こ
の
条
例
は
、
風
俗
営
業
等

の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
閲

す
る
法
律

(昭
和
二
十
三
年
法
律
第

行
二
十
二
号
。
以
下
「法
」
と
い
う
。)

の
地
行
に
附
し
必
.
裂
な
事
項
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

(
周
鰐
)

第
二
条

こ
の
条
例
で
似
閉
す
る
用
語

は
、
法
及
び
胤
併
牝
業
等
の
胤
制
法

ぴ
業
務
め
迎
正
化
等
に
附
す
る
法
律

地
行
令

(附
和
五
十
九
年
政
令
部
三

百
十
九
日
ゲ
)
で
使
制
す
る
周
訟
の
例

• • 

五

国

又

は

地
方
公
共
団
体
が
設
置

し
た
占
年
の
家
、
児
童
文
化
セ
ン

タ
ー
そ
の
他
の
山
少
年
の
た
め
の

教
有
地
投

六
仰
い
山
公
同
法

(附
利
ニ
ト

一
年

法
律
部
じ
ト
九
サ
)
郁
二
条
第

一

取
に
制
判
定
す
る
郎
市
公
同

広
島
県
条
例
第
二
十
九
号
)

に
よ
る
。

(
許
可
の
更
新
の
特
例
)

第
三
条

法
第
三
条
第
凶
項
の
条
例
で

定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

地
方
税
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第

二
百
て
十
六
号
)
第
卜
五
条
第

一
引

の
組
定
に
よ
る
徴
収
納
予
を
受
け
て

い
る
場
合
と
す
る
。

(風
俗
営
業
の
営
業
地
織
の
制
限
)

第
四
条

法
第
四
条
第
二
瓜
郡
ニ
サ
の

条
例
で
定
め
る
地
域
は
、
次
に
掲
げ

る
地
域
と
す
る
。

一

都
市
計
画
法

(昭
和
問
卜
三
年

(
風
俗
関
連
営
業
の
禁
止
地
域
)

第
十
一
条

風
俗
関
連
営
業
は
、
次
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
風
俗
閑
述
営
業

の
純
別
ご
と
に
、
同
よ
の
下
側
に
掲

げ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
営

ん
で
は
な
ら
な
い
。
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地
商

及ぴに|司街区i住H:広1:打G 業
JIX 

地 六 区 及 、 l

域 番弥び州 IjJ

(
風
俗
関
連
営
業
の
営
業
時
間
の
制

限
)

第
十
二
条

風
俗
附
迎
営
業

(法
第
二

十
八
条
第
凶
項
に
肌
定
す
る
も
の
に

限
る
。)
を
営
む
将
は
、
深
伎
に
お
い

て
は
、
そ
の
営
業
を
営
ん
で
は
な
ら

介
。
ぃ

。

(深
夜
に
お
け
る
酒
類
提
供
飲
食
庖

営
鎌
の
猿
止
地
域
)

第
十
三
条

例
制
槌
供
飲
食
山
川
内
業
は
、

第

一
一
州
住
肘
山
中
川
地
域
、
部
ニ
伺
休

析
ν

作
用
地
域
以
ぴ
住

M
地
域
に
お
い

て
は
、
深
夜
に
お
い
て
こ
れ
を
九
山
白
ん

で
は
な
ら
な
い
。

(
手
数
料
の
納
付
方
法
等
)

第
十
四
条

法
第
二
十
条
第
八
項
に
規

定
す
る
手
数
料

(同
条
第
九
項
の
規

定
に
よ
り
燥
の
収
入
と
な
る
手
数
料

に
限
る
。)
及
び
法
第
四
卜
三
条
に
規

定
す
る
予
数
料
は
、
市
・
認
の
際
に
広

品川
町小
収
入
一品
紙
を
も
っ
て
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

既
納
め
手
数
料
は
、
返
越
し
な
い
。

(公
安
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
)

第
+
五
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
閲
し

必
要
な
事
項
は
、
公
安
委
以
会
胤
削

で
定
め
る
。

附

則

(略
)

法
律
第
百
号
)
第
八
条
第

一
一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
第

一
種
住
居
専

用
地
織

(以
下

「第
一
種
住
居
専

用
地
域
」
と
い
う
。)
、
第
二
種
住

居
専
用
地
域
(
以
下
「
第
二
種
住

居
専
用
地
域
」
と
い
う
。)
及
び
住

居
地
械
(
以
下

「住
居
地
域
」
と

い、っ
。)

二
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
施
設

の
敷
地
(
こ
れ
ら
の
用
に
供
す
る

も
の
と
決
定
し
た
土
地
を
含
む
。)

の
周
聞
か
ら
、
当
該
施
設
ご
と
に
、

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
風
俗
営
業

の
種
別
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄

に
定
め
る
距
離
の
区
域
内
の
地
域

地

設

風
俗
営
業
の
極
別

法
第
二
条
第

一

項
第

一
サ
か
ら

第
七
号
ま
で
の

営
業

法
第
二
条
部

一

項
第
八
号
の
営

業

所

れ
れ
臥

ιぬ

r

翼民

イ五

I也

域

業

地

七
十
メ
ー
ト
ル

三
十
メ
ー
ト
ル

商

学
校
又
は
凶

書
館

商
業
地
域
以
外
の
地
域

百
メ
ー
ト
ル

五
十
メ
ー
ト
ル

病
院
、
診
療

所
又
は
児
童

福
祉
地
設

二
十
メ
ー
ト
ル

地

域

君主

十
メ
ー
ト
ル

商商
業
地
域
以
外
の
地
域

五
十
メ
ー
ト
ル

二
十
メ
ー
ト
ル

備
考一

商
業
地
域
と
は
、
都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
も

の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

二

病
院
と
は
、
医
療
法

(昭
初
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
)
第

一
条
第

一
一取
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
問
じ
。

三

診
療
所
と
は
医
療
法
第

一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
診
療
所
で
忠
者
の
収

谷
地
設
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

2

巾川出引
の
胤
定
は
、
臨
時
遊
技
場
(法

出
二
条
第

一一
明
第
七
号
又
は
第
八
号

の
営
業
で
三
月
以
内
の
期
間
を
制
限
っ

て
営
業
す
る
も
の
を
い
う
。)
又
は
風

俗
営
業
で
そ
の
営
業
す
る
場
所
が
常

態
と
し
て
移
動
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
迎
用
し
な
い
。

(
風
俗
営
業
の
営
業
時
間
の
延
長
)

第
五
条

法
第
十
三
条
第

一一
項
の
条
例

で
定
め
る
日
は
次
の
各
国
す
に
掲
げ
る

日
と
し
、
そ
の
定
め
る
時
は
午
前

一

時
と
す
る
。

一

十
二
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
三

十

一
日
ま
で

二

前
号
の
ほ
か
、
特
別
な
事
情
が

あ
る
H
と
し
て
公
安
委
員
会
規
則

で
地
域
を
定
め
て
指
定
し
た
臼

(風
俗
営
織
の
営
業
時
間
の
制
限
)

第
六
条

法
第
二
条
第

一
項
第
七
号
の

常
業

(ぱ
ち
ん
こ
屋
に
限
る
。)
を
常

む
お
は
、
工
業
専
用
地
域

(都
市
計

画
法
第
八
条
第

一一
以
第

一
号
に
規
定

す
る
も
の
を
い
う
。
以
.卜
同
じ
。)
を

除
く
広
島
県
全
域
に
お
い

て、

日
出

時
か
ら
午
前
九
時
ま
で
の
時
間
及
び

午
後
十

一
時
か
ら
翌
日
の
午
前

a

容
時

(前
条
に
規
定
す
る
日
に
あ
っ
て
は
、

午
前

一
時
)
ま
で
の
時
間
に
お
い
て

は
、
そ
の
営
業
を
営
ん
で
は
な
ら
な

(
騒
音
及
び
振
動
の
規
制
)

第
七
条

法
第
十
五
条
(
法
第
三
十
二

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。)
の

条
例
で
定
め
る
験
管
に
係
る
数
値
は
、

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
地
成
ご
と

に
同
表
の
下
側
に
掲
げ
る
時
間
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
阿
欄
に
定
め

る
数
仰
と
す
る
。

寸数
千支

f也

I或

|昔l

夜

j壬

!
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これは地球から8千光年も離れた、

ある惑星での物語。

工業用に政良された昆虫製巨大生物

EXESは、人間型生物NEG田 NINに

政撃をしかけるようになった。之れに

漉いた科学者たちは、包機のEXES

撃適用メカ、カーネル号とサージエン

ト号を造る之とになったo

しかしEXESの 秘 密 兵 器EXEO

EXESも完成間近のようだ。

急げグ 1日も早く EXES草を全

滅させるのだf/

第三種郵便物認可 (t 8) 

CAPCOM 
第254号1985年2月15日

• • 
英

T 
V 

や
や
回
A

波
に
も
か
か
わ
ら
ず
A

M
機

に
期
待
を
寄
せ
て
や
っ
て
米

た
人
た
ち
に
と
っ
て
、
来
た

だ
け
の
価
値
は
あ
っ
た
と
言

わ
せ
る
だ
け
の
も
の
を
見
せ

た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。

話
題
の
・
中
心
と
な
っ
た
の

は
、
T

V
ゲ
ー
ム
機
で
は
ア

イ
レ
ム
の
「
ス
ハ
ル
タ
ン

X
」

(海
外
で
は

「
カ
ン
フ

l
マ

ス
タ
ー
」
)
の
ヒ
ッ
ト
、
次

に
コ
ナ
ミ
工
業
に
よ
る
新
方

式
「
バ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
」
、

フ
リ

ッ
パ
ー
で
は
米
国
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
祉
の
「
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
」
、
と
の
こ
と
。

日
本
や
米
国
製
の
ゲ
ー
ム
機

は
主
に
英
国
の
デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ
ー
タ
ー
を
通
じ
て
出
回
附

さ
れ
る
が
、

「
カ
ン
フ

l
マ

ス
タ
ー
」
の
独
占
販
売
権
を

持
つ
英
国
の
エ
レ
ク
ト
ロ
コ

イ
ン
社
は
今
回
特
に
好
調
だ

っ
た
こ
と
に
な
る
(
な
お
コ

ナ
ミ
工
業
は
英
固
め
コ
ナ
ミ

L
T
D
か
ら
出
品
し
た
も
よ

う
で
あ
る
)。

日
本
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
、

ナ
ム
コ
、
テ
ー
カ
ン
、
ア
イ

• • 

M
W
年

A
T
E
-
で
「
ス
パ
ル
タ
ン
X
」
が
人
気
独
走

第三慢郵便物認可

恒
例
の
英
国

A
T
E
-
シ

ョ
ー
が

一
月
七
日
か
ら
四
日

間
、
ロ
ン
ド
ン
の
オ
リ
ン
ピ

ア
展
示
場
で
闘
か
れ
、
百
六

十
社
を
越
す
出
展
社
が
ギ
ャ

ン
ブ
ル
機
、

A
M
機
な
ど
を

出
品
、
こ
れ
に
世
界
各
国
か

ら
九
千
四
百
二
十
八
名
が
登

録
入
場
し
た
(
本
紙
で
は
毎

年
英
国
へ
直
接
取
材
し
て
き

て
い
る
が
、
今
年
は
国
内
の

風
営
法
問
題
で
と
て
も
欧
州

市
場
ま
で
手
が
回
ら
ず
、
従

っ
て
本
紙
の
さ
ま
ざ
ま
な
、
滋

外
情
報
源
を
も
と
に
欧
州
の

ニ
ュ
ー
ス
を
構
成
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
)。

英
国
の

A
T
E
-

(ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・
ト
レ

l
ズ
・

エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン

・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
)
は
今
年
で

四
十
一
因
。
出
ロ問
機
は
主
に

A
W
P
機
(
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ

ン
ト
・
ウ
ィ
ズ
・
プ
ラ
イ
ズ
)

で
、
日
本
で
言
え
ば
パ
チ
ン

コ
な
ど
の
七
号
営
業
に
相
当

す
る
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
(
フ

ル
ー
ツ
マ
シ
ン
と
当
地
で
は

言
う
)
、
会
員
制
ク
ラ
ブ
な

ど
で
使
用
で
き
る
ギ
ャ
ン
ブ

ル
機
具

(
当
地
で
は
こ
れ
を

ク
ラ
ブ
マ
シ
ン
と
い
う
)
な

ど
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
様
。

こ
う
し
た
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機

器
の
ほ
か
の
出
品
機
で
は
、

T

V
ゲ

i
ム
機
を
中
心
と
す

る
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
機、

小
型
乗
物
機
、
遊
園
施
設
、

そ
の
他
こ
れ
ら
の
関
連
品
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
総
合

的
な
娯
楽
機
総
シ
ョ
ー
で
あ

り
閏
際
的
な
シ
ョ
ー
と
し
て

の
地
位
も
確
保
し
て
い
る
。

た
だ
今
回
か
ら
は
、
あ
ま
り

関
係
の
な
い
出
品
を
締
め
出

し
、
直
接
娯
楽
機
器
に
関
述

第254号

， 
v 
・ '・.. .・ -.、，、‘-・

1985年2月15日

、山い
ふ

(19) 

す
る
も
の
に
絞
っ
た
点
が
特

徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

A
W
P
機
、
ク
ラ
ブ
マ
シ

ン
、
そ
の
他
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル

機
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

た
だ
今
回
の

A
T
E
-
で
は

こ
れ
ま
で
以
上
に

T
V
ポ
ー

カ
ー
な
ど
の
「
ビ
デ
オ
カ
ー

ド
」
ゲ
ー
ム
機
が
数
多
く
出

品
さ
れ
、
こ
の
穂
の
ゲ
ー
ム

機
が
英
国
市
場
に
か
な
り
広

範
囲
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
点
が
心
配

さ
れ
て
い
る
。

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

(A

M
)
マ
シ
ン
分
野
で
は
、
こ

れ
ま
で
低
迷
を
続
け
て
き
た

が、

T

V
ゲ
ー
ム
機
な
ど
で

少
し
回
復
す
る
傾
向
と
な
っ

て
き
た
。

こ
と
に
今
年
の
A

T
E
-
は
、
か
な
り
厳
し
い

寒
波
に
襲
わ
れ
る
中
で
聞
か

れ
た
だ
け
に
、
こ
う
し
た
衆

… 荷予T33

〈敏稀路〉当販売促進サービス券

• • 
レ
ム
、
コ
ナ
ミ
、
ジ

ャ
レ
コ
、

タ
イ
ト
|
、
セ
ガ
、
任
天
堂
、

新
日
本
企
画
、
デ
ー
タ
イ
ー

ス
ト
な
ど
(
順
不
同
)
の
製

品
は
エ
レ
ク
ト
ロ
コ
イ
ン
社

の
ほ
か
、
ア
ソ
シ
エ

l
テ

ツ

ド
レ
ジ
ャ

ー
、
デ
ィ
ス
レ
ジ

ャ
ー
(
昨
年
十
一
月
、
ル
フ

ア
|
&
デ
ィ
ス
社
か
ら
社
名

変
更
し
た
)
、
タ
イ
テ
ル
、

ジ
ョ
イ
ラ
ン
ド
(
英
国
)
な

ど
、
英
国
の
主
な
デ
ィ
ス
ト

(有)協和(東京都練馬)

尾花商会(姫路市) 包達商事KK(長野県)

秋田口ン機器販売 KK (秋田市) ゲームプラザH-)レ(堺市) 香取ゲームコーナー(東京都)

K K東海ゲームオペレーション(岐阜市) 惰)オーシャン(銚子市) モンキーI~ンチ(岡崎市)
手塚商会(西宮市) MS企画(舎治市) K K赤尾商事(福井県) 丸藤物産(神戸市)

戸イレム欄大阪奈(tli)(松原市) 清水商庖(甥市) ヒタチレジャー商事(目立市) 闘いずみや(東京都) 阪締娯楽(西宮市)
KKフジュー工ン(東京都) 昭和娯楽物産欄(住吉区) セガエンターフライゼス北九州(~じ九州市) 静岡リース(静岡市)

KKポニペンディングサービス(東京都) K Kイトウ洋行(秋田市) 聞ベスト商会(名古屋市) ラッキー産業(岸和田市)
岩崎商后(燈玉県) K Kコアランド(東京都) 備)八洲リース(東京都) オカムラ商会(松原市) 申島リースKK(伊円市)
ハスラー(小紋市) 備)九娘貿易(佐世保市) エンゼル商会(茨減県) 東京音調IK K (東京都) キングスウエザー(横須賀)
ホー工ン商会(新宮市) (郁メイプルライフ(干葉県) ゲームのヨシダ(平野区) K Kラック(生駒市)

本年6月には今回を上廻るスケールの景昂を用意しています。

ハワイ旅行 2組宮本宏明(徳山市)

グアム旅行 3組 ICマッハ(名古屋市)

圏内旅行 10組

細書社'hTt33

リ
ビ
ュ

l
タ
ー
か
ら
出
回
附
さ

れ
、
日
本
製
品
に
対
す
る
期

待
に
応
え
て
い
る
。

米
国
か
ら
は
ア
タ
リ
社
が

A
M
O
A
M
で
発
表
し
た
新

ゲ

i
ム

「
マ
i
ブ
ル

・
マ
ツ

ド
ネ
ス
」
「
ペ
ー
パ
ー
ボ
ー

イ
」
な
ど
、
パ
リ
|
・

コ
ン

チ
ネ
ン
タ
ル
社
が
セ
ン
テ
社

の

「
パ
リ

l
・
セ
ン
テ

・
シ

ス
テ
ム
」
な
ど
出
回
附
し
た
が

日
本
製
ゲ

l
ム
ほ
ど
の
関
心

ユー工ス産業KK (港区) 半田機械器異1<K (函館市) K K関西ウコ一(西区) 竹下商事(石川県) サンユー(名古屋市)
KK太陽自動機(東京都) ワールドレジャー(北秋田郡) 桑田商会(干葉県) 大盛産業KK (東京都) フコルプス(符戸市)
ベストレジャー(淀川区) 蒲郡サンアミューズメント KK (蒲郡市) ジャパンBMC(住吉区) あうとぱあん(束期市)
松山ゲームセンター(松山市) K K共栄浦和工場(筒玉県) テラダ玩異(静岡県) クラウン(千葉県) 飯島線楽(茨減県)

KKレスター北海道(札幌市) タルミコーポーレーション(干葉県) フエンデイ電子サービス(厳阜県) 尾花高会(姫路)
ホクトレジャー(北海道) K K福田商事(平案県) 富士戸ミューズメント(会津若総) MA  Tレジャーサービス(柏原市)
KKタクボ(松山市) 戸イレム燭玉(営:)(燭玉県} ラッキー産業(岸和田市) ナムコ長崎(樹(長崎県) 銀座商会(東大阪市)

ゲームのヨシダ(平野区) KKナムコ宮崎(嘗:)(宮崎県)ミツキーマウス(浪速区)スペシャル(東京都)飯島賢一(婿玉県)
TOSコーポレーション(東京都) トーワリース産業(北九州市) K K干代田コインレジャー(東京都) 備)新見(東淀川)

KK日本リースコーポレーション(神奈川) 豊岡特機販売(豊岡市) モンテカルロ(群馬県) ファミリーえっき(大正区)
関西サン戸ミューズメント(宝塚市) エースレジャーシステム(わらび市) パサディナ・インターナショナル(箕萄市)
太東観光(米子市) (順不同)

14型カラーTV
30名

サムソナイト

アタッシュケース

50名

• • は
集
ま
ら
な
か
っ
た
、
と
言

わ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
フ
リ

ツ
バ

ー
で
は
米
国
製
品
が
欧

州
製
品
よ
り
い
ぜ
ん
優
位
を

示
し
た
も
ょ
う
。

な
お
乗
物
機
で
は
、
デ
ィ

ス

・
レ
ジ
ャ
ー
社
が
ト
l
ゴ

の

「
ス
ペ
ー
ス

・
ソ
ル
ジ
ャ

|
」
を
出
回
附
し
て
、
注
目
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
タ
イ
テ
ル

社
出
品
の
ビ
デ
オ
ジ
ュ

ー
ク

も
注
目
さ
れ
た
。

い
こ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て

は
当
然
で
あ
る
が
、
翌
々
週

の

一
月
四
日
号
に
は
か
つ
て

コ
ピ
ー
ャ
ー
と
し
て
世
に
知

ら
れ
た
フ
リ

l
-
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ

・
ゲ

l
ム
ズ
社
(
ぶ

社
ロ
ン
ド
ン
)
の
ジ
ョ
ン

・

リ
チ
ヤ
ー
ド
社
長
が
早
く
も

反
論
を
同
紙
に
寄
せ
た
。
そ

れ
は
間
氏
が
日
本
か
ら
大
量

の
T

V
ゲ
ー
ム
を
輸
入
し
て

い
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、

要
す
る
に
こ
れ
ら
の
商
品
は

無
断
コ
ピ

l
口
聞
で
な
く
、
と

か
く
文
句
を
一
言
わ
れ
る
筋
合

い
の
も
の
で
は
な
い
、
と
し

て
い
る
。
リ
チ
ャ

l
ド
氏
は

「
む
し
ろ

H

独
占
的
販
売
権
。

を
持
つ
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー
が
、
ご
く
少
数
の

T

V

ゲ
ー
ム
し
か
供
給
せ
ず
、
し

か
も
値
段
が
高
い
こ
と
に
こ

そ
問
題
が
あ
る
」
と
反
論
し

て
い
る
。

二
週
後
、
ス
タ
ー
ジ
デ
ス

氏
は
再
び

H

公
開
状
。
を
一

月
寸
八
日
号
に
寄
せ
た
。
同

氏
は
「
日
本
の
メ
ー
カ
ー
か

ら
の
回
答
を
期
待
し
た
が
、

リ
チ
ャ

l
ド
氏
の
回
答
が
先

に
出
た
」
と
し
、
リ
チ
ヤ
ー

ド
氏
の
主
張
の
ゆ
・
の
事
実
は

そ
の
と
お
り
だ
か
、
重
大
な

過
ち
を
リ
チ
ヤ
ー
ド
氏
は
犯

し
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。

ス
タ

l
ジ
デ
ス
氏
に
よ
る
と
、

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
タ
ー
と

は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
メ
ー
カ

無
断
コ
ピ

l
品
問
題
が
解
決
し
た
今
で
は

間
輸
出
入
が
閉

英
国
エ
レ
ク
ト
ロ
コ
イ
ン
社
が
。
公
開
状
H

発
表

英
国
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
タ
|
、
エ
レ
ク
ト
ロ
コ
イ

ン

・
オ
ー
ト
マ
チ

ッ
ク
ス
社

(
本
社

ロ
ン
ド
ン
)
の
ジ
ョ

ン

・
ス
タ

l
ジ
デ
ス
社
長
が

「
英
国
T

V
ゲ

l
ム
機
市
場

に
日
本
製
オ
リ
ジ
ナ
ル
基
板

が
無
断
輸
入
さ
れ
る
た
め
市

場
を
崩
壊
し
か
ね
な
い
」
と

し
て
日
本
の
メ
ー
カ
ー
に
対

す
る
。
公
開
状
グ
を
、
英
固

め
業
界
紙
「
コ
イ
ン
ス
ロ

y

卜
」
(
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ア
社、

週
刊
)
に
発
表
し
、
話
題
と

な
っ
て
い
る
。

ス
タ
ー
ジ
デ
ス
氏
に
よ
る

最
初
の

H

公
開
状
H

(

オ
ー

プ
ン

・
レ
タ

l
)
は
同
紙
十

二
月
二
十
一
日
号
に
掲
載
さ

れ
た
。
そ
の
文
意
は
長
い
が

「
ハ
イ
パ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

ま
で
は
、
他
の
メ
ー
カ
ー
に

比
べ
て
も
好
調
だ

っ
た
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
昨
年
秋
、

コ
ナ
ミ
工
業
が
米
国
現
地
法

人
の
販
売
力
強
化
に
乗
り
出

ユ
リ

l
社
と
し
て
は
、

T

V

し
た
こ
と
も
あ
り
、
セ
ン
チ

ゲ
ー
ム
機
部
門
と
ボ

l
卜
修
ュ
リ
|
社
と
し
て
は
方
向
を

理
業
部
門
を
閉
鎖
す
る
こ
と
見
失
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

に
な
っ
た
も
の
。

言
わ
れ
て
い

る
。

同
社
は
、
旧
ア
ラ
イ
ド
レ
同
社
社
長
だ
っ
た
ア

l
ノ

ジ
ャ

l
社
を
買
い
と
る
形
で
ル
ド

・
カ
ミ
ン
コ
ウ
氏
は
す

A

M
業
界
に
参
入
、
八

O
年
で
に
退
任
退
社
し
、
独
自
の

七
月
に
現
社
名
に
変
更
し
た
。
仕
事
を
進
め
て
い
る
も
よ
う

そ
の
後
、

T

V
ゲ

l
ム

機

ブ

で

あ

る
。
な
お

ロ
ス
タ
イ
ン

|
ム
に
乗
り
着
々
と
業
容
を
副
社
長
は
同
社
に
と
ど
ま
り

拡
大
し
て
き
た
が
、
こ
こ
二
、

フ
ァ
ス

・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
社
の

三
年
の
米
国

T

V
ゲ

l
ム
機
業
務
に
専
念
す
る
と
伝
、
え
ら

市
場
の
急
落
に
よ
り
大
き
な
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
米

負
担
を
強
い
ら
れ
た
。
し
か
国
の

T
V
ゲ
ー
ム
機
メ
ー
カ

し
そ
れ
で
も
、
コ
ナ
ミ
商
品

ー
は
一
社
減
っ
た
こ
と
に
な

の
米
国
市
場
で
の
独
占
的
版
っ
た
。

売
権
に
よ
り
、
少
な
く
と
も

米
国
セ
ン
チ
ュ
リ
l
社
も
T

V
機
市
場
低
迷
で

ム

部
門
を

と
う
と
う
米
国
セ
ン
チ
ュ
の
将
来
性
の
な
さ
。

リ

l
社

(
本
社
フ

ロ
リ
ダ
州
こ
と
に
な
る
。

ハ
イ
ア
レ

i
、

ミ

ル

ト

ン

・

同

社

で

は

T
V
ゲ

l
ム
機

カ
フ
マ
ン
会
長
)
が
、
同
社
部
門
を
メ
イ
ン
に
、
他
に
子

の
T

V
ゲ
ー
ム
機
部
門
を
閉
会
社
と
し
て
ボ
ー
ト
修
理
業

鎖
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
イ
ン
タ
ー

と
は
、
か
な
り
以
前
か
ら
予
ポ
ー
ト

・
サ
ー
ビ
ス
社
、
狩

測
さ
れ
て
は
い
た
が
、
明
ら
り
や
魚
つ
り
用
品
の
大
手
販

か
に
な
っ
た
今
で
は
、
や
は
売
業
の
フ
ア
ス
・
ブ
ラ
ザ
ー

り
大
事
件
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ス
社
な
ど
い
く
つ
か
の
部
門

な
い
だ
ろ
う
。

を

持

っ

て

い
る
が
、

T

V
ゲ

正
式
の
発
表
は
、

一
月
十

i
ム
機
部
門
と
ボ
ー
ト
修
理

四
日
付
で
、
カ
フ
マ
ン
会
長
部
門
を
合
わ
せ
て
も
八
四
年

か
ら
な
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
決
算

(
十
二
月
末
締
め
)
で

る
と
、
同
社
の

T

V
ゲ

i
ム
金
売
上
げ
高
の
一
三
%
し
か

機
部
門
の
閉
鎖
は
。
米
国
市
占
め
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と

場
に
お
け
る

T
V
ゲ
ー
ム
機
な
っ
た
。
こ
の
た
め
セ
ン
チ

と
い
、
っ

コ
l
ガ
ン
氏
し
の
ぶ

特
別
の
夕
食
会
予
定

要
約
す
る
と
「
約
一
年
前
の

日
本
で
の
コ
ピ
ー
ヤ
|
告
訴

成
功
で
英
国
の

T

V
ゲ
ー
ム

機
業
界
は
回
復
し
か
け
た
も

の
の
、
そ
の
回
復
は
二
、
三

ヵ
月
間
し
か
保
て
す
、
新
口
同

や
・
中
古
ロ
聞
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
基

板
の
流
入
に
悩
ま
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
」
と
し
て
、
日

本
の
ゲ

l
ム
の
正
当
な
独
占

的
販
売
権
を
持
つ
英
国
業
者

が
い
ざ
市
場
に
出
荷
し
よ
う

と
す
る
時
、
こ
う
し
た
新
ロ
聞

や
中
古
田
聞
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
が
す
で
に
出
回
っ
て
い
る

(
と
く
に
中
古
口
聞
は
半
値
)

の
が
最
も
大
き
な
問
題
と
し

て
い
る
。

同
氏
は
、
日
本
の
メ
ー
カ

ー
に
よ
る
圏
内
出
荷
時
期
と

英
国
へ
の
輸
入
時
期
な
ど
を

分
析
、
そ
の
上
で

「
今
後
日

本
の
メ
ー
カ
ー
は
、
日
本
国

内
出
荷
よ
り

一
、
二
ヵ
月
早

く
欧
州
の
独
占
的
販
売
権
者

に
出
荷
す
る
」
な
り

「
日
本

の
メ
ー
カ
ー
は
団
結
し
て
日

本
政
府
に
対
し
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
メ
ー
カ
ー
以
外
は
そ
の

T

V
ゲ
ー
ム
を
輸
出
さ
せ
な
い

よ
う
求
め
る
」
な
ど
す
べ
き

だ
、
と
し
て
い
る
。

同
氏
の
こ
う
し
た
意
見
は

正
規
の
ル
ー
ト
で
販
売
し
て

にAPCOMI

引き続き謝思販売サービス券を発行し、カプコンは、尚

• • ー
の
間
に
あ
っ
て
常
に
リ
ス

ク
(
危
険
)
を
負
狙
し
て

い

る
特
定
め
代
坪
届
業
で
あ
る
、

そ
の
ゲ

l
ム
が
ヒ
ッ
ト
す
る

か
ど
う
か
分
ら
な
い
時
は
少

数
し
か
供
給
し
な
い
こ
と
も

あ
り
う
る
、
値
段
に
つ
い
て

は
り
チ
ャ

i
ド
氏
が
「
パ
ッ

グ
ラ
ン
ド
」
を
現
金
六
百
二

十
五
ポ
ン
ド
で
提
供
す
る
の

に
対
し
私
の
場
合
は
六
十
|

九
十
日
の
支
払
猶
予
つ
き
の

六
百
五
十
ポ
ン
ド
で
あ
り
、

決
し
て
私
の
方
が
高
い
と
い

う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
ー
ー

と
反
紫
し
て
い
る
。

こ
の
論
争
は
長
引
く
も
の

と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
論
争

の
主
役
は
日
本
の
業
界
側
に

あ
る
は
ず
で
あ
る
。
長
い
闘

い
の
果
て
、
や
っ
と

T

V
ゲ

ー
ム
機
の
無
断
コ
ピ
|
口
聞
の

H

市
民
権

(

?

)

H

は
奪
わ

れ
る
に
至
り
つ
つ
あ
る
。
そ

う
す
る
と
今
度
は
コ
ピ
|
品

で
な
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
口
聞
の

無
秩
序
な
流
入
が
欧
州
だ
け

で
な
く
米
国
で
も
問
.
題
に
な

り
つ
つ
あ
る
わ
け
で
、
今
回

の
「
コ
イ
ン
ス
ロ
ッ
ト
」
紙

上
の
論
争
は
そ
の
一
端
を
現

わ
し
た
こ
と
に
な
る
。
問
題

は
な
ぜ
新
口
聞
の
諒
一
板
が
正
規

の
ル
ー
ト
よ
り
早
く
日
本
か

ら
輸
出
さ
れ
る
か
、
ま
だ
な

ぜ
中
古
品
が
安
く
大
量
に
日

本
か
ら
輸
出
さ
れ
る
か
、
に

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

A
S
i
 
3
月
1
1
3
日
シ
カ
ゴ
で

米
国
の

A

M
機
メ
ー
カ
ー
、

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

i
タ

l
の

協
会
、

A
A
M
A
(
旧
A

G

M

A
、
ジ

ョ
l
・
ロ
ビ
ン
ズ

会
長
)
で
は
三
月
一
日
か
ら

三

B
問
、
シ
カ
ゴ
市
内
で
A

S
I
シ
ョ
ー
を
聞
く
。

今
回
は
特
に
三
月
一
日
夜
、

タ
イ
ト
ー
の
放
ミ
ハ
イ
ル

・

コ
|
ガ
ン
氏
を
し
の
ぶ
チ
ャ

リ
テ
ィ

・
デ
ィ
ナ
ー
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、

A
S
I
の
催

し
自
体
も
意
義
深
さ
を
均
し

た
と
き
同
わ
れ
て
い
る
。
日
本

か
ら
の
多
数
参
加
が
望
ま
れ

て
い
る
。
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基板

ミカルなブタの軍団を相手に

「スチャラカ空中戦」データから

コ

4 

コ
ミ
カ
ル
タ
ッ
チ
の
宅
中

戦
を
テ
ー
マ
と
し
た

T
V
ゲ

ー
ム
機

「ス
チ
ャ
ラ
カ
宝
中

戦
」
が
、
デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト

鮒
(
本
社
東
京
、
一泊
悶
哲
夫

社
長
)
か
ら
一
一
月
下
旬
発
売

と
な
っ
た
。

こ
れ
は
同
社
が
、
同
機
を

附
発
し
た
側
テ
ク
ノ
ス
ジ
ャ

ハ
ン
(
本
社
点
以
、
沌
附
叩
ト
六

社
長
}
か
ら
独
山
的
似

h

パル怖

を
伴
た
も
の
。
プ
レ
イ
ヤ
ー

は
均
パ
ッ
テ
ン
オ
ハ
ラ
。
と

そ
の
戦
闘
機
を
八
万
内
レ
バ

ー
、
加
述

・
ジ
ャ
ン
プ
ボ
タ

ン
、
脱
出
ボ
タ

ン
、
機
銃
ポ

ジ
ャ
ブ
と
K

O
パ
ン
チ
駆
使
し

素
手
に
よ
る
決
闘

任
天
堂
か
ら

「
ア
ー
バ
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」

ぷ
手
に
よ
る
決
闘
を
内
・
谷

と
し
た

T
V
ゲ
!
ム
機
「
ア

ー
バ
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
が
、

任
天
堂
側
(
・
4
社
京
都
、
山

内
域
社
長
)
か
ら

l
ニ
川
ド

旬
発
売
と
な

っ
て

い
る
。

こ
れ
は
一
人
凶
の
場
介
は

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
と
、
-
一人

川
の
場
合
は
こ
人
が
同
時
に

決
闘
を
行
な
う
ゲ

l
ム
で
、

l
プ
レ
イ
ヤ
ー
側
が
庇
の
人

間
を
徐
作
す
る
@
操
作
・
打
法

は
レ
バ
ー
で
左
右
移
動
と
上

• • 

部
方
|
ド
、

卜
部
ガ
ー
ド
を

行
な
い
、
布
ボ
タ
ン
で
ジ
ャ

ブ
、
友
ボ
タ
ン
で
強
力
な

K

O
パ
ン
チ
を
山
す
。
全
部
で

五
パ
タ
ー
ン

(ah
場
向
)
あ

リ
、
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
タアーパンチャンピオン

• 
タ
ン
に
て
織
作
す
る
。
画
面

は
左
右
に
ス
ク
ロ
ー
ル
し
、

四
場
面
の
展
開
が
あ
る
。

敵
は
ブ
タ
の
軍
団
で
、

=一

階
矧
の
プ
ロ
ペ
ラ
式
戦
闘
機

と

U
F
O
の
ほ
か
、
足
踏
式

一
人
来
リ
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
や

一
一
輸
が
な
ど
に
来
っ
て
鈍
っ

て
き
た
リ
、
上
北
じ
か
ら
燃
仰

を
持
っ
た
特
次
隊
の
皮
幣
・
か

あ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
述

射
可
能
的
機
銃
で
応
戦
し
な

が
ら
、
ジ
ャ
ン
プ
や
加
速
に

よ
り
進
ん
で
い
く
ぬ
而
は

イ
マ

l
制
に
な

っ
て
い

る

州
場
凶
は
ニ
階
後
て
の
的
の

前
で
、
ド
江
ト
伯
に
決
闘
を
行
な

う
人
間
が
い
る
下
部
に
そ

れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ミ
ナ
メ
ー
タ

ー
が
あ
り
、
ジ
ャ
ブ
と

K
O

パ
ン
チ
を
使
う
ご
と
に
減
リ
、

ま
た
相
手
の
ハ
ン
チ
を
食
ら

う
ご
と
に
そ
の
強
制
に
応
じ

て
減
っ
て
い
き
、
ゼ
ロ

に
な

る
と

K
O
パ
ン
チ
が
使
え
な

く
な
る
。
ま
た
時
々
一
一
階
か

ら
レ
デ
ィ
ー
が
鉢
を
必
と
し
、

こ
れ
に
台
た
れ
ば
ス
タ
ミ
ナ

が
大
脳
に
減
る
の
で
花
立

ジ
ャ
ブ
や
パ
ン
チ
を
食
ら
う

と
後
迅
す
る
タ
イ
マ
ー
か

ゼ
ロ
に
な
る
と
一
ハ
タ

l
ン

終
了
で
、
劣
勢
な
む
が
ハ
ト

• • 

-、句、
句、

スチャラカ空中峨

成
郎
の
上
空
か
ら
グ
ラ
ン
ド

キ
ャ
ニ
オ
ン
ヒ
尚
早
、

H

パ
ツ

テ
ン
ア
ル
プ
ス
H

(

大
統
M
W
附

峠
)
七
宝
で
の
宅
小
峨
を
ほ
帆

て
、
日
以
後
に

H

マ
ウ
ン
ト
パ

ッ
テ
ン
ゆ
(
日
卜
.
山
)
上山押し

に
ほ
げ
か
ぶ
巨
大
な
敵
空
中
戦

鑑
が
出
現
。

こ
こ
で
は
管
中

酬
明
似
の
上
に
市
服
を
持
た
ブ

タ
兵
L
L
た
ち
が
似
山
い
る
の

で
、
オ
ハ
ラ
は
戦
闘
機
か
ら

脱
山
し
ブ
タ
只
し
し
た
ち
を
や

っ
つ
け
て
い
く
。
ブ
タ
兵
上

金
泌
を
倒
せ
ば

一
パ

タ
ー
ン

ク
リ
ア
と
な
る
。
な
お
一円
陶

下
に
は
飛
行
距
雄
、
左
側
に

の露
宴 P
塞ミ
をま
破 t
壊

カ
プ
コ
ン
か
ら
「
エ
グ
ゼ
ド
・
エ
グ
ゼ
ス
」
基
板

字
山
戦
争
が
テ

i
マ
の

T

V
ゲ
ー
ム
機

「
エ
グ
ゼ
ド

・

エ
グ
ゼ
ス
」
が
、
側
カ
プ
コ

ン

(
本
社
大
阪
、
辻
本
車
・
て

社
長
)
か
ら
二
月
十
しハ

H
発

光
と
な
る
。

こ
れ
は
地
球
か
ら

h

ハ
f
光

年
離
れ
た
惑
以
で
、

[
業
川

に
開
発
さ
れ
た
は
ず
の
比
山肌

m
uト
人
生
物

H

エ
グ
ゼ
ス
H

が
次
々
と
攻
略
下
し
て
く
る
の

ヵ
ー
に
逮
捕
さ
れ
て
ア
ウ
ト
。

な
お
途
中
で
パ
ト
カ
ー
が
税

わ
れ
る
と
、
形
勢
が
h

伺
利
で

あ
っ
て
も
刷
者
は
両
端
に
得

っ
て
上
を
向
き
そ
知
ら
ぬ
頗

を
し
、
パ
ト
カ
ー
が
通
り
過

ぎ
た
後
に
再
ス
タ
ー
ト
と
な

る
。
二
人
が
や
ら
れ
る
と
三

人
目
の
後
力
に
マ
ン
ホ
ー
ル

が
現
わ
れ
、
こ
こ
に
泌
と
さ

れ
る
と
ゲ

l
ム
終
了
。
什必
似

版
必
の
み
で

O
P
悩
桁
ん
が

「
れ
ず

I
川川.，
。

な
お
同
社
で
は
、
エ
キ
サ

イ
ト
バ
イ
ク
L

(

本
紙
抑
制

サ

「
F
川
副
の
マ
シ
ン
」
参
附
)

の
ル
似

{
O
ド
刷
物
九
万
八

千
川
)
を
・
一
川
ト
.
旬
発
必
す

る
と
し
て
い
る
。

全
部
で
十

一
パ

タ
ー
ン
あ
る
。
挙
突
き
、
寝
技
げ
り、

回
し

試
合
は

一
一対

一
で
行
な
い
、
げ
り
、
斜
め
上
段
の
け
り
な

相
手
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
。
ど
全
部
で
十
」
ハ
純
紛
の
技
を

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
八
方
向
レ
パ
駆
使
で
き
る
。
州
耐
L
L
却
に

ー
と
パ
ン
チ
ボ
タ
ン
、
キ

ッ

プ

レ
イ
ヤ
ー
と
相
千
の

K
O

ク
ボ
タ
ン
で
ウ

l
ロ
ン
を
操
メ
ー
タ
ー
が
あ
り
、
技
が
決

る
。

き
め
制
か
い
鮮
明
な
パ
作
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
組
合
ま
る
ご
と
に
や
ら
れ
た
側
め

ツ
ク
州
刷
が
特
徴
の
ひ
と
つ
。
わ
せ
に
よ
リ
以
上
突
き
、
正

K
O
メ
ー
タ
ー
が
減
り
、
相

1
1

メ
ー
タ
ー
が
セ
ロ
に
な
る

と
ハ
タ
|
ン
ク
リ
ア
で
次
の

相
手
と
対
戦
。
相
手
は
川
卜

一
人
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
予
災

剣
投
げ
や
ヌ
ン
チ
ャ
ク
な
ど

得
意
技
を
ね
つ
。
背
尽
は
中

国
の
山
並
み
と
宮
殿
の
二
Mm

で
第
六
パ
タ
ー
ン
か
ら
変
わ

る
。

メ
ー
タ
ー
が
ゼ
ロ
に
な

る
と
ゲ

l
ム
終
了
。
基
板
版

売
の
み
で

O
P悩
絡
卜
四
万

八
千
円
。

鮮
明
画
面
で
強
敵
円
人
を
相
手
に

極
の
技
を
駆

カ
ン
フ
ー
の
成
合
を
テ

l

?
と
し
た

T
V
ゲ
ー
ム
機

「
イ

l
・
ア
ル

・
カ

ン

フ

|
」
が
、

コ
ナ
ミ
鮒

(
本
社
東
京
、
仲

山
ハ
良
信
代
炎
)
か
ら

一
川
下

旬
発
売
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
主
人
公
砂
ウ

l
ロ

ン
u

が
「
カ
ン
フ
ー
の
王
座

に
つ
け
」
と
の
父
の
遺
一
言
を

胸
に
厳
し
い
修
業
を
積
み
、

必
殺
技
を
湾
得
し
て
グ
カ
ン

フ
l
王
座
杯
。
に
臨
む
と
い

う
も
の
で
、
そ
の
王
座
杯
の

試
合
が
ゲ
ー
ム
に
な

っ
て

い

魔
物
と
の
戦
い
を
内
容
と

し
た

T
V
ゲ
ー
ム
機

「
ド
ラ

コースを選びながら魔物を退治し

基板「ドラゴンパスター」

ン.圃圃圃圃.

ナムコか勺

12ノ《

ゴ
ン
パ
ス
タ
!
」
が
、
制
ナ

ム
コ

(本
社
米
京
、
中
村
雑

技
社
長
)
か
ら
一

月
三
卜

一

日
発
光
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
・
山刀
打
H

ド
ラ
ゴ
ン

パ
ス
タ

1
0
を
レ
パ

|
と
て

つ
の
ボ
タ
ン
て
操
作
し
、
数

制
の
泌
物
を
泌
治
し
な
が
ら

川
以
後
に
H

ド
ラ
ゴ
ン
。
と
対

決
す
る
と
い
う
も
の
。
ド
ラ

ゴ
ン
と
戦
、
つ
ま
で
の
道
の
り

は
長
く
、
途
中
数
カ
所
に
分

か
れ
道
が
あ
り
、
そ
の
選
択

イー・アル・カン7ー

の
仕
方
に
よ
り
幾
つ
も
の
コ

ー
ス
が
あ
る
。
ま
た
コ

l
ス

に
よ
っ
て
紋
終
地
点
ま
で
の

胤
雌

(
時
間
}
も
そ
れ
ぞ
れ

見
な
っ
て
く
る
。一
州
日
向
は
迷

路
状
で
L
L
ド
ド
化
ト
引
に
ス
ク
ロ

ー
ル
す
る
。
令
部
で
十
一
パ

タ
ー
ン
あ
り
、

日
以
終
パ
タ
ー

ン
ク
リ
ア
後
は
第
九
パ
タ
ー

ン
か
ら
の
挑
戦
と
な
る
&

泌
物
は
途
中
数
カ
所
の
慌

の
内
部
に
い
て
、
こ
れ
ら
は

剣

(
ボ
タ
ン

)
で
倒
す
。

時処ドラゴンパス~-

./ 

物
に
多
少
や
ら
れ
て
も
、
阿

日
即
応
ド
の
砂
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

ゲ
ー
ジ
。
が
ゼ
ロ
に
な
る
ま

で
は
ア
ウ
ト
に
な
ら
な
い
。

泌
と
し
都
民
に
泌
ち
た
時
は

二
段
ジ
ャ
ン
プ

{
レ
バ
ー
を

ト
い
に
一
-M
)
で
脱
出
。
泌
円
m

を
、
山
手
術
船
で
幣
破
し
て
い

く
も
の
で
、

二
人
用
の
場
合

に
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
宇
宙

船
を
同
時
に
操
作
し
、

二
機

が
協
力
し
て
敵
を
幣
似
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
が
特
徴
。

八

U
向
レ
パ

l
と
ニ
つ
め
ボ

タ
ン

(発
射
と
燃
州
)
を
傑

作
。
川
口
問
は
しし

F
に
ス
ク
ロ

ー
ル
す
る
。

州
出
L
L
泌
か
ら
次
々
と
敵

が
出
現
し
拠
っ
て
く
る
の
を

迎
倣
下
し
て
い
く
が
、
途
中
で

いいぷ
一不
さ
れ
る
九
い
同
い
の
あ

る

P
O
W
を
取
る
ご
と
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、
発
射
悌
を

よ
り
速
く
、
よ
り
泣
く
へ
飛

ば
す
争
」
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
(
た
だ
し
場
合
に
よ
っ

は
燃
料
メ
ー
タ
ー
が
炎
-
ぶ
さ

れ
て
い
る
。
オ
ハ
ラ
が
三
凶

倒
さ
れ
る
か
燃
料
メ
ー
タ
ー

が
な
く
な
れ
ば
ゲ
ー
ム
終

f

だ
が
、

一
定
料
点
以
ヒ
で
一

人
追
加
さ
れ
る
。
作物以似版ぃ一
川

の
み
で

O
P
価
絡
卜
四
万
八

千
円
。

て
パ
ワ
ー
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と

も
あ
る
の
で
注
窓
)
。
そ
の

他
の

P
O
W
を
取
る
と
画
商

上
の
敵
が
全
部
フ
ー
ド
に
変

わ
る
の
で
、

こ
れ
を
急
い
で

取
っ
て
し
ま
う
。
大
別
昆
虫

は
十
発
以
上
命
中
し
な
い
と

倒
せ
な
い
。
以
時
帰
ボ
タ
ン
(
使

周
回
数
に
制
限
が
あ
る
)
で

画
樹
上
の
敵
を
す
べ
て
消
滅

で
き
る
。
一

定
位
度
進
む
と

浮
遊
安
本
が
出
現
、
こ
れ
を

破
峻
し
次
の
要
塞
を
日
指
す
。

全
総
で
卜
し
ハ
め
浜
本
が
あ
り
、

日
以
後
に
敵
の
絡
山
市
民
山
向
。
ェ

グ
ゼ
ド

・
エ
ク
ゼ
ス
H

を
似

凶
悼
す
れ
ば

一
パ

タ
ー
ン
終

f
。

第
4

一
ハ
タ
ー
ン
以
降
は
第
八

需

H
の
安
本
か
ら
ゲ
ー
ム
が

始
ま
る
。
な
お
ニ

l
M以
上

の
隠
し
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
用

意
さ
れ
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
は

一
人
用
よ
り
二
人
用
の
ほ
う

が
錐
し
い
。
ぷ
-
板
販
売一
の
み

で
O
P
価
絡
卜
四
万
八
千
円
。

• • 
の
醤
人
が
い
る
と
こ
ろ
は
そ

の
祷
人
を
倒
す
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
武
線

H

フ
ァ
イ
ア
!
ポ

ー
ル
u

が
科
ら
れ
、
脱
出
が

で
き
る
。
ド
ラ
ゴ
ン
を
や
っ

つ
け
れ
ば
一
パ
タ
ー
ン
ク
リ

ア
。

パ
ス
タ
ー
が
三
回
ア
ウ

ト
で
ゲ

l
ム
終
了
と
な
る
。

法
板
キ

ッ
ト
版
光
の
み
で

O

P
価
絡
十
何
万
八
千
円
。

真
砂
か
ら
ペ
ダ
ル
走
行
式
「
ど
ん
こ
び
い
」

ペ
ダ
ル
定
行
式
来
物
機
『
ど

ん
こ
び
い
」
が
、
以
砂
仁
業

附

(本
社
東
京
、
真
砂
幸
男

社
長
)
か
ら
発
売
と
な
っ
て

い
る
。

こ
れ
は
白
転
車
と
同

じ
要
領
で
ペ
ダ
ル
を
踏

む
と
走
行
す
る
も
の
だ

が
、
路
面
で
も
水
上
で

も
定
行
で
き
る
と
い
う

水
陸
耐
用
の
乗
物
機
。

ボ
ー
ト
の
下
部
に
前
総

二
つ
と
後
輪

一
つ、

L
L

mに
自
転
ぃ
市
川
憾
の
ハ

ン
ド
ル
と
ブ
レ
ー
キ
、

サ
ド
ル
が
付
い
て
お
リ
、

水
上
で
は
レ
パ

i
操
作

音
階
ボ
タ
ン
付
き

タ
ス
コ
か
ら
定
置
型

『
ハ
ミ
ン
グ
オ
l
ム
」

定
置
刑
十
乗
物
機
「
ハ
ミ
ン

グ
オ
ー
ム
」
が
、
タ
ス
コ
側

(
本
社
東
京
、
上
原
勝
社
長
)

か
ら
発
売
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
オ
ウ
ム
の
北
雨
中
に

乗
っ
て
動
き
と
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
楽
し
む
乗
物
機
で
、
子
ど

も
が
内
由
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
を

怖
く
こ
と
が
で
き
る
の
が
特

徴
。
座
席
の
前
に
一
オ
ク
タ

ー
ブ
の
け
ん
般
が
あ
り
、
れ

け
ん
総
の
上
に
い
亦
ボ
タ
ン
(
全

句、旬、
句、

部
で
八
個
)が
付
い
て
い
る
。

こ
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
そ
の

け
ん
総
の

立
固
い
か
出
る

よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

ま
た
下
部

に
あ
る

一

つ
の
ボ
タ

ン
を
州
す

と
B
G
M

も
流
れ
る
。

で
後
愉
が
ヨ
コ
を
向
き
ス
ク

リ
ュ
ー

(
ペ
ダ
ル
で
回
転
)

と
な
る
。
全
官
民
ニ
灯
。

一
人

来
り
。
定
価
四
十

一
万
円
。

/'¥今
動
き
は
ロ
ー
リ
ン
グ
で
、
上

部
の
コ
ミ
カ
ル
な
オ
ウ
ム
の

人
形
が
動
き
に
合
わ
せ
て
踊

る
の
も
楽
し
い
。
作
動
時
聞

は
九
ト
秒
(
切
符
可
能
)
。

二
人
乗
り
。
定
価
七
十
九
万

円
。

a
F
G

J明

ハミングオーム
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どんこぴい

GSの舗 高品質のスイッチング電源

*前面の出っ張る面が

15111m少 ない

女基板取 り付けによっ

てボタンが回るニと

はあり ません

安ジョイステ ィッ クの

マイクロ部分は差込

み方法採用
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い価格 /

/， - " "司固四D

gf 

-
ゲ
|
ム
コ
ー
ナ
ー
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
に
好
評
発
売
中
/

・
小
さ
な
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
ど
こ
に
で
も
置
け

る
小
さ
な
両
替
機
を
ど
う
ぞ
/

-R新札
発
行
後
は
、
内
部
ユ
ニ
ッ
ト
交
換
で
対
応
し
ま
す

-RK
百
円
硬
貨
両
容
機
能
付
の
専
問
ム
口
が
新
発
光
に
な

り
ま
し
た
。
{
写
真
ぶ
は
市
中
m合
を
と
リ
つ
け
た
と
こ
ろ
}

G~型

1，∞01'1札場IIJ/叫貨収容鍾 1，5卯一枚

‘1・41;/，:可書50酬・0Tl0¥26棚興行32酬

{叩!IIf; (科書 85酬・恥，~26酬・
興行32'M)1:.f'ずシ， ;，) 

ロ
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時
代
に
つ

い
て

(
T
)
 

第三組郷便物認可

林
洋
一
に
と

っ
て
川
口
整

は
面
白

い
友
だ
ち
で
あ
る
。

川
口
整
は
洋
一
の
こ
と
を

ど
う
お
も
っ
て

い
る
の
か
は

全
然
分
ら
な

い
。
た
だ
川
口

と
会
っ
て
話
を
し
て
い
る
と

あ
ま
り
不
愉
快
な
感
じ
が
し

た
こ
と
は
な
い
。

今
に
な
っ
て
み
る
と
所
詩

人
生
の
節
目
の
よ
う
な
と
こ

ろ
で
は
い
つ
も
川
口
が
顔
を

覗
か
せ
て
い
る
。

洋
一
か
ら
は
川
口
は
大
の

税
友
と
ゅ
う
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
が
、
川
口
か
ら
洋
一

に
そ
う
積
極
的
に
ど
、
つ
こ
う

4

一
出
回
っ
て
き
た
こ
と
は

一
度
も

な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
な

い
で
も
な
い
。

そ
う
い
え
ば

一
度
だ
け
の

例
外
が
あ
っ
た
が
あ
の
時
に

は
川
口
は
ど
う
い
う
気
が
し

て
そ
う
し
た
の
だ
ろ
う
。

洋
一
が
中
央
線
沿
線
に
住

ん
で
い
る
女
の
人
の
家
に
は

じ
め
て
訪
ね
て
行
く
こ
と
に

な
っ
た
日
に
は
強
引
に
一
緒

に
行
〈
ヤ}と
を
、主
張
し
た
の

だ
っ
た
。

そ
れ
と
も
今
に
な
る
と
自

分
で
は
信
じ
が
た
い
こ
と
で

は
あ
る
の
だ
が
、
は
じ
め
て

女
の
人
の
家
に
行
く
こ
と
、

そ
れ
も
そ
の
久
の
人
の
手
紙

で
は
そ
の
日
に
は
他
に
誰
も

そ
の
家
に
は
居
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
一
方
で

は
ア
ヴ
ア
ン
チ

ユ
|
ル
を
期

待
す
る
よ
う
な
耐
も
な
い
の

で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
肝

心
の
土
州
場
に
き
て
弱
気
に

な
っ
た
洋

一
が
川

n
を
誘
っ

た
の
だ
ろ
、
っ
か
。

川
口
は
当
時
浪
人
で
あ
っ

た
の
だ
か
ら
そ
う
そ
う
暇
で

は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

玉
ノ
井
か
ら
子
川
に
来
て

み
る
と
そ
の
速
い

は
す
べ
て

に
わ
た
っ
て
大
き
か

っ
た
。

玉
ノ
井
は
良
く
も
恕
く
も

ゲームマシン第254号1985年2月15日

• • 

隅
隅
ま
で
に
わ
た
っ
て
人
の

手
に
よ
っ
て
汚
さ
れ
た
人
工

的
な
街
で
あ
っ
た
。

工
場
も
合
同
時
も
飲
み
屋
も

女
に
者
を
売
ら
せ
る
出
も
そ

れ
か
ら
こ
れ
が
洋
}
に
と
っ

て
い
ち
ば
ん
大
事
な
こ
と
で

あ
っ
た
の
だ
が
食
べ
も
の
を

売
る
屈
も
ピ

ン
は
そ
う
は
な

か
っ
た
が
、
キ
リ
の
方
は
非

常
に
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

連載小説く46>

~ 
。

巴
巴

で
い
て
・安
い
食
費
し
か
っ
か

え
な
い
洋
一
に
と
っ
て
は
あ

り
が
た
い
街
で
あ
っ
た
。

制
は
や
く
か
ら
安
い
惣
菜

を
純
純
と
り
そ
ろ
え
て
肌
の

前
を
い
怖
さ
泊
め
打
ち
木
を
し

て
明
る
い
笑
顔
で
真
'H
な
エ

プ
ロ
ン
が
眼
に
痛
い
よ
う
な

泊
潔
な
石
鹸
の
匂
い
を
涼
よ

わ
せ
て
い
る
お
母
さ
ん
と
十

七

・
八
の
娘
が
や
っ
て
い
る

食
堂
が
あ
っ
た
。

惣
菜
も
御
飯
も
大
宇
食
堂

の
も
の
と
は
段
ち
が
い
に
よ

第三雄郵便物認可ゲームマシン

，n巴司Srne 
• 
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アップライト、コ ックピット型TVゲーム機
(UPRIGHT /COCKPIT VIDEOS) 

テーブル型TVゲーム機 (TABLEVIDEOS) 

か
っ
た
。

御
飯
は
ふ
っ
く
ら
と
し
て

大
学
食
堂
の
よ
う
に

ぺ
ち
ゃ

ぺ
ち
ゃ
し
て
い
な
く
、
水
の

具
合
が
丁
度
よ
か
っ

た
。

惣
菜
も
み
な
出
来
だ
ち
で

眠
か
っ
た
り
熱
か
っ
た
り
、

ふ
う
ふ
う
息
を
ふ
き
か
け
て

冷
ま
し
て
食
べ
て
い
る
と
田

舎
の
家
の
朝
食
に
通
じ
る
も

の
が
あ
る
。

た
だ
お
客
は
み
な
肉
体
労

働
者
ば
か
り
で
洋

一
の
よ
う

に
学
生
服
を
来
て
鞄
を
持
つ

ツ
弁
に
な
る
と
百
円
を
こ
し

て
い
た
か
ら
、
わ
ず
か
二
百

円
弱
で
旺
盛
な
食
欲
を
な
だ

め
す
か
す
と
い
う
こ
と
は
大

変
な
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
の
頃
洋
一
は
版
・
桶
や
下

痢
な
ど
で
食
欲
が
欠
く
な
る

と
病
気
の
こ
と
に
討
を
つ
か

っ
て
心
配
す
る
の
よ
り
も
食

欲
が
な
く
て
食
費
を
つ
か
わ

な
く
て
よ
い
こ
と
に
ほ
っ

と

し
て
内
心
喜
び
た
く
な
い
の

に
笑
は
食
欲
が
な
い

こ
と
を

必
ん
で
い
る
と
い
う
奇
妙
な

ジ
ネ
ス
あ
る
い
は
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ

ル
な
書
き
方
を
す
る

新
聞
や
週
刊
誌
や
雑
誌
で
は

大
企
業
と
い
う
表
現
で
は
も

の
た
り
な
い
の
か
上
に
却
胞
の

下
を
つ
け
て
超
大
企
業
と
丹

い
て
く
れ
た
り
す
る
の
だ
が
。

こ
こ
の
社
以
食
堂
の
向
日
た

ち
、
特
に
次
性
が
食
べ
物
を

食
べ
る
時
の
音
は
か
つ
て
東

京
の
下
町
の
は
ず
れ
の
肉
体

労
働
者
た
ち
が
た
て
て
い
た

音
を
ピ
ス
ト
ル
の
音
に
例
、
え

る
と
す
る
と
機
関
銃
に
も
ま

ζ〉

ヒニ》

た
客
は
い
な
か
っ
た
。

慣
れ
な
い
聞
は
そ
う
い
う

労
働
者
た
ち
が
も
っ
雰
問
気

に
お
さ
れ
て
浴
ち
活
か
な
か

っ
た
。当

時
は
洋

一
だ
け
で
は
な

く
て
下
宿
を
し
て
い
る
学
生

は
食
費
と
し
て
は
一
日
あ
た

り
精
杭
百
円
か
ら
ニ
有
問
、

平
均
し
て
二
百
円
弱
か
ら
百

五
十
円
ぐ
ら
い
し
か
使
、
え
な

か
っ
た
。

都
心
の
食
堂
で
は
卵
弁
や

税
チ
井
が
百
円
ぐ
ら
い
、
カ

評価(RATING)
機種名 (メーカー名)
MODEL (MANUFACTURER) 

j
l
 

'
t
'
 

・1
5
1
1
 

評価
(RATING) 

機種名 (メーカー名)
MODEL (MANUFACTURER) 

前
回 • • 

TX-1 V 8  (辰巳I正了ー)
TX-l V8 (Tatsumi) ・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・ー・'8.002 。スノりレタン X (アイレム)

lくungFu Master (Irem) ・・ー・…ー・・・・・・…ー・・・・・ハ・一.. . . . . . . 7 . 70 l 

&，、者ハヤテ(タイト ー)
れlinjaHayate (Taito)............................................. 7 .17 l 2 ナイトギャル(日本物産)

Night Gal* (Nichibutsu) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.27
4 @ 

ポールポジシ ョン II (ナムコ)
Pole Position II (Namco) ................一.. . . . . . . . . • . . . . . . • 6 . 42 7 @ リバレーシ ョン(データイースト)

Li beration (Data East) ・・・・・・・・一.. . . . .…. • . . . • . • • • . . • • . . . . . . . • • 7 . 20 2 3 

和佐

事
態
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
き
る
す
さ
ま
じ
い
音
に
な
っ

庖
の
答
の
雰
同
気
、
食
べ

て
し
ま
っ
て
い
る
。

る
時
に
そ
う
い
う
肉
体
労
働

そ
れ
で
い
て
喋
ら
せ
れ
ば

者
が
た
て
る
雌
大
な
昔
、
ず
結
柿
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
!
と
か

る
ず
る
と
か
じ
ゆ
る
じ
ゆ
る
、
グ
ル
メ
と
か
A
M
お
が
深
い
よ

す
う
す
う
。
を
我
悦
す
れ
ば
、
う
な
こ
と
を
ア
ン
ア
ン
胤
と

出
淑
だ
し
安
い
し
拡
が
多
い
か
ノ
ン
ノ
ン
胤
に
や
る
か
ら

し
美
味
し
い
し
何
も
言
、
っ
こ
洋

一
は
負
け
て
し
ま
う
。

と
は
な
い
よ
い
庖
だ
っ
た
。

か
と
い

っ
て
男
の
社
員
が

今
に
し
て
お
も
え
ば
こ

れ

よ

い
と
い
う
の
で
も
な
い

、

も
時
代
で
あ
る
。

こ
ち
ら
は
こ
ち
ら
で
や
は
り

洋

一
が
勤
め
て
い
る
会
社
、
機
関
銃
の
よ
う
な
音
を
た
て

世
間

一
般
で
は
商
社
と
い
う
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
。

大
企
業
あ
る
い
は
ビ

ッ
グ

ビ

以

前

は

間

合

ッ
ペ
と
一
一
寸
日わ

GPワールド (セカオ土)
GP World (Sega) .…. • • • • • • • • • • • .一.. . . . . .…. • • • • • • • • • • • • • • • • • . 6 . 20 3 4 1 9 4 2 (カプコン)

1 942 (Capcom) ......…・・・・.. . .…・・・・・・・・・ー・・・・・・・・….. • • . . 6 . 91 5 。
T X-1 (辰巳電チ)
TX-l (Tatsumi) …・…・・・・……・・・・・・・・…ー・・・・….. . . . . . . • . . 6 . 17 5 5 エキサイ トバイク(任天堂)

Excite Bike (Nintendo)…・・・・・・・…一…・・・・・・・….. . . . • . . . . . . . . 6 . 90 6 @ 

ジェダイの復讐 アタリ)
Return of The Jedl (Atan) .....................…. • • • • • • • • • • • 6 . 00 。ロードファイター(コナミ)

Road Fighter (Konami) .....……一.. .…. . . . . . . . • . . . . . . . . . . . 6 . 53 3 6 
ウルトラクイズ (タイトー)
UIt1a Ouiz (Talto) ................................................ 5.67 8 @ クラウンズコソレフ ・イン ・ハワイ(エスコ穴劫)

Crowns Golf in Hawaii (Esco) ..... ................. ......... ..6 .10 7 7 

• • 
サンダーストーム (デー タイースト)
Thunder Storm (Data East)一一・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・….. • • . . . 5 . 22 

スーノfーノfンチアウト (任天堂)
Super Punch-Out (Nmtendo)…・・ー・・・・・・…ー・・・・・・・….• . . . 5 . 17 

6 

10 

8 

。
ノマックランド(ナムコ )
Pac-Land (Namco)・・・・・…・・・・・・・・・・・・…・・・・・・…υ ・・・・・・・・・・・5.77

フォ ーテ ィー ・ラブ(タイトー)
Forty-Love (Talto) ........………. . . . .・・・・・・・・・・…ー・・・・・…5.75

10 

11 

@ 

。
ホールポジション(ナムコ)
Pole Position (Namco) ・・・一.. . . .・・・・・・・・・・・・・・….. . . . . . . • . . . 4 . 50 ⑪ 雀王 (新日本企画)

Jang-oh傍 (SNK)・・・・・一一・・・・・・…・…ー・…・….. . . . . . • . . . . . . . . 5 . 30 8 10 
スターウォ ーズ(アタリ)
Star Wars (Atan) ・・・・・・・・・・・・・・・.. . . . . • • • . . • • . . • • • . . . . • • . . . . . • • • • 4 . 25 13 ⑪ ジャ イロ ダイン(タイトー)

Gyrodine (Talto) ・・・・・・・一.. . . . . • . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . • • . . . . . . . . . 5 . 17 20 ⑪ 

れ
る
と
都
会
で
は
闘
会

ツ
ペ

は
小
き
く
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
雰
囲
気
が
支
配
的
で
あ
っ

た
の
だ
が
、
今
や
毛
沢
東
で

は
な
い
が
、
縮
会
は
精
神
的

な
出
合

ッ
ペ
に
よ
っ
て
完
全

に
包
閉
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
て
来
っ
と
ら
れ
て
し

ま
い
、
同
会
ッ
べ

に
よ
る
田

舎
ッ
ペ
の
た
め
の
副
会
ロ
ツ
ペ

の
都
会
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

中
流
と
い
う
国
会
ッ
ペ
、
庶

民
と
い
う
回
会

ッ
ペ
。

フ
ォ
ー
ド
大
統
領
が
米
日

し
た
時
の
晩
餐
会
の
情
景
が

T

V
で
流
さ
れ
た
時
、
洋

一

は
感
慨
深
く
そ
の
シ

l
ン
を

比
た
。

ス
ー
プ
が
出
さ
れ
、
ス
プ

ー
ン

の
音
が
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

と
立
ち
あ
が
り
、
ジ
ヤ
パ
ニ

ー
ズ
の
エ
リ
ー
ト
夫
妻
た
ち

の
席
か
ら
は
左
若
男
女
を
問

わ
ず
、
時
の
庶
民
首
相
を
は

じ
め
と
し
て
ず
る
ず
る
と
い

う
昨
が
発
せ
ら
れ
、
フ
ォ
ー

ド
は

一
嶋
た
ち
す
く
む
よ
う

な
委
勢
で
隣
の
皇
后
を
見
て

次
い
で
一
人
先
の
天
皇
を
見

て
二
人
が
も
の
静
か
で
あ
る

の
に
や
や
勇
気
づ
け
ら
れ
、

ひ
そ
め
て
い
た
山
胞
が
や
や
開

い
て
ゆ
く
よ
う
で
あ
っ
た
。

フ
ォ
ー
ド
に
し
て
も
こ
れ

が
H
本
の
民
主
主
義
か
と
感

じ
い
る
こ
と
一
入
で
あ
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。

社
員
食
山
県
の
男
た
ち
が
も

っ
て
い
る
も
う
ひ
と
つ
の
秀

れ
た
習
性
が
あ
る
。

楊
子
で
繭
の
間
を
せ
せ
る

こ
と
を
人
前
で
怖
め
ず
臆
せ

ず
実
に
泣
堂
と
む
し
ろ
そ
れ

を
誇
示
す
る
よ
う
に
や
る
こ

と
で
あ
る
。

日
以
近
で
は
会
議
の
時
に
暢

子
で
幽
の
間
を
せ
せ
っ
て
、

ふ
ん
ぞ
り
か
、
え
っ
て
い
る
よ

う
な
徒
裁
も
出
て
き
だ
し
た

の
だ
が
あ
あ
い
う
徒
議
は
い

っ
た
い
ど
う
い
う
つ
も
り
な

の
だ
ろ
う
か
。

ノ〈ッドランズ (コナミ )
8adlands (Konami) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.• . . . . . . . . • • . . • • . . . 3 . 75 11 12 忍者くん (タ イト ー)

Ninja-Iくun(Taito) .................…一.. . . . . . . . . . . . . • • • . . . • • . 5 . 15 9 12 
コスモス ・サーキ ット (タイトー)
Cosmos CircUlt (Talto)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・….. . . . . . . . . . . . • • . . . . 3 . 40 12 13 ミステリアススト ーンズ(データイースト )

Mysterious Stones (Data East) ・・・・・…・・・・・・…ー・・・・・・…..5 . 10 14 @ 

マッハスリー (タイトー)
M.A.C.H.3. (Tdlto) ..................................…一"'3.3317 @ エクイテス (アルファ電チ/セガ社)

Equites (Alpha/Sega) ・・…・・…・・・・・・・…・・・・・・・……・・・・一一..5.00 22 @ 

パギーチャレンジ(タイトー)
8uggy Challenge (Talto) ・・・・・・・・・・・・・・…ー・・・・・….. . . . . . . • . . . 3 . 25 16 @ 

• • (FLlPPERS) 
。

ツハーフリ UNIT トCOVERSEAS VARIOUS 

ADD Super Continental 
ADD 5 Line 
ADD Bonus Line 
Super Conti Skill Stop 
5-Line-Skill Stop 

グロプダー(ナムコ )
Grobda (Namco)・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・ー・…・・・・・・・・・・・・.. . . . . . 5 . 00 

ゼビウス (ナムコ)
Xevious (Namco)・・・・・・・・・・・・・・….. . . . . • . . . . . . . . . . • • . . . . . . . . . • . . 4 . 93 

スターフ ォース(テーカン)
Star Force (Tehkan)..…・・・・・・・・……-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.88

13 15 

19 @ 

23 @ 

DYNA ELECTRONICS CO.， L TD. 1985 。ロボット (ザッカリア)
Robot (Zaccaria) ............…. . . . . . . . . . .……・・・・・・…一.• . . . 8 . 00 @ Bーウイング (データイース ト)

8-Wings (Data East) ・ー・・・・・………一…・….. . . . . . • . . . . . . . . 4 . 77 12 18 

画面中央に情報が出ます

コンビューターがあなたの麻雀をリー

ザ ・ゲームズ (ゴットリーブ)
The Games (Gottlieb) .....…. • • • • • • • • • • • • • • • • • .…. • • • • • • • • • • • 7 . 00 1 2 ギャラガ(ナムコ)

Galaga (Namco)一.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .一..一..4.71 17 19 

aE 
花合わせ

ドする

連荘上りに対し

カワイ イ、ギャルカず

お相手します。

花合わせの

ゲーム性がアップ

・配カー ドが個々に

変更できます。

・配カードの総がえ

カずで?きます。

ホーンテッドハウス(ゴットリーブ)
Haunted House (Gottlieb) .................................... 5.00 3 4 ベンベロベエ (タイトー)

8en 8ero Beh (Taito) ・・・・・…一…・・・-一.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . • 4 . 71 33 @ 

!I圃l

'
 

、.、
広

一
仁
、E

 

C
 

Get A Chance (Poker) 
Golden Jacky (Black Jack) 
Bingo Perfect 10 
Royal Casino 5 in 1 
Which 5 (5 in 1) 

※
新
風
営
法
に
合
わ
せ

ス
コ
ア
1
制

O
K
H

ファイアーパワーII (ウィリアムズ)
Fire Power Il (Williams) ・・・・・・・・・・・・・・・.• . . . . . . . . • • . . . • • . . . • . . . 6 . 00 2 3 ドルアーガの塔(ナムコ)

The Tower of Druaga (Namco) …・・・・・・・….. . . . . . • . . . . . . . . . 4 . 71 20 20 

R'J | i21JJv. 

F 
園田IIII!II

ス トライカー(ゴットリ ーブ)
Striker (Gottlieb) .....…・・・・・・・・・…・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・…...4.50 8 @ マッピー(ナムコ)

Mappy (Namco) ・・・一一一・・・・・…・・・ー………・・・・・….• • . . . . . . 4 . 67 35 @ 
E1 

ロードランナー(アイレム)
Lode Runner (irem).......…・・・・・・・・ー…・・・・・・…・・・・・・・・…"4.6415 23 

~・，・・

幽盗iill'llU凶坐凶4

コン ビューターの情報に従い打つと早 〈上れるかも/

最後にあなたの打ち方で性格齢断を行ないます

五連荘でカワイイギャルのシ ョータイム、ボーナスUP

エキスト ラチャンスやオープンマージャ ン等今までの集大成

-
E

・内，，.内‘
dw

aa守

特徴• • 

lJ.l，HATTAN，NIJUKKENYA，MORIY馴A.削

NAGOYA，JAPAN，TEL(箇B苅1引13

TELEX:4948・135CENTRA.J 
Dyna Electronics CO. J TO. 名古鹿市守山区廿野家八反11・1，N LピルIF

守463TEL(052)79Ht 1 ta司，FAX79Ht68中日本リース株式会社

調査ごも事力庖 (.眠不問)

ルナ，マーク(ll!百〈・新宿}、ロサ ・ゲームランド (点以・池袋)、 ドリームイン削除目1(，j( r.ll・開条河原

町). ?イトースベシャル (大阪 ・俗図)=仰タイト ー ; J & B (東京 ・神間}、UFO(!Ui京・鴬谷)、

セガセンター ・ニュー光(大阪 ・心斎僑}、モンテカルロ収命 (京都 ・北区)=仰セズy・2・ンターブライ

ゼス : ゲームスベース ・ミライヤ(東京 .imHn、プレイシティキャロ y ト新宿J.Ij(点以 ・新術)、ビ

γグれ・ロット新総Jお{東京 ・新橋)、なんliシティビッグキャロ y ト(大阪・難波) I附ナムコ; ゲ

ームスポット・チ&ス タ一(大阪 ・線国)、アメニティパー ク・リノ千自前1高 (大阪 ・r.11両iJ)=附アポ

カーユパルプラザ{東京 ・新宿)=(闘争エスコ貿易; ワールドゲーム ・ミヤコ (JU，j(. fJfti'l) =(附

束手キャピfート ; ゲームプラザ シルピア (州〈 納行)=附東京"?Jレサン; 名鉄レ ジャ yク(名

占民 ・駅前)=仰水野博i会; ビデオイン ・キャ ッスル(小1r・駅前)=削太平会館， ビデオイン ・7

ツヤ(京都 ・今111)11)=骨骨院1問商会; T.iみゲームセンター(大阪 ・卓造)=型軽興軍司.11); ボウルタカハ

シ・ゲームセンター{大阪・阿倍野)=側大阪サービスゲームス

サイクルマー坊 (タイトー)
Cycle • Marbo' (T aito) .....…. • • • • • • • • • • • • • • • .…. • • • • • • • • • • • • • 4 . 60 

VSシステム テニス(任天堂)
V. S System Tennis (Nintendo) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一'4.56

後 TheTradillonal Japanese Games 

25 

30 

@ 

@ 

調査ロケーシヨンの絞首匝機拾を売よけと人気度から見たラン7付けて、告オへレ-'1ーの判断

によるテー?を集計‘ 寸の平均】1通告示したむの 数字の意味I草川 これ以上ない機発的な人気
と売上11、9 すI~ 句しい人気と売上11 、 8 :大変t、い人気と売上11、7 いい人気と売上げ、

6 :まあいい人気と先上11 、~ :平均約なもの、a 平均以下(以下省略}

評価

(RATlNG) 
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五
法
の
趣
旨
は

間

「
八
号
営
業
に
係
る

遊
技
設
備
」
に
つ

い
て
は
、

結
局
、
国
家
公
安
委

U
会
規

則
第
三
条
で
規
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
条
文

を
読
み
あ
げ
る
の
は
省
略
し

ま
す
が
、
ど
う
こ
れ

(施
行

炭
則
第
三
条
)
を
埋
解
す
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

答

簡
単
に
言
え
ば
、

地

行
規
制
第
三
条
に
掲
げ
ら
れ

た
五
日
間
知
の
「
遊
技
設
備
」

と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
絡

博
に
使
用
さ
れ
や
す
い
遊
妓

設
備
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
れ
は
法
抗
二
条

第
一

項
第
八
回ザ
で
「
刷
出
家
公

安
委
員
会
脱
則
で
定
め
る
も

の
に
限
る
」
と
し
て
そ
の
吋
削

に
警
か
れ
て

い
る
条
文
の
解

釈
か
ら
、

の
で
す
。

そ
う
な
っ
て
く
る

間
制
は
、
前
凶
も

一言い

ま
し
た
よ
う
に
「
賭
博

に
使
う
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
可
能
性
に
五
点
が
山
か

れ
て
い

る
こ
と
に
、
ど
う
も

あ
り
そ
う
で
す
ね
。

閉

そ
の
「
吋
能
性
」
に

つ
い
て
は
、
施
行
続
則
第
三

条
の
二
号

(
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

機
)
、
山
号

(そ
の
他
の
ゲ

ー
ム
機
)
で
、
カ
ソ

コ
討
さ

の
中
で

「射
午
、心
を
そ
そ
る

お
そ
れ
の
あ
る
遊
校
の
川
に

供
さ
れ
な
い
ζ

と
が
明
ら
か

で
あ
る
も
の
を
除
く
」

と
い

う
除
外
規
定
が
入
っ
て

い
る

こ
と
と
も
山
越
し
ま
す
ね

J

答

こ
の
除
外
規
定
の
立

味
は、

要
す
る
に
「
賭
博
に

似
川
き
れ
な
い
こ
と
が
明
ら

か
な
も
の
は
除
く
」
と

い
う

こ
と
で
す
か
ら
、
「
明
ら
か
」

か
ど
う
か
は
、
い
ぜ
ん
と
し

て

「可
能
性
」
の
問
題
だ
と

NAO Amusement 
Expo'85 

の
-， 

L-

。
賭
博
に
使
用
さ
れ
や
す
い
も
の
。

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な

ん
と
い
う
厄
介
な
こ
と
で
し

ょ・つ
。

「
明
ら
か
な

と
し
て
除
外
さ
れ
る

も
の
は
、
符
-Mポ
庁
の
内
郎
通

達
等
で
今
後
明
ら
か
に
さ
れ

る
で
し
ょ
う
が、

は
っ

き
り

し
て
い
る
の
は

「除
外
さ
れ

る
も
の
以
外
は
賂
憾
に
使
用

さ
れ
な
い

こ
と
が
明
ら
か
で

は
な
い
」

り
ま
す
。

た
ぶ
ん
こ
の

も
の」

と
い
う
こ
と
に
な

そ
れ
ら
は
、
簡
単

に
言
え
ば

「
広
い
窓
味
で
の

ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
」
で
す
。

問

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
下

さ
い
。

で
は
、
山崎
博
に
使
用

さ
れ
る
と

い
う
こ
と
が
↑鴻
祁

p
f
手
』
リ
れ
な

い
A
M
機
で
も

讐
祭
庁
に
す
れ
ば

「八
号
遊

校
設
備
」
と
し
て
、

「広
義

の
ギ
ャ
ン
ブ

ル
機
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
す
か
。

答

筈
祭
庁
で
は
そ
う
は

J
っ
て
い
ま
せ
ん
。
当
日
の

主
悩
は

「本
来
の
賭
博
機
と

は
現
金
を
入
れ
て
現
金
が
出

て
く
る
よ
う
な
も
の
。
そ
う

で
な
い
も
の
で
遊
伎
の
結
果

に
対
し
て
金
品
を
賭
け
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
が
あ
る
」

と
い
う
』}
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
前
者
の

「上中
米
の
附

伸
機
」
は
刑
法
の
防
防
邦
を

構
成
す
る
も
の
で
す
。
後
V
引

に
つ
い

て
、
当
局
は

「
営
業

者
の
姿
勢
に
よ
る
」
と
し
て

い
る
、
と
身
、
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
後
者
が
最
も
殴
昧

な
泌
分
な
の
で
す
が
、
営
業

街
次
第
で
附
叫
に
使
え
る
と

い
う
発
忽
は
大
変
危
険
な
も

の
と
一
吉
田
、
え
ま
す
。

ニ
の
あ
た
リ
は

特
に
問
題
に
な
リ
そ
う
な
の

今
後
も

• • 

で、

一
般
に
従
米
答
察
白
書

で
ぬ
げ
ら
れ
た
「
ギ
ャ
ン
ブ

ル
機
」
を

「狭
義
の
ギ
ャ
ン

ブ
ル
機
」
と
し
、
そ
う
で
な

い
ゲ
ー
ム
機
を
と
リ
あ
、
え
ず

新
法
の
緩
行
か
ら

「広
義
め

ギ
ャ

ン
ブ

ル
機
」
と
説
明
さ

せ
て

い
た
だ
い

た
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。

聞

も
う
一

度
聞
き
た

い

の
で
す
が
、
デ
パ
ー
ト
の
屋

上
な
ど
に
泣
い
て
あ
る
ゲ
ー

ム
機
も

「広
義
の
ギ
ャ
ン
ブ

ル
機
」
と
し
て

「
八
号
遊
技

設
備
」
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
も
し
そ
う
な
ら
、
こ
れ

は
と
ん
で
も
な
い
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

答

法
律
と

い
う
の
は
頑

固
な
も
の
で
、
改
正
き
れ
な

い
限
り
そ
の
と
お
り
運
刷
用
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
す
。

こ
の
こ
と
は
、

い
わ

ゆ
る
下
位
法
令
(
地
行
令
、

総
均
府
令
、
川
家
公
安
委
以

会
規
則、

施
行
条
例
な
ど
)

に
つ

ド
て
も
同
僚
で
す
。
法

の
U
的
に
そ
ぐ
わ
な
い

、
実

態
に
合
欽
し
な
い
な
ど
、
法

随
行
後
に
は
い
ろ

い
ろ
問
題

も
山
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん

(
例
、
え
ば
、
こ
の
シ
リ
ー

ズ
⑥
で
と
リ
あ
げ
た
モ
ー
テ

ル
焼
制
の
総
煙
府
令
な
ど
)。

で
も
、
野
祭
当
い同
は
参
院

地
行
委
の
風
営
小
委
員
会
に

お
い
て
「
不
総
合
な
卜
佼
法

令
は
制
淡
の
上
す
ぐ
さ
ま
改

正
す
る
」
旨
の
答
弁
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
せ
い
ぜ
い
期

待
し
て
ド
さ
い
。
も

っ
と
ら

期
待
す
る
だ
け
で
終
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
ね
。

問

ど
う
む
あ
な
た
は
似

の
質
問
を
ま
と
も
に
聞
い
て

下
さ
ら
な
い
よ
う
な
感
じ
で

困
り
ま
す
ね
。
先
の
私
の
質

問
に
答
え
て

い
た
だ
け
な

い

の
で
し
ょ
う
か
。

答

だ
か
ら
私
は
答
え
て

い
る
の
で
す
よ
。
わ
か
り
縫

い
よ
う
で
し
た
ら
、

こ
・つ
言

い
か
え
ま
し
ょ
う
。
デ
パ
ー

ト
の
屋
上
に
あ
る
ゲ
ー
ム
機

で
あ
れ
、
ど
ん
な
ゲ
l
ム
臨時

で
も
、

施
行
規
則
第
三
条
の

規
定
に
該
当
す
れ
ば
、
「八
号

遊
技
設
備
」
で
す
。

除
外
さ

れ
る
も
の
だ
け
が
、
こ
の
規

定
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

こ

れ
で
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

問

今
同
の
新
風
常
法
で

「
八
号
営
業
」
を
新
し
く

「風

俗
営
業
」

と
し
て
「
持
可
営

業
」
に
し
た
理
由
は
、
主
に

賭
博
の
未
然
防
化
で
し
ょ
、ヲ
。

少
年
の
た
ま
り
場
防
止
も
あ

り
ま
す
が
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機

を
泣
い
て

い
る
山
で
本
来
守

る
べ
き
自
主
規
則
を
守
ら
な

い
と
こ
ろ
が、

大
体
少
年
の

た
ま
り
場
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で

す
か
ら
、
業
界
で
い
う
ギ
ャ

ン
ブ
ル
機
に
限
定
す
る
の
が

当
然
の
結
論
だ
と
思
う
の
で

す
が
、
新
胤
営
法
の
法
案
段

階
か
ら
「
ど
ん
な
ゲ
ー
ム
機

も
賭
博
に
使
用
で
き
る
」
と

い
う
変
な
喫
論

(
?
)
が
出

て
き
て
ど
ん
ど
ん
削
巡
っ

た十
刀
向
に
米
て
し
ま
っ
た
よ

う
で
、
こ
の
あ
た
り
が

一
番

問
題
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

答

そ
う
で
す
ね
。
こ
の

問
題
は
な
か
な
か
片
付
き
ま

せ
ん
ね
。
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
訴
は
す
べ
て
今
ま
で
の

話
を
前
提
に
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
そ
の
こ
と
だ

け
は
覚
え
て
お
い
て
下
さ
い
。

つ
ま
り
「
八
号
営
業
」
か

ど
う
か
を
決
め
る
重
要
な
要

ぷ
は
、
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
に

代
表
さ
れ
る
ギ
ャ
ン
ブ
ル
刷

遊
技
設
備
な
の
で
す
。

新
風
営
法
を
勉
強
す
る
会
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フフイレムの目は遜びの進化を見つめ、ココイレムの手は喜びの空間を広げ、
ヨフイレムの山はゆとりある来来を創る。

アイレム株式会社フリーシンカー
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situation is of Jittle avail， but 
everyone who knows the actualities 
cannot but get angry. To make matters 
worse， many of Japanese operators， in 
the face of a variety of correct infor-
mation， do not want to understand the 
actual circumstances - on the cont-
rary， they are rather optimistic. Many 
of them， in the long run， may disap-
pear from this business. They may 
lament over their urlhaPPIness before 
disappearing， but we cannot sympa-
thize with them -il would be absurd! 
Even when a law is bad， it remains a 
law. We must continue to fight aginst 
it. Even when foolish operators do not 
support us， or even when they inter-
fere with our struggle， we must fight 
for the sake of such ignorant operators 
and also for those engaged in healthy 
amusemenl business the world over. 

"New Fuei Act" will be enforced 
on February 13. Although operators 
of businesses within the category of 
“operation No. 8" are favored with 
exemption of its appJication for three 
months. concerning“license" alone， 
all other regulations， inciuding busi-
ness time， are enforced from February 
13. At this juncture， the Editor's heart 
may be expressed as follows: 

“Jerusalem， Jerusalem! You kiU the 
prophets and stone the messengers 
God has sen t you! 1 Iow many times 
T wanted 10 put my arms around al1 
your people， just as a hen gathers 
her chicks under her wings， but you 
would not let me!" - from the 
chapter 23 of “The Gospel of 
Matthew" 

(Continued from page 26) 

Game; Omoigawa Kikaku; Omori 
Electric; Sanwa Denshi; Sega Enter. 
prises Ltd.，; Seimitsu Co.，; Sigma 
Enterprises Inc.ム SNKCorporation; 
Taito Corporation; Taiyo Jidoki; Teh-
kan Ltd .，; Tiger Amusement; Togo 
Japan Inc.，; Token Co・" Tokyo 
Amusement Machine Operators Assn.，; 
Tokyo Nikkodo; Tosa Trading; TRY 
Co.，; UPL Co・，;Yuei Co.， Ltd. 

The salient feature of the 4th NAO 
Show is that it has become possible to 
exhibit gaming devices. NAO has so far 
prohibited exhibition of gaming 
devices at NAO Show in order to stress 
that its members are engaged in sound 
operations. lt seems， however， under 
the inf1uence of “New Fuei Act" they 
have been freed from worrying about 
the need to stress that they are sound. 

Anyone who wants 10 inquire 
about NAO Show or NAO's views， is 
requested to contact: 

NAO : Yasuda Bldg.， 6-8， 3・chome，
Shibuya， Shibuya・ku，Tokyo 150， 
phone: 03・407・871J 

new 

have also been signed with the desig-
nated companies concerning Spanish， 
Swiss， ltalian and Australian markets， 
respectively. 
Data East Inc. USA already signed an 

official agreement on January 10， set-
ting about sales in the North American 
market from mid-January. Data East 
Inc. USA is resolved to take strict 
steps aganst unauthorized copies in the 
North American market， and also 
against unauthorized exports from 
J apan. Jncidentally， in Japan， thjs 
game is sold under the namc of 
“Spartan X". 

tions. Anyone who intends to 
duct business within the category 
“operation No. 8" must submit them， 
otherwise he cannot obtain a license. 

Additionally， if an operator changes 
the content of his operation without 
police permission， he is subjected to 
penaJ regulations. Jf， for instance， an 
ooerator intends to purchase new 
games， resulling in a change of the 
number of games within his localion、
he must obtain a police permission to 
do so. Even when he wants to move 
games within the location， he must 
oblain a prior permission. 

These rules are applied to sound 
arcade games and arcade videos. How 
absurd it is! Simply to deplore the 

Master" Fu “Kung 

con-
of 

lrem Corporation (president， Telsu 
Takashima) of Osaka has recently an-
nounced the licensing of its video 
game“Kung Fu Master" to overseas 
markels. According 10 it， exciusive 
selling rights have been granted to 
Data East Inc. of Santa Clara， CA.， 
USA， concerning the Norlh American 
market， inciuding Canada， to Electro-
coin Automatics Ltd. of London， UK， 
concerning the UK market， inciuding 
Ireland， and also to NSMjLowen 
Automaten of West Germany concern-
ing the German and French markets 
The exclusive selling rights agreements 

(Continued from page 26) 

12) A copy of a personal history of the 
operator， and a copy of his resident 
card. 

13) A mayo内 certificateof the man-
ager that he is not an incompetent， 
etc. 

14) A medical certificate of the man-
ager that he is not insane， etc. 

15) A written oath of the manager that 
he has not committed a crime， etc. 
Thus， a large number of papers 

must be submitted. However， law is 
law. If the applicant fails to submit 
them， he is subjected to penal regula-

Licenses Irem 

Confusion On 
IINew Fuei Act" 

的。nami⑮
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シユーテインクム
璽の中に曙されたベルを取ればボーナス点か、パワーアップだ。

Vィェーレ ボーナス点

vブルーペル スピードアップ

砂ホワイトベル ツイン砲

TM 

レッドベル……バリアー

••• 
• • 時ona"，1⑥

コナミ練式会社

グリーンベル・・・・・・分身

OSAKA (..Jaoan) 
TEL06-380-1331 FAX06・380-1360

望書の中にかくされているヘルを克つ付て

パワー7"'1プ。次から次に出現する敵を破

渡し、i.をとりbどそう。

TOKYO<、Jaoan)
TEL03-262・91竹 FAXω-261-62114ω 、
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Prior to enforcement of “New Fuei 
Act" on February 13， the Japanese 
Government， on January 11， promul-
gated the National Public Safety Com-
mission's regulations (hereinafter 
referred to as“the executive regula-
tioぱ') and the Prime Ministe内
Office's ordinance (hereinafter 時

ferred to as “the executive ordi-
nance") under “New Fuei Act" . 
According to them， games used in 
“operation No. 8" are mainly g創TIlng
devices and “gray area" games. The 
text， however， is very difficult， and 
the National Police Agency (NPA) 
-which wi11 execute the act -wi11 
reportedly regard games including 
arcade videos wruch display score， 
as games for “operation No. 8" with-
out exception in principle. Thus， along 
with the enforcement of the act， con-
fusion will be sure to occur. 

There are roughly five kinds of 
games for “operation No. 8" stipu・
lated in the executive regulations. 
1) Slot machines and other medal 

games， such as bingo pinballs， 
money pushers， the Derby， etc. 

2) Video games (excluding， however， 
those which are obviously not used 
for gaming). 

3) Flipper pin ba11s 
4) game machines other than the 3 

kinds of games enumerated above 
(excluding， however， those which 
are obviously not used for gaming). 

5) Roulette tables and card game 
tables. 
If a location has one or more units 

of any of the five kiffds of games andf 
or devices listed above， it falls witrun 
“operation No. 8" that requires a 
police Iicense. In other words， if a 
location has no such games， it does not 
fa11 within “operation No. 8". Why， 
then， are those games regarded as 

O~t('r 壬H
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スペースシャトルを題材にしだフリツ/'¥ーゲームで、フ

ィルドにスペースシャトルの模型を取りつげるなど、か

なりこつだ構成に怠っており、スピーチ音を音響効果に

取り入れるなど、臨場感をより一属盛りあげてくれます。
...... 

Jh 

⑩ . 
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コインを入れると音楽ガ鳴り、①のボ

タンを得すと、パックンの手ガターン

テイフルの画!こ下がります。 rヨーイ

ッスタート」の音声と共に、キャンデ

イを手の平に乗せ(100%手の平lこ乗る

様忽構造)@のボタンで閉じだり開い

たりしているパックンの口lこタイミン

グよくキャンディを入れると、その景

昂ガ下の受口から出て釆きます。

1 
1人から4人まで同時にプレイすることガでき、お子僚

にも手軽に楽しんでいただけるようl之、キャビネットの

高さを低くした新設計です。

従来のクレーンlこ比べ、書襲撃芯花形を象った明るい色彩で、

2度景呂ガ狙えるダブルチャンス万式のクレーンです。

収益性の高いカラー写真 |時間仕上・

キスカラープリントでお盾の活性化
カラーDPは庖頭仕上の時代です。

those for “operation No. 8"? Accord-
ing to NP A， the reason is tha t those 
games are very likely to be used for 
gaming. We， however， cannot be con-
vinced so easily. 

Of the five kinds of games enumer-
ated above， we can fu11y understand 
that (1) slot machines and other medal 
games are obviously gaming machines， 
and (2) roulette tables and card game 
tables are gaming devices， and that 
these games are closely related to gam・

ing. The problem lies with other kinds 
of games. Flipper pinba11s， among 
others， have been thought to be repre-
sentative of sound arcade g創nes.In 
fact， they are never used for gaming， 
but they are unduly treated as games 
related to gaming. Additiona11y， in res-
pect of videos and games other than 
videos， too，“those about wruch it is 
not‘obvious' that type are not used 
for gaming" are treated as games 
related to gaming. However， it is not 
“obvious" at a11 as to how “obvious" 
It IS. 

Agreeing with Nihon Amusement-
Machine Operators Association 
(NAO)， NPA has stressed that those 
displaying score as a result of play， can 
be used for gaming， asserting that all 
arcade games can be regarded as games 
for “operation No. 8". This， of course， 
is a wild proposition. Unfortunately， 
however， this absurd argument is cur・
rently predominant in Japan. A wild 
proposition， however， is a wild pro-
position. Game Machine， therefore， ex-
pects that the wild proposition， as 
such， wi11 be overthrown. 

The executive ordinance and regula-
tions， concerning application for li-
cense needed for Fuei business， pin-
pointed a number of matters that have 
so far been uncJear. Anyone who in-
tends to start “operation No. 8" must 

4・.

フランス生まれのキスカラーラポシステム
高さ198cm、幅200cm、奥行73cm

.ハイスヒL ド
プリント仕上げ STANDARD TYPE 

EXPRESS TYPE 

-省エネルギー
水、電電力の使用量を懸紙におさえる省エネ設計。

q・• ..罰

分(320枚/時)

3分(420枚/時)

.口一コス卜
システム価格で422方向、原材料もローコスト。

-省スペース
設置床面積l.5m'(フィルムドライヤーを含仁。)

株式会社9-r'ト-P-シンフ!ルな操作
操作は簡単で与、専門の技術は必要なし。d e F R A N C E FOR SALE : 2.000PCBS ALWAYS IN OUR STOCK 

本社 東京都千代田区平河町 2丁目 S番 3号
ーピル C 03(264)8611(大代表)〒 102

TAITO CORPORATION 

アミューズメント・マシンの製造・販売・賃貸・輸出入/屋内外レジャー施設の企画・設計・施工・運営サービスj:キス
カラー・ラボシステムの販売・リース・サービス/サービスロボットのレンタル・販売・ロボットのイベント企画

英文版業界ニュース
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obtain a police Iicense without fail 
before opening his location. The exist・
ing locations must also obtain a police 
license by May 12 (when the term of 
interim measures expires). The license 
application procedures are very com・

plicated. When， for instance， a com-
pany intends to operate a location by 
renting a building， the following pa-
pers must be attached to the “Applica-
tion for License". 
1) Papers desc巾 l時 themanner of 

operation (Editor's Note: unknown 
at present， since the authorities 
themselves are discussing the con-
C陀 tecontents) 

2) A lease agreement on the said build-
mg， etc. 

3) A plan of the f100r where the said 
location is operated. 

4) A rough sketch of area within 100 
m distance from the location (Edi-
tor's Note: lf there are schools， hos-
pitals， etc.， their locations must be 
noted down without fail). 

5) A copy of the articles of association 
of the company. 

6) A copy of a register of the com・

pany 
7) Paper desc巾 1時 apersonal history 

of each officer for the last 5 years 
and a copy of his resident card (a 
copy of a register of foreigners 
when he is a foreigner). 

8) A mayor's certificate of each offi-
cer that he is not an incompetent， 
etc. 

9) A medical certificate of each officer 
that he is not insane， etc. 

10) A written oath of eacn officer that 
he has not committed a crime， etc. 
(Editro包Note:If the company has 
10 directors and auditors， the above 
papers must be prepared for a11 of 
them). 

11) A written oath of the manager that 
he conduct business honestly. 

(Continued on page 25) 

Exhibitors Of IINAO Amusement 

Expo '85" Reduced To 40 

Nihon Amusement-Machine Opera-
tors Association (NAO) wilJ hold 
“NAO Amusement Expo 1985" on 
February 13-14 at Shinjuku NS 
Building， Tokyo 

Since the expo just falls on the en-
forcement of “New Fuei Act"， those 
concerned were anxous about the pos-
sibility of its holding， but NAO in-
tends to enforce it. 

The ntimber of exhibitors is 40， a 
decrease of 14 from 1984. 24 com-
panies which exhibited their products 
last year， do not e対ubitthis year， 
including Amusement Press， Data East， 
Kato Amusement Industry， Kawakusu， 
Meisho， Namco， Nihon Gorはuki，
Nippo Sangyo， Roller Tron， and Uni-

versal. lncidentally， Nintendo Co.， has 
made it a rule not to join the NAO 
Show. The current expo is character-
ized by conspicuous participation of 
local associations. The exhibitors are 
as fo11ows: 

Amusement Industry Publishing; 
Asahi Engineering; Asahi Seiko; Cap-
com Co.，; Chubu Yuen Operators 
Assn.ふ CoinJournal; Esco Trading; 
Glory Sales Co.，; Hope Corporation; 
Irem Corporation; Jaleco Ltd.，; Japan 
Operators Union; Japan SC Playlands 
Assn .，; K and U Inc.，; Kanto Goraku 
Kogyo; Kato Manufacturing; Komaya 
Manufacturing; Konami Co.，; Koto-
buki Sales; Nichibutsu Co.ふ Nihon.

(Continued on page 25) 

詳しくは下記へお問い合わせ下さい

直径3.500%向型

コンパクトに置ける

一二斗|

ASAHI E耐IN田町NGCO.. Ltd. 
1387 -2 T onnowo. 
OSAKA JAPAN 

Misoki-cho Sennon-gun 
TEL 07249・4-3063・0783

ion May Be Occur In Enlorcement 
01“New Fuei Operation No.8" Rule 

富手遭 10ヤードフpイト
スワット ミスターバイキンタ

牛スタージヤツカー
ウオ圃圃ターマッチ チャィ=ーズヒーロー
バックランド スーパーバスケットポーJII
1942 ロードランナー Zタ包リオン

マリオフラザーズ クラウンズコルフ
スターフォース o崎ポンジヤツタ

ギャフラス
フリッキー

vs富手遭

レクルス
アッフンタウン

ロードフpイター
Mr.Dロ'6ワイルドライド

ジャイロタイン Mr.Do対ユ=コーン
クレートソードマン モの他なんでも

基板常時2，000枚在庫有り ます。
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未来対応fユ=バー切bシステム.。
食ユニバーサルシステム1は年に2-3本の作品を提供します。

ユニバーサルシステム1仕様汎用キット

「スーパー・ドンキホーテJ

も発売しています。

0フロントオープンで
メンテナンス作業は

非常に楽です。

0ステレオて音響効果
の迫力満点。

O戸ジャスター付き。

第三勝!~埼l便物認可
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スーパー・ドンキホt 7 

仕様/ 1800(H) x 640(W) x 8∞(0) m/m AC100V 切160Hz 18側 (20勺

株式会社ユニバーサル
2幹 事土 〒323栃木県小山市荒井561第三エ楽団地

ユニバーサル販売株式会社

* ホ 4土 干 103東京都中央区日本4草場留自TI-7-7会 (03)66ト0330椛。1984UNIVERSAL CO.， L TD. ユニバーサルリース株式会社
本社干110東京都台東区東上野5・4・15 ft(03)844・2581(t'(I 
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